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第Ⅰ部  「問題の所在と本研究の目的」  
































第１章  授業における「対話」に関する先行研究の外観  
 
第１節  問題の所在  
１  関係論的学びの意義と課題  







の「学び合い」や「学びの共同体」といった学習共同体の重要性が指摘されてきた（ １ ）（ ２ ）。




会や教育や，そして発達の研究の中で持つようになった」  と述べている（ ３ ）。  
授業に関して言えば，佐藤学 (2003)は，「者」や「モノ」との関わりによって生まれる学


































































































































































３  文化的実践としての授業の意義と授業構造が抱える課題  
先述した教室空間の構造と同様に、授業における構造も子どもの学びを考える上では大
変重要な観点である。授業の基本構造は、学習者・教師・材 注 1 という３つである。材は文
化的価値を内包し、かつ教師の意図や願いが込められているものである。佐伯胖 (1995)は、
学習を「文化的実践への参加」、と定義し、文化を次のように説明している （ 18）。  




























































































２  専門家の知識 (見識 )に触れる機会は重要だが、専門家の解決過程をなぞる、ことが学習
のたどるべき過程となるわけではない。専門家の解決が唯一無二の「正解」ではない。  
３  対話型シナリオの授業実践化 (授業実践における使用 )にあたっては、事例シナリオと学



























































研究 (例えば ,松崎正治 ,1994 や佐藤公治 ,1996 など )と，鍵概念に照らした研究とがある（ 25）
（ 26）。  
鍵概念を用いた研究では，一柳智紀が，児童の聴く，という行為に着目した一連の研究






















































































第３節  バフチンの対話理論における鍵概念の検討  


















リフォニー (polifoniia)」＝「多声 (性 )」②「宛名（アドレス）」③「占有・収奪  アプロプ
リエ－ション」を取り上げ、検討していく。  
































を「多声 (性 )」と訳し，用いている。  
 
２  宛名 (アドレス ) 
それでは，次に「宛名」概念について検討する。バフチン (1988)は次のように説明して























け手をもつ。 (中略 )またそれは，まったく不特定の，具体性を欠いた他者のこともある。」 











３  占有・収奪 (アプロプリエ－ション ) 
バ フ チ ン の 対 話 論 の 鍵 概 念 の １ つ に 、「 appropriation 」 と い う 概 念 が あ る 。
「appropriation」の訳語については，「収奪」の他に，「専有」 (ワーチ，J．V 佐藤公治他
訳『行為としての心』北大路書房 2002)，「吸収」 (バフチン M.M 著  伊藤一郎訳 ,1996),
「領有」「占有」 (茂呂雄二『具体性のヴィゴツキー (認識と文化 )』金子書房 1999（ 42） )や
21 
 
「専有」「収奪」 (佐藤公治 ,  1996)というように，訳者によって様々である。本論では、先
行研究の言葉をそのままの形で引用することにする。  
それでは、「 appropriation」とはどのような考えなのか。バフチン (1996)は、次のよう















させること、それは困難かつ複雑な過程である。   
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図１  授業の中でＭ教諭が大切にしていること  (2009 年４月 ) 
 
 








































第２節  本研究の構成  
 本研究における研究課題は、以下の４つであり、表１に方法および章の対応表を示す。  
 
研究課題①  授業における対話性、とりわけ材に内包される対話性を明らかにする。  
研究課題②  学級における児童の対話の変容過程について明らかにする。  




表１  本研究の方法と課題の対応表  























 本研究では、上記の４つの研究課題について 4 部構成、全８章で検討する。  









































第３章  出会いの材「クロツグミ」における対話性  
 






























第２節  研究方法  
〈対象 (研究協力者 )〉  
対象 (研究協力者 )は，Ｍ県の公立小学校の教師歴 22 年の M 教諭 (男性 )１名と M 教諭が
担任した５年生 32 名（男子 15 名，女子 17 名  単一学級）である。  
 
〈材〉詩「クロツグミ」作者：高村光太郎『詩集・典型』中央公論社刊  昭和 25 年 10 月
号  集録  
(全文は Figure１を参照 ) 
 
M 教諭は，「クロツグミ」を出会いの材とした実践を， 10 年以上も続けている。   
 
〈時期〉  2009 年４月    
 



















第３節  分析結果  





(１ )自分の考えを短時間で変えることのできる材  



























     
















M 教諭：おや，そうなんか，『クロツグミ』の，そう，っていうのを  
前原：そうって何か  




















































２  実践分析  












































T：これが，A さんが言って，これも A さんが言って，これが，B さんが出てきて，こ







































































































































ない児童の様子 )などによって判断することが必要であろう。  

















































































































（１）バフチン .M. 新谷敬三郎，伊藤一郎，佐々木寛訳『 1970-71 年の覚書  ことば対話
テキスト .ミハイル・バフチン著作集 8 巻』新時代社， 1988， pp.297-298 
(M. M. Bakhtin  Iz  zapiski 1970-1971 godov，Estetika slovesnogo tvorchestva  ，
Moscow, 1979) 
（２）柄谷行人『言葉と悲劇』講談社， 1993， p.106 
（３）  バフチン .M. 伊藤一郎訳『小説の言葉』平凡社， 1996， p.165 
(M.M.Bakhtin Voprosy literatury i  estetiki:  issledovaniya raznykh let , 

















第４章  授業における発言に対する児童の「応答」プロセス  
 






























第２節  研究方法   
１  対象 (研究協力者 ) 














クラス児童数は男子 15 名，女子 17 名の計 32 名である。   






３  観察時期  
2009 年４月～同年６月  








間の雑談などを考察対象に含めた。総時間数は、371 分で、平均時間は 41，2 分であった。
国語の授業で扱われた材 (教材 )は、詩と物語文であった (表２ )。  
 





































場面であり、その中でようすけくんの「応答」場面は 51 場面であった (表３ )。  
    
１  「応答」場面の種類  
 ようすけくんの「応答」場面の検討から、以下の８つのタイプの場面を抽出した。A,：









 その結果、「応答」場面でもっとも多かったのは、 D：呼びかけに対する挙手の 24 場面
であった。続いて多かったのは、A：身の乗り出し /体を向ける、の 16 場面、B：相槌 /う






(１ )児童による授業進行の契機  





































2009/4/7 130 113 243 9
2009/4/8 83 79 162 10
2009/4/22 228 297 525 6
2009/5/13 94 94 188 0
2009/5/20 142 152 294 4
2009/5/27 97 107 204 4
2009/6/1 118 119 237 0
2009/6/17 189 234 423 8
2009/6/22 139 157 296 10



































































































































































2009/4/22 2 3 1
2009/5/13
2009/5/20 1 1 1 1
2009/5/27 2 2
2009/6/1
2009/6/17 4 2 1 1
2009/6/22 8 1 1





































































































































































































































第５章 授業における児童の対話スタイルに関する研究  
 






























第２節 研究方法  
１ 対象(研究協力者) 
対象 (研究協力者 )は教師歴 22 年のＭ教諭 (男性 )，およびＭ学級の児童である。Ｍ学級は，
公立小学校の５年で，このクラスは単一学級のため，５年間クラス替えはない。クラス児



























第３節 分析結果  
それでは、2 人の特徴的な発言場面とその過程の事例分析から、２人の対話スタイルを
明らかにしていく。  






















場面１ 「児童の発言に対する自分の考えのつぶやき」5月 13日 国語：物語文・『新しい友達』 
 場面２ 「クラス全体に投げかけられた疑問」 6月 17日 国語：詩・『春』 
 




















































場面４ 「特定の児童への関わり」 4月７日  国語:詩・『クロツグミ』 
 
場面５ 「教師との対話から生まれた全体への問い」 6月１日 国語：物語文・『新しい友達』 
 
場面６ 「教師に対する答えが，他の児童にひろわれる」 11月 25日 国語：物語文・『大造じい
さんとガン』 
 

















































































































（１） バフチン．M． 伊藤一郎訳『小説の言葉』p．165，平凡社，1996．(M．M．Bakhtin 














































































観察の期間は，2010 年４月から 2010 年 12 月まで，全 25 回行った。対象学年は，５年






















分弱)の発話を抽出し，比較した。事例Ａ（101 開始）については，発話 101~232 までの

























事例Ａ「新しい友達」（石井陸美 光村図書 ５年上）の解釈は以下の通りである。 
 
 



















続いて，事例Ｂ「大造じいさんとガン」（椋鳩十 光村図書 5 年下）の解釈は以下の通
りである。 




































教師の発話が約 36％，児童の発話が約 64％である。これらのことから，事例 B の授業が






























月 総発話（Ｎ／回） 教師の発話(回) 児童の発話(回) 
４月 522 227 295 







  ０ 
11 月 98 
 








  13 
11 月 98 
 
  10 
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a  ＢＯＸ１  「宛名」の違いと教師の手立て  
事例Ａ  




102     複数の児童：うん   
103     先生：OK？      
104     児童ら：OK  
105     先生：じゃあ，やります。すごい謎見つけたんやんな？      
106     児童ら：うん   
107     先生：謎見つけたんやんな？      
108     児童ら：うん   
109     先生：その一つがどれや？      
110    児童ら：それはすごくうれしいことなのに，素直に喜ぶことができない自分に   
111     先生：うれしかったら普通？      
112     複数の児童：喜ぶ    
113     先生：喜ぶんや。でも，うれしいのに？  
114     複数の児童：喜べない   
115 先生：これ，変だよね？この謎，今からみんなの力で，どこまで迫っていけるか。
で，いいかい？  
116     複数の児童：うん   
117     先生：ええな，反応してくれている。いいか  
い？  
118     児童ら：いいよ   
119     先生：はい。じゃあ，この謎に関して，とにかく自分の予想を出してほしい。こ
うこうこうだから，多分こうなんじゃない？多分こういうことがあるやろ？い
い？      
120     複数の児童：いい   
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121     先生：いいかい？      
122     児童ら：いいよ   
123     先生：出せる？      
124     複数の児童：出せる   
125     ゆうさく：多分   
                                                   
事例Ｂ  
番号   
701  先生：なんで大造じいさんが再びじゅうを下ろしたか，ここやな。なぜやから，
原因を探す。じゃあ，一人一人本読みしてみて。  
702    複数の児童：＊＊（それぞれ本読みを始める）  
703    先生：棒読みはあかんで。      
704    児童ら：（再び感情を込めて本読みを始める）   
705  先生：違う違う，これは原因を探してほしいの。考えながら読んで。 (児童ら：本
を読む）  
706  先生：みんな，何か自分の考え持った？何でもええから，自分の考え持たなあか
んで？はい，じゃあ，なんでやと思う？      
707  はると：残雪はおとりのガンの近くにおったから，残雪を撃つと，おとりのガン
にも当たるかもしれへん。  
708  複数の児童：そうかもしれない。   
709  ゆうさく：はるとと少し違うけど，残雪の近くにおとりのガンがおって，おとり
のガンに当たるとあかんから，あ，一緒か。    
710    みつる：じゃあさ，それは，おとりのガンを  
死なせたらあかんの？   
711  さえこ：おとりのためにそのガンを育てたんやから，おとりのガンを当たるとか




















れら総合して，みつるの発話は，前の 709 ゆうさく，もしくは 707 はるとの発話，もしく
はゆうさくとはるとの両方の発話に対するものであると考えられる。バフチン (1996)は，













ｂ  ＢＯＸ２  「テクスト (教科書の本文 )」に対する拘り  
事例 A 
番号   
126     先生：多分でいいよ。こんなもん，勘なのよ。今から見つけていくわけ。とにか
く，こうかな，こうかな，ああかな，こうかな，ってどれでもいい。はい，出せ
る人？ (複数の児童が挙手する）  
127 先生：え？これだけ？はい，近所で相談  
128 児童ら：（周りの児童と相談する）    






131     複数の児童：はい  
132     先生：聴ける？      
133     複数の児童：聴けます   




136     複数の挙手：はい（挙手）    
137   先生：だから，手を下ろしてって。手を挙げなくてもいいから。一番最初に言っ
た人に，みんなが対応できるかどうか      
138    複数の児童：（それぞれの意見を言う）   
139   先生：ようし。ほら，今，同時に言った。同時に言うの大事やけどな，一斉に言
うのは。はい，誰が言う？    
140     先生：手は挙げやんでもいい      
141     複数の児童：（それぞれの意見を言う）    
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142     先生：ちょっと待って，今誰が一番最初に言  
った？   
143 複数の児童：なほみ   
144 先生：はい      
145 なほみ：ひろの知っているまりちゃんじゃな  
いような気がしてしまうから    
146 複数の児童：一緒    
147 先生：わあ，すごいな。一緒って，同じ人お  
るな   
 
事例Ｂ  
番号   
719  先生：おとりのガンに意識があったのか，なかったのか。じゃあ，どっちやと思
う？決めて。意識があったと思う人？  
(複数の児童が挙手する， 15 人である )    
720    先生：意識がなかったと思う人？    
  (複数の児童が挙手する， 17 人である )    
721    先生：なんでそう考えるん？     
722 ちひろ：前に，ガンを見ていたってあるで，それは意識があったからやと思う。  
723  れお：大造じいさんはじゅうをかまえて… (本文より )って書いてあるから，残雪に
しか意識がない。  
724  ようすけ：それに，おとりのガンが襲われとったんはとっくの前に知っとったか
ら，意識していたらじゅうをかまえやん。    
725    はると：ずっと前からおとりにしていたか  
ら，意識があったんちゃうかな。    
726  あゆみ：じゅうをかまえて… (本文より )てことは，残雪に集中しとって，おとりの
方には意識無かった。  




728    先生：じゅうを下ろしたのはどこに書かれと  
る？この中（模造紙）のどこ？   
729  複数の児童： 55 段。    
730  先生：すごい！そう，55 段やんな。ここだけ，55 段だけ見て。このときに大造じ
いさんはおとりのガンに意識あった？      





おとりのガンのことは意識してないと思う。    
734     先生：うん。      




































していることである。例えば， 723 れお「大造じいさんはじゅうをかまえて… (本文より )












番号   
158  ようすけ：似ているけど，ひろは今まで，前のまりちゃんとは違うまりちゃんを
感じていたこと  
159     先生：ああ      
160     複数の児童：ああ    
161     先生：（板書をしながら）違うまりちゃんを  
162     複数の児童：違うまりちゃんを    
163   先生：言ってくれるとうれしいなあ。読んでくれているっていうのは，ちゃんと
先生の書いているのを見てくれているっていうことやんな。すごい，対応やんな。
はい，まだある？  
164    あゆみ：ひろ    
165    先生：うん，はい      
166    あゆみ：ひろ    
167    先生：はい，対応できる？      
168  あゆみ：ひろは，今のまりちゃんを，好き＊＊今のまりちゃんは＊＊からいいと
思っているけど，本当は前のまりちゃんの方が好きやったんちゃう？    
169     複数の児童：ああ，なるほど   
170   先生：今のまりちゃんも好きだけど，前のまりちゃんの方が好きや（黒板に書く）
今のまりちゃんも好きだけど，前のまりちゃんの  
171 複数の児童：今のまりちゃんも好きだけど，  
前のまりちゃんの    
172 先生：「方が」か？      
173 複数の児童：方が    
174 先生：方が好き      
175 複数の児童：もっと好き    
176 先生：もっと好きだから，喜ぶことが？  
177 複数の児童：できない    
178 先生：他にある？      
179 ＊＊：無い    
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180 先生：じゃあ，みんなの考えっていうのはこ  
の 3 つの中にある？      
181 複数の児童：ある    
 
事例Ｂ  
番号   
731     ちひろ：おとりのガンのことは書いてない。  
732    なほみ：ちひろに似とるけど，ここにおとりのガンに意識があったか書いてない
と思う。  
733   しゅう：今までは意識していると思っていたけど，みんなの意見を聴いていて，
意見が変わった。残雪が憎くて殺したいと思っていて，じゅうをかまえたから，
おとりのガンのことは意識してないと思う。    
734     先生：うん。      
735 まさこ：書いてないって言っていたけど，意  
識あるような気がする。  
736 ちひろ：（まさこを見て）どこで意識あるっ  
て分かるの？   
737 まさこ：（ちひろを見て）どこで意識がない  
って分かるの？   












ついて次のように述べている （ ２ ）。  
 
生きたことば，生きた発言 (ママ )の理解はどれも，能動的な返答の性格をもつ (なるほ
ど，能動性の度合いはじつにさまざまだが )。どのような理解も返答をはらみ，なんら

























第４節  総合考察  


















































や一般性を高めていくことが課題である。   
















































（１）バフチン．M．  伊藤一郎訳『小説の言葉』平凡社， 1996， pp． 46－ 47， (M．M．
Bakhtin Voprosy literatury i  estetiki ：  issledovaniya raznykh let ，  
Khudozhestvennaia literatura，  Moskva， 1975) 
（２）バフチン．M．  新谷敬三郎，伊藤一郎，佐々木寛訳『 1970－ 71 年の覚書  ことば対
話テキスト．ミハイル・バフチン著作集 8 巻』新時代社，p．131，1988 (V．N．Voloshinov．  
Marksizm i f ilosofiya： osnovnye problemy sotsiologicheskogo metoda v nauke o 
yazyke，  Mouton in The Hague， 1972) 
（３）バフチン．M．『前掲書』 1996， p． 165  




第 Ⅲ 部 「 バ フ チ ン の 対 話 論 に も と づ く 対 話 型 事 例 シ ナ リ オ の 開 発 と 実
践 」  
第 ７ 章  教 室 に お け る 、 教 師 お よ び 方 法 に 内 在 す る 権 力 ・ 権 威 構 造 の
理 解を 促 す 対 話型 事 例シ ナ リ オ の開 発 ―『 23 分 間 の 奇 跡』 を 事 例 とし
て ―  
 
第 １ 節  本 章 の 目 的   
 第 １ 章 に お い て は 、 バ フ チ ン の 対 話 理 論 の 整 理 、 第 ３ 章 か ら 第 ６ 章 ま で に お
い て は 、 バ フ チ ン の 対 話 理 論 に よ っ て 、 教 育 実 践 の 解 釈 を 試 み て き た 。 小 論 で
は 、 そ こ で 得 た 知 見 か ら 、 教 師 を 目 指 す 学 生 に 対 し て 、 教 室 に お い て 対 話 空 間























第 ２ 節  実 践 の 計 画 お よ び 実 施 内 容  
筆 者 は 20 13 年 度 、 私 立 大 学 に お い て 教 育 課 程 論 、 お よ び 教 育 方 法 論 を 担 当
し て い る 。 そ し て 、 教 育 課 程 論 に お い て 予 備 調 査 、 教 育 方 法 論 に て 本 調 査 を 行
っ た 。 な お 、 本 調 査 を 行 っ た 教 育 方 法 論 の シ ラ バ ス は ， 以 下 で あ る 。 な お 、 本
実 践 は 、 第 ３ 回 目 に 相 当 す る 。  
授 業 の 概 要  /  C ou rs e  Ou t l ine  
教 育 目 的 を 達 成 す る た め に は 、 適 切 な 教 育 方 法 ・ 技 術 を 欠 く こ と は で き な い 。
本 講 義 で は 、 教 育 方 法 ・ 教 授 法 の 歴 史 や 理 念 、 学 習 指 導 論 、 教 育 課 程 論 、 教 育
評 価 論 等 の 観 点 か ら 、 実 際 に 授 業 実 践 を 行 う た め に 必 要 と な る 教 育 方 法 ・ 技 術
に つ い て の 基 礎 的 知 識 を 獲 得 す る こ と を 目 指 す 。 講 義 は 、 教 育 実 践 に お け る パ
ソ コ ン や 視 聴 覚 教 材 を 含 む 教 材 の 効 果 的 な 活 用 に つ い て も 目 を 配 り な が ら 展 開
す る 。  
 
到 達 目 標  /  A t ta in m ent  Ob j ec t i ves  
・「 子 ど も 」 の 内 面 世 界 、 外 界 認 識 に つ い て イ メ ー ジ す る こ と が で き る 。  
・ 授 業 を 「 つ く る 」 基 本 的 な 技 術 、 姿 勢 を 身 に つ け る 。  
・ 授 業 づ く り の 基 本 的 な 枠 組 み に つ い て の 知 識 お よ び 実 践 的 能 力 を 養 う 。  

















表 11 授 業 ス ケ ジ ュ ー ル  / Course Schedule 
 
＊ 表 11 は 、教 育 方 法 論 の シ ラ バ ス 概 要 で あ る 。本 実 践 は 、第 ３ 回 に あ た る 。  
以 下 、 シ ナ リ オ 材 、 お よ び そ の 実 施 過 程 に つ い て 述 べ て い き た い 。  
 そ れ で は 、 小 論 に お い て 作 成 し た 対 話 型 事 例 シ ナ リ オ に つ い て 、 そ の 目 標 、
お よ び 経 緯 に つ い て 述 べ て い き た い 。 ま ず 、 以 下 の よ う な 目 標 を 設 定 し た 。  
 
１  シ ナ リ オ 材 に よ る 学 習 目 標  
①  教 室 空 間 に お け る 、 教 師 の 方 法 に 内 在 さ れ た 権 力 ・ 権 威 構 造 を 理 解 す る 。  



















































教 師 は 、自 分 の 用 い る 方 法 に 内 在 す る「 権 力・権 威 」に 無 自 覚 で あ っ て は な
ら な い こ と を 理 解 す る 。  
③  方 法 に 内 在 す る「 権 力・権 威 」を 常 に 自 覚 す る こ と を 通 し て 、反 省 的 実 践 家
と し の 教 師 像 を 持 つ こ と が で き る 。  
２  シ ナ リ オ 材 の 選 定  
次 に 、 シ ナ リ オ 材 の 選 定 を 試 み た 。 対 話 型 事 例 シ ナ リ オ の 材 と し て 用 い た の
は 、「 ジ ェ ー ム ズ・ク ラ ベ ル  青 島 幸 男 訳『 2 3 分 間 の 奇 跡 (原 題：Th e  C h i ld ren ’s  
S to ry… bu t  no t  jus t  f o r  c h i ld ren  )』 集 英 社 文 庫 , 19 81 年 」（ １ ） で あ る 。  
 
 ま た 、 本 作 は 映 像 化 も さ れ て い る 。 本 講 義 に お い て は 、 映 像 化 作 品 を 採 用 し
た 。  
そ れ で は 、 な ぜ 本 書 お よ び 作 品 が シ ナ リ オ 材 に 適 し て い る の か 、 そ の 理 由 は
以 下 で あ る 。 す な わ ち 、 物 語 の 読 解 を 通 し て 、 教 育 の 方 法 論 に 内 在 す る 無 自 覚
な 権 威 ・ 権 力 構 造 を 暴 く こ と が 可 能 だ か ら で あ る 。 教 師 の 権 威 や 権 力 に つ い て
は 、 学 生 自 身 の 被 教 育 経 験 の 中 で あ る 程 度 自 覚 さ れ て い る こ と が 予 想 で き る 。
し か し 、 い く ら 表 面 的 な 権 威 ・ 権 力 を 排 除 し よ う と し て も 、 教 師 や 教 室 空 間 に
内 在 す る 方 法 論 的 権 威 に よ っ て 、 相 手 を 変 容 さ せ て し ま う 可 能 性 、 す な わ ち 潜
在 的 な 権 威 が 存 在 す る 。 こ の こ と を 知 る こ と は 容 易 で は な い 。  
 原 書 に お い て は 、 物 語 の タ イ ト ル の 「 奇 跡 」 と い う 言 葉 や 子 ど も に 対 す る 厳
格 な 前 の 先 生 と 言 葉 巧 み な 新 し い 女 の 先 生 と の 対 比 に よ っ て 、 こ の 物 語 や 新 し
い 先 生 に 対 し 、 ポ ジ テ ィ ブ な 印 象 を 受 け る 学 生 が 存 在 す る こ と が 予 想 さ れ る 。
つ ま り 、 学 生 に と っ て 、 新 し い 先 生 と 子 ど も と の や り と り が 一 見 「 権 威 を ふ る
わ な い 、理 想 的 な 教 師 」に 見 え る 部 分 が 存 在 す る 、と い う こ と で あ る 。そ し て 、
そ の こ と は 学 生 ら の 印 象 を 、ポ ジ テ ィ ブ と ネ ガ テ ィ ブ の ２ つ に 分 け る で あ ろ う 。
と も す れ ば 、 若 い 女 教 師 に 対 し 、 本 当 に よ い 教 師 な の だ ろ う か 、 と い う 問 い を
学 生 自 身 の う ち に た ち あ げ る こ と が で き る 。 そ し て 、 そ れ を 契 機 と し 、 学 生 間
で の 話 し 合 い に お い て 意 見 の 対 立 を 生 起 さ せ 、 そ の 結 果 と し て 、 教 師 観 や 子 ど
も 観 な ど を 変 革 す る こ と に 寄 与 す る 、 と 考 え ら れ る 。  
 し か し な が ら 、 予 備 調 査 (結 果 は 後 述 )よ り 、 学 生 に と っ て 、 原 書 か ら 方 法 論




法 の 怖 さ が 、 そ の 演 出 に よ っ て よ り 明 確 に 伝 わ る と 思 わ れ た 映 像 資 料 の 方 を 採
用 し た 。  
以 上 の 理 由 か ら 、 本 書 お よ び 作 品 を シ ナ リ オ 材 と し て 選 定 し た 。  
な お 、 倫 理 的 配 慮 と し て 、 予 備 調 査 お よ び 本 調 査 に お い て 、 学 生 に は 口 頭 お
よ び 講 義 の Web コ ー ス ツ ー ル 上 に て 、ワ ー ク シ ー ト を 授 業 改 善 お よ び 研 究 の た
め に 分 析 す る 旨 を 伝 え て い る 。  
３  予 備 調 査  
(１ )対 象 と 方 法  
実 施 日 時： 20 13 年 ４ 月 1 5 日 、教 育 課 程 論 受 講 の 私 立 大 学 の 学 生 4 7 名 (男 性 2 8
名 、 女 性 1 9 名 )に 対 し 、 予 備 調 査 を 行 っ た 。 時 間 は 16 : 10 ~17 : 50 の 9 0 分 で あ
っ た 。 な お 、 学 生 の 名 前 は 全 て 仮 名 で あ る 。  
抽 出 学 生：全 1 5 回 の 講 義 の 中 で 、『 2 3 分 間 の 奇 跡 』を 自 身 の 教 育 観 や 児 童 観 等
の 変 容 に 意 味 づ け て い る 学 生 ４ 名 の レ ポ ー ト を 抽 出 し た 。  
そ し て 、 シ ナ リ オ 材 に 基 づ き 、 ガ イ デ ィ ン グ ・ ク エ ス チ ョ ン を 設 定 し た 。 設
定 し た ガ イ デ ィ ン グ ・ ク エ ス チ ョ ン (以 下 G . Q )お よ び 、 手 順 は 以 下 で あ る 。  
 
(２ ) G . Q の 項 目 、 お よ び 手 順  
①  『 2 3 分 間 の 奇 跡 』 の 全 文 を 配 布 し 、 次 の よ う に 指 示 す る 。  
筆 者「 タ イ ト ル に ち な ん で 、 23 分 間 で 読 ん で み ま し ょ う 。作 中 、２ 名 の 教 師 が
登 場 し ま す が 、こ の ２ 人 に 着 目 し て 読 み ま し ょ う 。2 3 分 た っ た 時 点 で ワ ー ク シ
ー ト を 配 布 す る の で 、 記 入 し ま し ょ う (約 ２ ０ 分 程 度 )  
②  個 人 で ワ ー ク シ ー ト の 記 入                  (約 １ ５ 分 )  
ワ ー ク シ ー ト の 設 問 は 、 次 の よ う で あ る 。  
 
■ １  読 み 終 わ っ た 今 の 感 想 は 、 以 下 の ど ち ら に 近 い で す か ？  
A . ポ ジ テ ィ ブ な イ メ ー ジ           B . ネ ガ テ ィ ブ な イ メ ー ジ  
(楽 し い 、明 る い 、好 き  e tc )          (楽 し く な い 、暗 い 、嫌 い  e t c )  
 





■ ２  ２ 人 の 教 師 が 登 場 し ま す が 、２ 人 の 教 師 の「 相 違 点 」「 共 通 点 」は ど ん な
点 で し ょ う か 。  
 
相 違 点  
 
共 通 点  
 
③   司 会 役 を 設 定 し 、グ ル ー プ ３ ～ ４ 名 で 意 見 交 換        (約 ２ ０ 分 )  
 
そ の 後 、 筆 者 か ら こ の シ ナ リ オ の 観 点 を 提 示 し 、 講 義 の 感 想 を 記 入 さ せ た 。  
以 上 の シ ナ リ オ 材 、 対 象 、 方 法 お よ び 手 順 に よ っ て 実 施 し た 。 そ れ で は 、 次 に
結 果 を 示 す 。  
 
(３ )実 践 後 の 学 生 の 意 味 づ け  
 こ こ で は 、 結 果 と し て 、 本 シ ナ リ オ が 自 分 に と っ て 、 意 味 が あ っ た 、 と す る
学 生 の レ ポ ー ト の 分 析 を 行 う 。村 井 淳 志 (1 996 : 19 )は 、当 事 者 が 学 習 を 意 味 づ け
る 行 為 に つ い て 、 次 の よ う に 述 べ る （ ２ ）。  
 
「 意 味 」 を 感 じ な か っ た 学 習 者 か ら 意 味 を 聞 き 出 そ う と す る 試 み に は 、 そ れ こ
そ 意 味 は な い 。「 意 味 」を 語 る こ と が で き る の は 意 味 が あ っ た と い う 実 感 を も つ
学 習 者 だ け で あ る 。 私 た ち の 調 査 対 象 (母 集 団 )は 分 析 す る 教 育 実 践 を 受 け た 人
す べ て で は な く 、 受 け た 教 育 に 「 意 味 」 を 感 じ た 人 な の で あ る 。 意 味 を 感 じ な
か っ た 学 習 者 を ど う 見 る か と い う 分 析 上 の 問 題 は そ れ と し て 残 る こ と に な る
が 、 ま ず 意 味 を 感 じ た 人 た ち か ら 、 そ れ は ど の よ う な 深 さ と 質 を も っ て い る の
か を 聞 き 取 る こ と が 先 決 で あ る 。  
 
村 井 の 主 張 は 、 実 践 を 受 け た 子 ど も の 数 十 年 後 の 意 味 づ け の 意 義 つ い て 述 べ
て い る 。 し か し 、 実 践 を 受 け た 期 間 が 短 期 間 で あ っ て も 、 実 践 を 自 分 な り に 意
味 づ け る こ と の 重 要 性 は 、 あ る 一 定 程 度 あ る と 考 え ら れ る 。  




教 師 観 、 授 業 観 、 世 界 観 e tc が ど の よ う に 変 容 し た の か 、 に つ い て 論 述 し な さ
い 」 と し 、 本 シ ナ リ オ を 自 身 の 教 育 観 等 の 変 容 に 影 響 を 与 え た 、 と 意 味 づ け て
い る 学 生 の 記 述 を 抽 出 し 、 分 析 を 行 っ た 。  
な お 、『 ２ ３ 分 間 の 奇 跡 』に 関 す る 講 義 が 、自 分 の 教 育 観 等 の 変 容 に と っ て 意
味 が あ っ た 、 と 感 じ て い る 受 講 生 は 、 ４ ７ 名 中 ４ 名 で あ っ た 。  
 
事 例 １  
T. H こ の 授 業 で は 、と あ る ク ラ ス の 2 人 の 教 師 の 物 語 を 読 ん だ 。こ の 物 語 の 2
人 の 教 師 は 生 徒 と の 接 し 方 が 正 反 対 で あ っ た 。 生 徒 た ち (マ マ )は そ の 接 し 方 の
違 う 2 人 の 教 師 に そ れ ぞ れ 違 っ た 顔 を 見 せ た 。一 方 の 教 師 は 生 徒 に 質 問 を 禁 じ 、
多 く を 語 ら ず 、た だ し な け れ ば な ら な い こ と だ け を こ な す だ け の 人 物 で あ っ た 。
も う 一 方 の 教 師 は 、 生 徒 に 質 問 を 許 し 、 多 く の こ と を 教 え 、 生 徒 と の コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン を 図 っ た 。 そ の 結 果 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 っ た 教 師 は わ ず か 二
十 数 分 で 生 徒 の 心 を 掴 ん で し ま っ た 。私 は 教 師 の 態 度 や 生 徒 に 対 す る 接 し 方 で 、
生 徒 の 心 の 開 き 方 に 差 が で る こ と を 学 ぶ こ と が で き た 。  
 
事 例 ２  
M .A  「 2 3 分 間 の 奇 跡 」を 用 い た 講 義 の 中 で は 、教 師 の 働 き か け 次 第 で 、子 ど
も た ち の 意 識 が 簡 単 に 変 容 し て し ま う こ と に 脅 威 を 感 じ た 。 良 く も 悪 く も 生 徒
た ち (マ マ )の 心 は 簡 単 に 変 化 し 、 左 右 さ れ る 。 指 導 者 で あ る 大 人 に は そ の 操 作
を 簡 単 に 行 え る 。 教 師 が 生 徒 に 与 え る 影 響 は 大 き く 、 教 師 は そ の こ と を 自 覚 し
子 ど も た ち と 関 わ っ て い く 必 要 が あ る と 感 じ た 。  
 
事 例 ３  
T.A  私 が 子 ど も 観 を 述 べ る 上 で 最 も 印 象 的 だ っ た 講 義 が 「 23 分 間 の 奇 跡 」 で
あ っ た 。 最 近 の 子 ど も た ち は 言 う こ と を 聞 い て く れ な い 、 と い う 思 い を 持 っ て
い た 私 だ が 、 こ の 物 語 の 場 合 、 い さ さ か や り す ぎ で は あ る が 、 教 師 次 第 で 子 ど
も は ど の よ う に で も 変 容 す る こ と を 実 感 し た 。  
事 例 ４  




メ ー ジ を 抱 い た 。 前 任 の 教 師 の 行 う 授 業 は 、 全 て の 子 ど も た ち を 同 じ よ う に 上
か ら 教 え 込 ん で い て 、 社 会 が 均 一 化 し て し ま う の で は な い か と 疑 問 を 持 ち 、 新
任 教 師 の 子 ど も た ち と 同 じ 目 線 に 立 っ て 、 そ れ ぞ れ に 疑 問 を 投 げ か け て い く こ
と で 、 子 ど も た ち の 自 主 性 を 養 お う と し て い る 場 面 の あ り 方 を よ い 教 育 だ と 感
じ た 。し か し 、そ の 後 の 話 し 合 い の 際 に グ ル ー プ の 人 か ら「 新 任 教 師 の 疑 問 は 、
一 見 子 ど も た ち が 自 分 で 考 え て い る よ う に 導 い て い る が 、 実 際 は 子 ど も た ち の
意 見 を 全 て 否 定 し て い る 」 と い う 指 摘 が 出 た 。 そ の 時 、 自 分 は 話 の 表 面 し か 読
み と っ て い な か っ た こ と に 気 づ く と 同 時 に 、 そ れ ま で 自 分 が 持 っ て い た 教 育 観
に つ い て も 疑 問 を 抱 く 結 果 と な っ た 。  
 
 以 上 の 学 生 の 感 想 よ り 、 本 実 践 を 通 し て 明 ら か に な っ た こ と は 、 子 ど も に 対
す る 教 師 の 影 響 力 を 自 覚 す る こ と は あ る 程 度 可 能 で あ る が 、 権 威 ・ 権 力 構 造 の
自 覚 、 お よ び そ の 怖 さ で は な く 、 教 師 の 接 し 方 の 善 し 悪 し 、 と い う 観 点 で 読 ん
で し ま う 学 生 が い る 、 こ と で あ る 。 例 え ば 、 事 例 １ の 「 私 は 教 師 の 態 度 や 生 徒
に 対 す る 接 し 方 で 、 生 徒 の 心 の 開 き 方 に 差 が で る こ と を 学 ぶ こ と が で き た 」 や
事 例 ３ の 「 教 師 次 第 で 子 ど も は ど の よ う に で も 変 容 す る こ と を 実 感 し た 」 で あ
る 。 よ っ て 、 権 威 ・ 権 力 構 造 を 自 覚 化 で き る よ う な 発 問 や グ ル ー プ ワ ー ク の あ
り 方 な ど を 引 き 続 き 模 索 す る 必 要 が あ る 。  
 以 上 の 予 備 調 査 を も と に 、 以 下 の よ う に 本 調 査 を 行 っ た 。  
 
４  本 調 査  
(１ )実 施 日 時 ： 2 01 3 年 10 月 11 日 、 教 育 方 法 論 受 講 の 私 立 大 学 の 学 生 7 6 名 を
対 象 と し 、 実 践 を 行 っ た 。 時 間 は 14 : 40 ~16 : 10 の 9 0 分 で あ っ た 。  
シ ナ リ オ 材 に 基 づ き 、 ガ イ デ ィ ン グ ・ ク エ ス チ ョ ン を 設 定 し た 。 設 定 し た ガ
イ デ ィ ン グ ・ ク エ ス チ ョ ン (以 下 G . Q )お よ び 、 手 順 は 以 下 で あ る 。  
 
(２ ) G . Q の 項 目 、 お よ び 手 順  
① 『 2 3 分 間 の 奇 跡 』 の 動 画 の 1 0 分 間 を 視 聴 し 、 そ の 後 次 の よ う に 指 示 す る 。  
Q１ ,こ の 後 、物 語 は ど の よ う に 続 く の で し ょ う か 。次 の ２ 点 を 踏 ま え て 、考




（ こ の 後 、女 教 師 が と し ぶ ー に 対 し 、ど の よ う に 対 応 す る の か 。物 語 の 結 末 ）  
 
② 個 人 で ワ ー ク シ ー ト の 記 入  (約 ７ 分 )  
                    
ワ ー ク シ ー ト の 設 問 は 、 次 の よ う で あ る 。  
 
③ 司 会 役 を 設 定 し 、 グ ル ー プ ３ ～ ４ 名 で 意 見 交 換         (約 1 0 分 )  
 
④ そ の 後 、 動 画 の 後 半 を 視 聴 し 、 新 た に 次 の 問 題 を 出 す 。（ 約 1 0 分 ）  
 
Q2 ,教 師 に ず っ と 反 発 し て い た と し ぶ ー が 、 最 後 は 教 師 に 反 発 し な く な り ま し
た 。 こ の よ う に 、 と し ぶ ー が 変 わ っ て し ま っ た 理 由 と し て 、 ど の よ う な こ と が
考 え ら れ ま す か 。  
 
Q３ ,こ の 教 師 の 方 法 に は 「 決 定 的 に 欠 け て い る も の 」 が あ り ま す 。そ の 「 決 定
的 に 欠 け て い る も の 」 と は な ん で し ょ う か 。  
 
⑤  再 度 、 グ ル ー プ ３ ～ ４ 名 で 意 見 交 換            (約 15 分 )  
 
そ の 後 、 筆 者 か ら こ の シ ナ リ オ の 観 点 を 提 示 し 、 方 法 に つ い て 学 ん だ こ と 、
お よ び 質 疑 ・ 感 想 を 記 入 さ せ た 。  
提 示 し た 観 点 は 以 下 で あ る 。  
Ⅰ「 方 法（ 言 葉 や 表 情 含 む ）」に よ り 、人 (子 ど も )は 、た や す く 変 わ っ て し ま う 、
巧 み に 操 ら れ て し ま う 可 能 性 が あ る こ と         
                        
Ⅱ  教 師 は 、 自 分 の 方 法 の 「 あ や う さ 」 に 対 し て 、 無 自 覚 で あ っ て は な ら な い
こ と  
 
Ⅲ  方 法 の も つ 「 功 罪 」 を 常 に 自 覚 す る 必 要 で あ る こ と  




以 上 の シ ナ リ オ 材 、 対 象 、 方 法 お よ び 手 順 に よ っ て 実 施 し た 。 そ れ で は 、 次
に 結 果 を 示 す 。  
 
第 ３ 節  分 析 結 果  
 学 生 の 回 答 に つ い て は 、 以 下 の よ う に 分 析 を 行 っ た 。 す な わ ち 、 第 ３ 回 講 義
の 設 問 ２ 、 ３ に つ い て は 、 学 生 の 記 述 内 容 に 対 し て 、 内 容 ・ 語 彙 の 意 味 を 変 え
な い よ う に 要 約 し 、1  つ の 意 味・内 容 を 1  デ ー タ と し た 。1  デ ー タ に 要 約 さ れ
た 内 容 の う ち 類 似 す る も の を ま と め て カ テ ゴ リ ー へ と 抽 象 化 し た 。 ま た 、 第 ３
回 の 学 生 の 学 ん だ こ と 、に つ い て は 、K HC od e r に よ る グ ル ー プ 編 成 の テ キ ス ト
マ イ ニ ン グ 手 法 を 採 用 し た 。 な お 、 第 ３ 回 設 問 １ に つ い て は 、 本 テ ー マ へ の 導
入 の 位 置 づ け で あ っ た こ と 、 お よ び 個 人 に よ っ て 多 様 な 回 答 が 期 待 で き る こ と
か ら 、 今 回 の 分 析 か ら は 除 い た 。  
 ま ず 、 第 ３ 回 に お い て 、 問 ２ の 「 と し ぶ ー が 変 わ っ て し ま っ た 理 由 」 に 対 す
る 答 え を 分 析 し た と こ ろ 、 次 の ４ つ の カ テ ゴ リ ー に 分 類 す る こ と が で き た 。 す
な わ ち 、 ① 周 り の 子 ど も か ら の 賞 賛 、 ② 教 師 か ら の 評 価 、 ③ ク ラ ス に お け る 地
位 や 特 権 、 ④ 教 師 の 謝 罪 で あ る 。  
 こ の こ と か ら 、 学 生 は 子 ど も を 変 え る き っ か け が 、 教 師 の 人 間 性 お よ び そ の
教 育 方 法 で あ る と 認 識 し て い る こ と が う か が え る 。  
 続 い て 、 問 ３ の 「 実 践 に 欠 け て い る も の 」 に 対 す る 答 え を 分 析 し た と こ ろ 、
次 の ２ つ の カ テ ゴ リ ー お よ び 以 下 の サ ブ カ テ ゴ リ ー に 分 類 す る こ と が で き た 。
す な わ ち 、① ≪ 子 ど も の 主 体 性 を 尊 重 す る こ と ≫〈 子 ど も の 声 を 聞 く 〉〈 子 ど も
の 個 性 を 大 事 に す る 〉〈 子 ど も の 考 え 方 の 多 様 性 〉、 ② ≪ 教 師 の 人 間 性 ≫ 〈 愛 〉
〈 倫 理 性 〉〈 道 徳 性 〉 で あ る 。  
こ の こ と か ら 、 学 生 は 教 室 に お い て 子 ど も の 主 体 性 が 重 要 で あ る 、 と い う こ
と を 気 付 く こ と が で き る こ と を 示 唆 す る 。 し か し な が ら 、 子 ど も へ の 愛 や 物 を
壊 さ な い 道 徳 性 、 と い っ た そ の 教 師 個 人 特 有 の 問 題 に 起 因 し て し ま う 、 表 面 的
な 事 象 理 解 に と ど ま っ て し ま う 学 生 も い る こ と が う か が え る 。  
さ ら に 、 本 講 義 で 学 ん だ こ と の 分 析 手 順 、 結 果 は 以 下 の よ う で あ る 。 ま ず 、
自 由 記 述 回 答 デ ー タ を テ キ ス ト 形 式 に 整 理 し 、同 一 の 意 味 単 語 、例 え ば「 先 生 」




KH  C od er を 用 い て 分 析 を 行 っ た 。 そ の 際 、「 思 う 」「 考 え る 」「 感 じ る 」「 改 め
て 」「 今 日 」の 言 葉 を 除 外 し た 。頻 出 語 に つ い て 、出 現 回 数 ７ 回 以 上 の 単 語 を 分
析 し た 。 そ の リ ス ト を 表 1 2 に 示 す 。  
次 に 、 そ れ ぞ れ の 頻 出 語 の 関 連 性 お よ び 類 似 性 を み る た め に 、 階 層 的 ク ラ ス
タ ー 分 析 を 行 っ た (最 小 出 現 数 ９ 、 wo r d 法 、 ユ ー ク リ ッ ド 、 ク ラ ス タ ー 数 ５ )。
ク ラ ス タ ー １ は 、「 考 え 」「 意 見 」「 授 業 」か ら 構 成 さ れ 、≪ 授 業 に お け る 子 ど も
の 意 見 や 考 え ≫ と 名 付 け た 。具 体 的 な 感 想 と し て は 、「 子 ど も に よ り そ う よ う ク
ラ ス 運 営 を 進 め て い か な い と 自 分 の 考 え を 押 し 付 け る だ け に な っ て し ま う と 思
い ま し た 。 担 任 に な っ た 際 に は 、 子 ど も の 考 え を 尊 重 で き る よ う に な り た い で
す 」 で あ る 。 ク ラ ス タ ー ２ は 、「 良 い 」「 悪 い 」「 方 法 」「 教 育 」 か ら 構 成 さ れ 、
≪ 教 育 方 法 の 功 罪 ≫ と 名 付 け た 。具 体 的 な 感 想 と し て は 、「 子 ど も は 簡 単 に 心 が
変 わ っ て し ま う こ と が わ か っ た 。 良 い こ と も あ る が 、 そ の 反 面 悪 い こ と も つ な
が っ て し ま う 」 で あ る 。 ク ラ ス タ ー ３ は 、「 影 響 」「 与 え る 」 か ら 構 成 さ れ 、 ≪
教 師 が 子 ど も に 与 え る 影 響 ≫ と 名 付 け た 。具 体 的 な 感 想 と し て は 、「 教 師 (大 人 )
は 子 ど も (子 ど も )に 対 し て 、 大 き な 影 響 を 持 っ て い る の だ と 感 じ た 。 ま た 、 教
育 が そ の 国 の 未 来 を 左 右 す る と い う こ と が あ る の だ と 思 っ た 。 そ の た め 、 教 育
は 最 重 要 な 点 だ と 思 う 」 で あ る 。 ク ラ ス タ ー ４ は 、「 教 え る 」「 子 ど も 」「 教 師 」
か ら 構 成 さ れ 、 ≪ 教 師 が 子 ど も に 教 え る こ と ≫ と 名 付 け た 。 具 体 的 な 感 想 と し
て は 、「 教 師 は 子 ど も を 教 え る と き に 無 自 覚 で は あ っ て は い け な い と 思 い ま し た 」
で あ る 。ク ラ ス タ ー ５ は 、「 力 」「 操 る 」「 行 動 」「 必 要 」「 教 え る 」「 持 つ 」「 自 分 」
「 人 」 か ら 構 成 さ れ 、 ≪ 自 分 の 持 つ 力 ≫ と 名 付 け た 。 具 体 的 な 感 想 と し て は 、
「 教 師 は 子 ど も を 操 る こ と が で き る 存 在 で あ る 。 そ れ を 常 に 意 識 し て 日 々 子 ど
も と 接 す る こ と が 必 要 な の だ と 実 感 し た 。 ま た 、 今 後 こ の よ う な 人 に 操 ら れ な
い よ う に 自 分 を し っ か り 持 っ て 行 動 し た い 」 で あ る 。  
 以 上 よ り 、 学 生 の 学 ん だ こ と と し て 、 以 下 の ４ 点 の こ と が い え る 。  
第 １ に 、 表 12 か ら 、「 操 る 」「 洗 脳 」「 押 し 付 け る 」「 危 険 」 と い っ た ネ ガ テ
ィ ブ な 表 現 が 頻 出 し て い る こ と よ り 、学 生 が 教 育 方 法 や 教 師 に 対 す る あ や う さ 、
に 気 付 い て い る こ と が う か が え る 。   
第 ２ に 、 学 生 は 、 教 育 方 法 に よ り 子 ど も が 変 わ っ て し ま う 可 能 性 、 お よ び そ




 第 ３ に 、 学 生 は 、 自 分 の も つ 影 響 力 を 自 覚 す る よ う に な っ た こ と が 、 表 13
の ク ラ ス タ ー ５ か ら わ か る 。  
 第 ４ に 、学 生 は 、教 え る 内 容 や そ の 方 法 (自 分 の や り 方 や 価 値 観 に つ い て 、ど
れ く ら い の 妥 当 性 が あ る の か )に つ い て 再 考 を せ ま ら れ て い る こ と が 、 表 13 の
ク ラ ス タ ー ４ か ら わ か る 。  
  
 
表 1 3 階 層 的 ク ラ ス タ ー 分 析 の 結 果  
 
抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
子ども 80 悪い 11 押し付ける 7
教師 74 意見 11 危険 7
方法 37 授業 11 言う 7
教育 30 行動 9 思想 7
自分 30 操る 9 自覚 7
影響 16 必要 9 正しい 7
人 16 与える 9 存在 7
考え 14 力 9 大きい 7
良い 13 心 8
教える 12 洗脳 8
持つ 12 大人 8
表１　抽出語〈出現回数７回以上〉




第 ４ 節  総 合 考 察  
本 実 践 で 明 ら か に な っ た の は 以 下 の こ と で あ る 。  
第 １ に 、 本 事 例 を 通 し て 、 学 生 は 、 教 師 の 人 間 性 や 教 育 方 法 が 子 ど も を 変 え
う る 可 能 性 、 お よ び そ れ ら の も つ あ や う さ を 自 覚 す る に 至 っ た こ と で あ る 。 教
室 に 内 在 す る 権 威 ・ 権 力 構 造 を 自 覚 す る こ と で 、 教 え る ― 教 え ら れ る 、 と い う
一 方 的 な 関 係 性 で は な く 、 教 師 と 子 ど も が と も に 主 体 を も っ た 関 係 性 の 中 で 実
践 を 展 開 し て い く こ と に つ な が る で あ ろ う 。 こ の こ と は 、 こ れ ま で の 学 生 自 身
の 教 育 観 お よ び 教 師 観 の 変 容 を せ ま る 契 機 と な っ て い る と い え る 。例 え ば 、「 前
回 と 今 回 の 講 義 で や っ ぱ り あ の 女 教 師 の 方 法 は し て は い け な い と 思 い ま し た 。
し か し 、 指 摘 さ れ た と お り 今 の 日 本 の 教 育 で あ あ い う 方 法 は 見 か け ら れ る も の
で す 。 教 え る 側 も 教 え ら れ る 側 で も そ う い う い つ の ま に か 価 値 観 を 押 し 付 け て
い る と い う こ と に 無 自 覚 で あ っ て は い け な い と 思 い ま し た 」 と い う 学 生 の 意 見
に み ら れ る よ う に 、 学 生 は 、 自 身 の 持 っ て い た 教 育 観 に つ い て 、 事 例 、 お よ び
学 生 ら と の グ ル ー プ ワ ー ク を 通 し て そ の よ う に 変 容 し て い る 、 と 考 え ら れ る 。  
し か し な が ら 、「『 方 向 』と『 方 法 』に つ い て 、『 方 向 』が 間 違 っ て い な け れ ば
『 方 法 』 は な ん で も 良 い か も し れ な い と 思 い ま し た 」 と い う よ う な 認 識 を 持 っ
た 学 生 も 複 数 い た 。 こ の こ と は 、 教 育 方 法 の 理 念 が ど ん な も の で あ っ て も 達 成
で き て し ま う 、 と い う 真 の お そ ろ し さ は わ か っ て い な い 、 と も い え る 。 そ の よ
う な 考 え を 学 生 に 提 示 し 意 見 を 求 め る こ と や 、 理 念 の 妥 当 性 に つ い て 考 え る 機
会 を 設 定 す る 必 要 が あ る だ ろ う 。   
 第 ２ に 、 本 事 例 か ら 、 学 生 は 教 室 に お け る 子 ど も の 主 体 の 重 要 性 を 認 識 で き
る こ と で あ る 。 し か し な が ら 、 学 生 の 中 に は 、 本 事 例 に お け る 実 践 を 教 師 の 人
間 性 や 道 徳 性 の 欠 如 、 と い っ た そ の 教 師 個 人 の 特 有 の 問 題 に 起 因 し て し ま う よ
う な 表 面 的 な 解 釈 に と ど ま っ て い る 学 生 も 数 名 い た 。 こ れ は 、 教 員 側 の 事 例 の
説 明 不 足 や ガ イ デ ィ ン グ ク エ ス チ ョ ン の 拙 さ も そ の 要 因 で あ る と 考 え ら れ る 。
よ っ て 、 さ ら に 講 義 の 展 開 や ガ イ デ ィ ン グ ク エ ス チ ョ ン の 工 夫 な ど さ ら な る 改
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第 Ⅳ部 「 総 合 考察 」  
終 章  研 究 の 成果 と 課題  
 
第 １ 節  研 究 の 成 果  
 本 研 究 の 目 的 は 、 学 級 、 お よ び 授 業 に お け る 学 習 者 の 学 び の 変 容 プ ロ セ ス を
明 ら か に す る こ と で あ っ た 。 そ れ ら を 達 成 す る た め に 、 バ フ チ ン の 対 話 理 論 を
整 理 し た 上 で 、 研 究 課 題 を ４ つ 設 定 し 、 そ れ ぞ れ 教 育 実 践 の 解 釈 と 分 析 、 お よ
び 実 践 の 開 発 を 試 み て き た 。 本 研 究 の 成 果 を 整 理 す る と 、 以 下 の よ う に な る 。  
 第 １ の 課 題 に 関 し て は 、 教 師 が い か に し て 児 童 と 対 象 世 界 を 出 会 わ せ て い る
の か ， ま た 児 童 は ど の よ う に 対 象 世 界 と 対 話 し て い る の か ， に つ い て 明 ら か に
し た 。 そ の た め の 方 法 と し て 、 教 師 へ の イ ン タ ビ ュ ー 、 授 業 記 録 、 お よ び 参 与
観 察 デ ー タ を 収 集 し 、 こ れ ら の デ ー タ を 総 合 的 に 分 析 し た 。 そ の 結 果 、 ① 「 ク
ロ ツ グ ミ 」は ，「 児 童 の 手 に よ っ て ，様 々 な 問 を 立 て る こ と が 可 能 な 材 」で あ り ，
そ の こ と が 材 と の 対 話 の 入 り 口 と な る こ と ， ② 「 ク ロ ツ グ ミ 」 の 解 釈 は 多 様 で
は あ る が ， 文 の 中 に あ る 根 拠 を も と に ， あ る １ つ の 読 み の 解 釈 を 提 示 す る こ と
が 可 能 な 材 で あ る こ と ， ③ 「 ク ロ ツ グ ミ 」 の 実 践 に は ， こ れ か ら 始 ま る 「 絶 え
間 な き 」 意 味 交 渉 過 程 と し て の 対 話 の 基 点 と な る と い う 意 味 ， お よ び 対 立 す る
者 同 士 の 対 話 だ け で は な く ， 材 と の 対 話 （ コ ミ ッ ト メ ン ト ） を 促 す 材 で あ る こ
と が 明 ら か に な っ た 。以 上 の こ と か ら ，「 ク ロ ツ グ ミ 」を 間 に お い た 教 師 と 児 童
の 対 話 に よ っ て ， 後 の 「 変 容 」 へ の 契 機 と な る 対 話 が 構 築 さ れ て い る ， と の 解
釈 に 至 っ た 。  
第 ２ の 課 題 に 関 し て は 、 授 業 に お け る 学 級 に お け る 児 童 の 対 話 の 変 容 過 程 に
つ い て 明 ら か に す る た め 、 ま ず 、 児 童 １ 名 を 抽 出 し 、 他 者 の 言 葉 へ の 応 答 の プ
ロ セ ス を 明 ら か に し た 。 そ の 結 果 、 以 下 の こ と が 明 ら か に な っ た 。 す な わ ち 、
抽 出 児 の 「 応 答 」 は 、 授 業 に 参 加 し 、 児 童 自 ら が 授 業 を 進 行 で き る た め の 「 応
答 」 を 基 点 と し 、 発 言 者 に 対 す る 言 語 的 ・ 非 言 語 的 な コ ミ ッ ト メ ン ト に よ っ て
「 発 言 へ の 当 事 者 意 識 」を 持 ち 、「 安 心 し て 発 言 で き る 場 」の 構 築 を も た ら す よ
う な 「 応 答 」 を 経 て 、 他 の 児 童 を 意 味 交 渉 に 導 く 他 者 と し て の 「 応 答 」 と い う
変 容 プ ロ セ ス を た ど る 、 と い う こ と で あ る 。 そ の プ ロ セ ス を 踏 ま え 、 次 に 、 児




の 対 話 ス タ イ ル を 比 較 検 討 し た 。 そ の 結 果 ， 以 下 の こ と が 明 ら か に な っ た 。 す
な わ ち 、 児 童 の 一 人 は 、 ① 他 者 の 発 言 に 対 し 応 答 し ， ② 他 の 児 童 の 発 言 を き っ
か け と し ， 新 し い 疑 問 や 問 題 の 発 見 し ， ③ 学 級 の 児 童 を 意 味 交 渉 の 場 へ 導 い て
い く ，と い う こ と が 明 ら か に な っ た 。ま た ，別 の 児 童 は ① 特 定 の 児 童 と の 対 話 ，
② 教 師 と の 1 対 １ の 対 話 ，③ 他 の 児 童 に よ る 応 答 に よ り ，児 童 の 発 言 の 宛 名 が
他 の 児 童 へ と 広 が っ て い る ， と い う 対 話 ス タ イ ル が 明 ら か に な っ た 。 こ の こ と
か ら 、異 な っ た 対 話 ス タ イ ル を も つ 児 童 が 教 室 に 存 在 す る と い う こ と が ，「 多 声
的 な 教 室 空 間 」 を 構 築 し て い る 、 と の 仮 説 を 生 成 す る に 至 っ た 。  
第 ３ の 課 題 に 関 し て は 、 国 語 科 授 業 を 対 象 に 、 ４ 月 と 11 月 の 授 業 を 比 較 ・
検 討 し た 。 そ の 結 果 、 ３ つ の こ と が 明 ら か に な っ た 。 1 つ 目 は 、 4 月 の 授 業 で
は 、 発 話 に 前 の 発 話 を 受 け る 「 接 続 詞 」 が 用 い ら れ て お ら ず 、 ま た 発 話 の 根 拠
と し て 本 文 を 取 り 上 げ る 児 童 の 姿 が み ら れ な い の に 対 し 、11 月 の 授 業 で は 、前
の 発 話 を 受 け る 「 接 続 詞 」 が 含 ま れ る よ う に な っ て き て い る こ と で あ る 。 ２ つ
目 は 、 4 月 の 授 業 で は 、 児 童 の 発 話 に 対 し て 、 意 味 交 渉 過 程 へ 導 く 「 つ っ こ み
役 」を 教 師 で あ る Ｍ 教 諭 が 担 っ て い る の に 対 し 、11 月 の 授 業 で は 児 童 の 発 話 に
対 し て 、 意 味 交 渉 過 程 へ 導 く 「 つ っ こ み 役 」 を 児 童 が 担 っ て い る こ と で あ る 。
３ つ 目 は 、4 月 の 授 業 で は 、「 宛 名 」が 観 察 者 か ら は 特 定 で き な い 発 話 に 対 し て 、
そ の 発 話 を 児 童 が ひ ろ う こ と が な か っ た の に 対 し 、11 月 の 授 業 で は 観 察 者 か ら
は 「 宛 名 」 が 特 定 で き な い 発 話 を 児 童 が ひ ろ う こ と が で き る よ う に な っ て い る
こ と で あ る 。  
以 上 よ り 、 児 童 の 発 話 の 「 宛 名 」 が 教 師 か ら 児 童 へ 変 容 す る こ と で 、 児 童 の
発 話 が 、 教 師 の 「 権 威 の 言 葉 」 と は 異 な り 、 児 童 の 内 的 対 話 を も た ら す 言 葉 と
な る 。 そ し て 、 対 象 で あ る 材 を 間 に 置 き 、 対 象 に つ い て 自 分 の 言 葉 と 他 者 の 言
葉 を 突 き 合 わ せ 、 互 い に 変 容 す る こ と に よ り 、 そ の よ う な 過 程 の 中 で 理 解 を 深
め た り 、 考 え や 解 釈 が 変 化 し た り し て い く 、 と 解 釈 で き る 。  
第 ４ の 課 題 に 関 し て は 、 教 室 に お け る 権 威 ・ 権 力 構 造 の 理 解 を 促 す 事 例 シ ナ
リ オ を 開 発 し 、 実 践 を 試 み た 。 事 例 を 提 示 、 ワ ー ク シ ー ト の 記 入 、 お よ び グ ル
ー プ ワ ー ク の 講 義 を 行 っ た 後 、 学 生 の 学 び の 記 述 分 析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 次
の こ と が 明 ら か に な っ た 。 第 １ に 、 本 事 例 を 通 し て 、 学 生 は 、 教 師 の 人 間 性 や




に 至 っ た こ と で あ る 。 第 ２ に 、 本 事 例 か ら 、 学 生 は 教 室 に お け る 子 ど も の 主 体
の 重 要 性 を 認 識 で き る こ と で あ る 。  































第 ２ 節  今 後 の 課 題  
今 後 の 課 題 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。  
す な わ ち 、 第 １ に 、 バ フ チ ン の 対 話 理 論 に お け る 鍵 概 念 の さ ら な る 検 討 で あ
る 。「 収 奪 」を は じ め と す る そ の 他 の 鍵 概 念 の 検 討 は 不 十 分 で あ る 。そ し て 、そ
れ ら の 鍵 概 念 が 教 育 実 践 解 釈 に 援 用 可 能 か ど う か 、 に つ い て も 十 分 検 討 で き て
い な い 。 ま た 、 バ フ チ ン 以 外 の 対 話 諸 理 論 の 整 理 も 課 題 と し て 残 っ て い る 。 バ
フ チ ン の 対 話 理 論 の さ ら な る 理 解 と そ の 他 の 対 話 諸 理 論 を 整 理 す る こ と を 通 し
て 、 対 話 論 に つ い て の さ ら な る 見 識 を 深 め て い く 。  
第 ２ に 、 対 話 理 論 の 言 語 領 域 以 外 の 拡 張 の 可 能 性 に つ い て で あ る 。 本 論 に お
い て は 、 談 話 の 分 析 に 焦 点 を あ て て き た 。 し か し な が ら 、 低 学 年 の 児 童 や 国 語
以 外 の 領 域 、 た と え ば 芸 術 領 域 な ど 、 言 語 化 す る こ と が 困 難 な 対 象 に つ い て 、
対 話 理 論 が ど の よ う に 援 用 可 能 か 、 に つ い て も 検 討 し て い く 。  
第 ３ に 、 対 話 に 関 す る 諸 問 題 に か か る 事 例 シ ナ リ オ の 作 成 と 蓄 積 で あ る 。 本
論 に お い て は 、権 威・権 力 構 造 に つ い て の 実 践 開 発 に と ど ま っ て い る 。今 後 は 、
本 シ ナ リ オ の さ ら な る 改 良 、 お よ び 実 際 の 授 業 な ど を テ ー マ と し た 対 話 型 、 お
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・ワ ー チ ．J．V 田 島 信 元  佐 藤 公 治  茂 呂 雄 二  上 村 佳 世 子 訳『 心 の 声  媒 介
さ れ た 行 為 へ の 社 会 文 化 的 ア プ ロ ー チ 』福 村 出 版 ，199 5，p . 29  （ Wer ts c h  V.  
Jam es  Vo i c es  o f  th e  Mi nd :  So c i o cu l tu ra l  A p p ro ach  t o  M ed ia ted  A c t i on ，
1991，  H ar va rd  U niv ers i t y  P ress）  
・ワ ー チ ．J．V  佐 藤 公 治 ，黒 須 俊 夫 ，上 村 佳 世 子 ，田 島 信 元 ，石 橋 由 美 訳『 行
為 と し て の 心 』 北 大 路 書 房 ， 20 02． (J a mes  V． We rt sch  “ Mind  A s  A c t i on ”  
Ox f ord  Un iv  P r  o n  De mand， 1 99 8 )  
・ 鷲 田 清 一 『 臨 床 と こ と ば 』 阪 急 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ ， 2 003  





○ 学 術 論 文  
・一 柳 智 紀「『 聴 く こ と が 苦 手 』な 児 童 の 一 斉 授 業 に お け る 聴 く と い う 行 為；『 対
話 』 に 関 す る バ フ チ ン の 考 察 を 手 が か り に 」 日 本 教 育 方 法 学 会 『 教 育 方 法 学
研 究 』 第 3 3 巻 ，  2 007， p p． 1－ 1 2  
・一 柳 智 紀「 児 童 に よ る 話 し 合 い を 中 心 と し た 授 業 に お け る 聴 き 方 の 特 徴  ： 学
級 と 教 科 に よ る 相 違 の 検 討 」 日 本 教 育 心 理 学 会 『 教 育 心 理 学 研 究 』  5 7 (3 )，
2009 a，  p p． 3 61－ 372   
・ 一 柳 智 紀 「 物 語 文 読 解 の 授 業 談 話 に お け る 「 聴 き 合 い 」 の 検 討  ：  児 童 の 発
言 と 直 後 再 生 記 述 の 分 析 か ら 」日 本 発 達 心 理 学 会『 発 達 心 理 学 研 究 』 20 (4 )，
2009 b， p p． 43 7－ 4 46   
・ 一 柳 智 紀 「 物 語 文 読 解 授 業 に お け る 聴 く と い う 行 為 の 習 得 ： 聴 く こ と を 重 視
す る 学 級 に お け る 授 業 談 話 と 直 後 再 生 記 述 の 検 討 」日 本 読 書 学 会『 読 書 科 学 』
第 5 3 巻  第 ３ 号 ， 2010， p p． 47－ 5 9  
・ 磯 村 陸 子 ・ 町 田 利 章 ・ 無 藤 隆 「 小 学 校 低 学 年 ク ラ ス に お け る 授 業 内 コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン：参 加 構 造 の 転 換 を も た ら す『 み ん な 』の 導 入 の 意 味 」『 発 達 心 理
学 研 究 』 16， 200 5， p p .１ － 14  
・藤 江 康 彦「 一 斉 授 業 に お け る 子 ど も の 発 話 ス タ イ ル  : 小 学 5 年 の 社 会 科 授 業
に お け る 教 室 談 話 の 質 的 分 析 」日 本 発 達 心 理 学 会  『 発 達 心 理 学 研 究 』1 0 ( 2 )，  
1999， p p . 125 - 135    
・濱 田 秀 行「 小 説 の 読 み の 対 話 的 な 交 流 に お け る『 専 有 』」全 国 大 学 国 語 教 育 学
会 『 国 語 科 教 育 』 6 8， 201 0， p p． 43－ 50  
・ 濱 田 秀 行 「 物 語 の 読 み の 交 流 過 程 に お け る 読 み 方 の 学 習 － “ ap p r op r i a t i o n”
概 念 を 手 が か り と し た 高 等 学 校 授 業 分 析 を も と に － 」 日 本 読 書 学 会 『 読 書 科
学 』 第 5 3 巻  第 ４ 号 ， 2 011， p p． 95－ 1 05  
・ 桑 野 隆 「『 と も に 』『 さ ま ざ ま な 』 声 を だ す  対 話 的 能 動 性 と 距 離 」『 質 的 心 理
学 研 究 』  第 7 号 ， 2008， p p 6 - 20  
・ 松 尾 剛 ・ 丸 野 俊 一 「 子 ど も が 主 体 的 に 考 え ， 学 び 合 う 授 業 を 熟 練 教 師 は い か
に 実 現 し て い る か ‐ 話 し 合 い を 支 え る グ ラ ン ド ・ ル ー ル の 共 有 過 程 の 分 析 を
通 じ て ‐ 」『 教 育 心 理 学 研 究 』 55， 200 7， 93 -1 05  




PB L 教 育 シ ナ リ オ の 開 発 （ 2）」『 三 重 大 学 教 育 学 部 附 属 教 育 実 践 総 合 セ ン タ
ー 紀 要 』 31， 20 11， p p .1 3－ 19  
・ 森 脇 健 夫 ・ 山 田 康 彦 ・ 根 津 知 佳 子 ・ 中 西 康 雅 ・ 赤 木 和 重 ・ 守 山 紗 弥 加 「 教 員
養 成 型 Ｐ Ｂ Ｌ 教 育 の 研 究（ そ の １ ）－ 対 話 型 事 例 シ ナ リ オ の 原 理 ― 」『 三 重 大
学 教 育 学 部 研 究 紀 要 』 第 6 4 巻 （ 教 育 科 学 ）， 201 3， p p .32 5－ 3 35  
・森 脇 健 夫「『 存 在 論 的 な つ な が り 』と『 認 識 論 的 な つ な が り 』」学 習 研 究 会『 学
習 研 究 』 45 6 号 － ４ 月 ， 2 012， p p． 2 4－ 2 8  
・ 酒 井 朗  金 田 裕 子  村 瀬 公 胤 「 教 師 の ビ リ ー フ と 教 授 行 為 と の 関 連 か ら み た
授 業 の 教 育 臨 床 学 ： 小 中 学 校 に お け る 理 科 の 授 業 の 比 較 分 析 に も と づ い て 」
お 茶 の 水 女 子 大 学 人 文 科 学 紀 要 ， 55， 2 002， p p .1 67 -1 91  
・ 佐 藤 学 「 学 び の 共 同 体 の 系 譜 － フ ェ ミ ニ ズ ム と の ク ロ ス ロ ー ド 」 国 立 女 性 教
育 会 館 研 究 紀 要 第 ６ 号 ， 2 002  
・ 田 島 充 士 ，「 単 声 的 学 習 か ら 始 ま る 多 声 的 な 概 念 理 解 の 発 達  バ フ チ ン お よ び
ヴ ィ ゴ ツ キ ー 論 の 観 点 か ら 」，『 質 的 心 理 学 研 究 』 第 7 号 ， 2 008， p p .4 3 - 59  
・ 山 田 康 彦 ・ 上 山 浩 ・ 三 輪 辰 夫 ・ 奥 田 二 郎 「 図 工 ・ 美 術 分 野 に お け る 教 員 養 成
PB L 教 育 シ ナ リ オ の 開 発 （ 1）」『 三 重 大 学 教 育 学 部 附 属 教 育 実 践 総 合 セ ン タ
ー 紀 要 』 30， 201 0， p p .1－ 8  
・ 山 田 康 彦 ・ 上 山 浩 ・ 三 輪 辰 男 ・ 近 藤 真 純 『 三 重 大 学 教 育 学 部 附 属 教 育 実 践 総















謝 辞  
 博 士 論 文 を 書 く に あ た っ て 、 た く さ ん の 方 に お 世 話 に な り ま し た 。  
 学 部 時 代 に 同 じ 研 究 室 で 学 ん だ こ と を き っ か け に し て 、 卒 業 論 文 作 成 時 か ら
の ６ 年 間 、 Ｍ 先 生 に は 大 変 お 世 話 に な り ま し た 。 大 学 で 共 に 同 じ 研 究 室 で 学 ん
で い た と き の 姿 と は 違 っ た 一 面 を 拝 見 す る こ と が で き ま し た 。 ま た 、 授 業 や イ
ン タ ビ ュ ー を 通 じ て た く さ ん の こ と を 教 え て い た だ き ま し た 。 ま だ ま だ 学 ば な
い と い け な い こ と が 山 の よ う に あ る こ と を 実 感 し て い ま す 。 こ れ か ら も Ｍ 先 生
の 授 業 を 見 続 け さ せ て い た だ き た い と 思 っ て い ま す 。あ り が と う ご ざ い ま し た 。 
 そ し て 、Ｍ 学 級 の 児 童 の み な さ ん に も お 世 話 に な り ま し た 。毎 週 行 く た び に 、
成 長 し た な 、 変 わ っ た な 、 と 感 じ て い ま し た 。 観 察 に 行 く 日 が 待 ち 遠 し か っ た
で す 。 今 後 の ま す ま す 成 長 し て い っ て く れ る こ と だ ろ う と 思 い ま す 。 ６ 年 間 楽
し く 研 究 を さ せ て も ら い ま し た 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
 ま た 、 週 に １ 度 、 多 い と き に は ２ 度 ３ 度 と 訪 問 さ せ た い た だ い た M 小 学 校 、
そ し て 校 長 先 生 に 感 謝 し て い ま す 。 運 動 会 な ど の 学 校 行 事 に も 参 加 さ せ て も ら
い ま し た 。 学 校 行 事 に 参 加 さ せ て も ら う こ と で 、 授 業 と は ま た 違 っ た 児 童 の 姿
を 見 る こ と が で き ま し た 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
 そ し て 、 同 じ 研 究 室 で 学 ん だ 先 輩 、 後 輩 、 Ｏ Ｂ Ｏ Ｇ の み な さ ま に 感 謝 し て い
ま す 。佐 藤 研 究 室 で 学 ん だ ３ 年 間 に 、た く さ ん の 方 と 出 会 う こ と が で き ま し た 。
特 に 、 現 職 の 先 生 方 か ら た く さ ん の こ と を 学 ぶ 機 会 と な り ま し た 。 佐 藤 研 究 室
で 学 ん だ こ と を 今 後 に 活 か し て い き た い と 思 い ま す 。あ り が と う ご ざ い ま し た 。 
 そ し て 最 後 に な り ま し た が 、 佐 藤 先 生 。 厳 し い 指 導 、 助 言 、 苦 言 も し て い た
だ き ま し が 、 そ れ が あ っ て の 今 の 私 だ と 思 い ま す 。 知 識 、 経 験 、 技 術 ど れ を と
っ て も ま だ ま だ 未 熟 で す が 、 研 究 者 と し て ス タ ー ト 地 点 に た て る よ う に な っ た
の が 私 の 成 長 だ と 思 い ま す 。 研 究 室 で の ３ 年 間 、 本 当 に お 世 話 に な り ま し た 。
今 後 も 、 い つ ま で も お 世 話 に な り た い と 思 い ま す 。 今 後 と も よ ろ し く ご 鞭 撻 の
ほ ど よ ろ し く お 願 い し ま す 。  
 
2013 . 10 . 31  
兵 庫 教 育 大 学 大 学 院 連 合 学 校 教 育 学 研 究 科  


















































































Ｍ 教 諭 の ラ イ フ ヒ ス ト リ ー に 関 す る イ ン タ ビ ュ ー 記 録  
   
場 所 ： 20 08 . 04 .1 4（ wed）  10 : 40  ~11 :2 5   な か よ し ル ー ム （ 小 学 校 内 ）           
 
 
前 原 ： 今 年 の 研 究 テ ー マ は 、 大 人 が 子 ど も を ど う 変 え る か 、 っ て い う の が 基 盤
に な っ て い る の で す け ど 、 去 年 １ 年 間 見 さ せ て も ら っ て 足 り な い 視 点 っ て
い う の が わ か っ て き た な 、 っ て い う  
Ｍ 教 諭 ： ど ん な ん ど ん な ん  
前 原 ： た と え ば 、 Ｍ 先 生 は 教 材 、 っ て い う こ と を 言 わ れ て い ま し た し 、 卒 論 で
も 年 明 先 生 か ら も っ と 教 材 じ ゃ な い で す け ど 、 授 業 の 内 容 に も ち ゃ ん と 触
れ て く だ さ い 、 と い う こ と を 指 摘 さ れ て 、 そ う し な い と 第 三 者 に は わ か っ
て も ら え な い 、 と い う こ と を 言 わ れ た の で 、 大 学 院 で は 国 語 の 教 材 に つ い
て の と か あ と か 、 読 み 研 と か を 進 め て い こ う か な 、 と い う の が ひ と つ あ り
ま す  
Ｍ 教 諭 ： 読 み 研 っ て あ れ か 、 科 学 的 読 み 、 あ っ ち い く の ？  
前 原 ： っ て い う の も 少 し や ら な い と  
Ｍ 教 諭 ： う ち は あ そ こ と は 対 立 し て い る か ら な 、 僕 は ね 読 み 研 の 人 と は よ く 話
を 、学 会 と か で も す る ん だ け ど も 、あ そ こ と は 根 本 的 に 違 う ん (違 う ん で す
か )違 う  
前 原 ： 僕 も 全 然 不 十 分 な の で 、 そ う い っ た  
Ｍ 教 諭 ： 森 脇 先 生 は 読 み 研 の 人 と は 知 り 合 い の 人 っ て い る ？  
前 原 ： い や 、 い な い ん じ ゃ な い で す か ね  
Ｍ 教 諭 ： 読 み 研 は ね 、 よ く ぼ く た ち の や っ て い る こ と と よ く 似 て る っ て い う ん
や け ど 、 全 然 違 う (違 う ん で す か )違 う ん だ よ 、 僕 に 言 わ せ て み る と ね  
前 原 ： そ う い う 教 育 方 法 み た い な と こ ろ も や っ て  
Ｍ 教 諭 ： そ れ は 構 へ ん と 思 う け ど 、 や ら ん と あ か ん よ な  
前 原 ： い ろ ん な こ と を 知 ら な い と わ か ら な い じ ゃ な い か っ て 。 先 生 の ず っ と 学




Ｍ 教 諭 ： そ っ か 、 す ご い 幅 広 く な っ て き た な  
前 原 ： 裾 を 広 げ て 大 学 院 １ 年 は 、 っ て い う こ と で 、 Ｍ 先 生 の 授 業 と こ う  
Ｍ 教 諭 ： で 、 来 年 １ 年 は テ ー マ 絞 っ て (は い )  
前 原 ： 今 年 １ 年 は 教 師 の 意 図 と か 考 え て い る こ と と か 願 い と か 、 っ て い う も の
を 深 め て い き た い な (そ う や な )Ｍ 先 生 に イ ン タ ビ ュ ー を さ せ て い た だ い て  
Ｍ 教 諭：今 年 N 先 生 お る や ろ 、あ の 人 ず っ と つ い て く れ て る も ん で さ 、 N 先 生
か ら み て 客 観 的 に 見 て る か ら さ 、 あ の 先 生 か ら も 聞 い て み る と い い か も し
れ ん け ど な 。 ど う い う 風 に 見 え る と か 、 第 三 者 的 な 立 場 か ら み て い て ど う
変 わ っ て き た か 、 ど う や っ た と か 何 か と か さ 、 教 え て も ら え る か も し れ ん
け ど な で も ま ー ほ ん と に 今 年 は 、 願 っ て る こ と は 去 年 と ま っ た く １ 緒 や ね
ん 、 何 に も か わ ら へ ん の だ け ど 、 で も や っ ぱ り ア プ ロ ー チ の 仕 方 は い ろ い
ろ 、 や る こ と 根 本 は １ 緒 な ん や け ど 、 ア プ ロ ー チ の 仕 方 は い ろ い ろ 変 わ っ
て く る や ろ う と 僕 は 思 う わ 。 そ ら あ の 4 0 人 を 集 中 さ せ る 、 っ て い う こ と
が 大 変 で 、 し か も 、 だ か ら 見 て い て 勉 強 に 対 す る 意 欲 な ん て 全 く な い あ の
子 ら  
前 原 ： 表 情 が な ん て い う ん で す か ね 、 女 の 子 は 下 を 向 き が ち で 、 男 の 子 は 横 と
か 手 と か で 遊 び が ち っ て い う よ う な  
Ｍ 教 諭 ： 強 烈 や も ん な 、 あ れ １ 週 間 た っ て ま だ こ ん な ん っ て い う の は あ ん ま り
な い も ん (そ う な ん で す か )今 ま で 、 ま ー 来 週 に な っ た ら 今 週 １ 週 間 ど ん だ
け で き る か や な 、 っ て 思 う け ど で も 困 る わ 、 で も 正 直 。 な ん か さ 。 あ の 子
た ち に し み つ い て い る こ う 悪 い 習 慣 っ て あ る じ ゃ ん 、 授 業 中 遊 ぶ 、 特 に 授
業 中 遊 ぶ し 、 人 の 話 聞 か ん で も 過 ぎ て い く 、 っ て い う 習 慣 、 周 り の こ と 考
え ん で も 大 丈 夫 、 っ て い う 習 慣 っ て い う の は 、 そ れ は や っ ぱ り す ご く 強 い
と 思 う な 。 そ の 習 慣 を ど う と っ ぱ ら う の か 、 っ て い う こ と を ま ず １ 番 の 課
題 や ろ な 、 と 思 う け ど 。 え え 手 が 浮 か ば へ ん 、 っ て い う か き ち ん と 毎 日 １
つ ず つ や っ て く し か な い ん だ け ど 、 そ ん な ん 、 即 効 で 効 く よ う な 薬 な も ん
な い か ら さ 、 朝 な ん か で も あ の 委 員 会 で も ぐ ち ゃ ぐ ち ゃ や る や ろ 、 泣 く し
な 、 あ ん な ん な や も ん  
前 原 ： 自 分 で 決 め る 、 っ て ゆ っ て も 隣 の 子 と １ 緒 に な る  




も 、 １ 発 で 決 め ら れ へ ん や ん か 、 あ う い う 弱 さ っ て 、 弱 さ で も あ り い い 加
減 さ っ て 、 物 事 に 対 す る い い 加 減 さ で も あ る ん や け ど も 、 あ あ い う こ と っ
て さ な ん か し み つ い て き た も ん な ん や ろ な 、 ど う し た ら い い ん や ろ な 、 っ
て  
前 原 ： 5 年 生 ま で は ず っ と 2 ク ラ ス で き て い た ん で す か  
Ｍ 教 諭 ： そ う 、ず っ と 2 ク ラ ス 。で 、今 年 初 め て 1 ク ラ ス 、き つ い で 、こ の パ
タ ー ン も 、 な ん か あ ん ま り 、 ど う し て い い ん か と 思 う も ん 、 ほ ん と に 。 ど
う し た ら い い ん や ろ な  
前 原 ： ち ょ っ と 気 に な る の は 、 子 ど も た ち が 、 先 生 が 去 年 だ っ た ら こ う や っ ぱ
１ 人 と か 2 人 が で き 始 め る と こ の 子 み た い に 、と い う 風 に 広 げ て い く と 思
う ん で す け ど 、 今 年 は 起 点 と な る よ う な 子  
Ｍ 教 諭 ： ま だ ま だ 、 も う ち ょ っ と や ね ん 、 も う ち ょ っ と や ね ん け ど な 、 女 の 子
は い け そ う な 子 お ん ね ん 、 何 人 か い る や ん か 、 で も 男 の 子 は 女 の 子 に 影 響
さ れ へ ん ね ん 、あ ん ま り 、な ん か ね 、2 ク ラ ス だ っ た の が 1 ク ラ ス に な る 、
っ て い う の が あ っ て さ 、 も の す ご い 警 戒 心 は あ る と 思 う の よ (ほ か の 子 に )
な ん か や っ ぱ り た く さ ん の 中 に い る か ら も う 埋 も れ て し ま う 、 っ て い う こ
と も あ る し 、 そ れ か ら 逃 げ 場 が い っ ぱ い あ る ね ん 、 自 分 が 隠 れ と っ て も す
ん で い く 、っ て い う 。少 な け れ ば 少 な い ほ ど 逃 げ 場 な い や ん 、 20 人 や っ た
ら 2 0 人 全 然 逃 げ 場 な い や ん 、 や ら ざ る を 得 な く な っ て く る け ど も 、 4 0 人
っ て い う の は 逃 げ 場 が い っ ぱ い あ る や ろ 、 隠 れ て し ま う 、 隠 れ ら れ ん ね ん
(自 分 が や ら な く て も )す ん で い く 、 っ て い う こ と が 多 い ね ん か な 、 そ こ と
の 自 分 は 戦 い や な 、と 思 っ て ん ね ん け ど な (や ら せ る 、っ て い う こ と で す か )
逃 げ さ せ な い 、 っ て い う 、 隠 れ さ せ な い 、 っ て い う 。 だ っ て 隠 れ て い る 子
い っ ぱ い い る や ん か 、 や ら ん で も 済 ん で い く 、 ほ ん で こ っ ち は 戦 わ な あ か
ん か ら 徹 底 し て や ら せ よ う と 思 う け ど も 、 で も な 、 や っ ぱ り 自 分 で も 今 回
そ の な ん て い う の 、 見 逃 し て る と こ っ て あ る と 思 う 。 こ れ は 困 っ た な 、 と
思 う 。 ど う し た ら え え ん か な 、 っ て い う か 。 や っ ぱ そ こ 大 き な 課 題 や と 思
う な 。 特 に 後 ろ の 男 の 子 隠 れ て る や ん か 、 女 の 子 も 友 達 と ぐ ち ゃ ぐ ち ゃ 隠
れ る 、 や ら ん で も い い 、 か く れ る っ て い う 。 そ れ が な (今 席 は )好 き な も ん




ん だ け ど よ う 作 ら ん く て さ 、 ど う 組 み 合 わ せ よ う 、 て 考 え て た ら で き や ん
く て 、 明 日 く ら い か な 、 と 思 っ て る ん だ け ど 、 そ れ が な 、 大 変 や 。 困 っ た
な 、 ち ょ っ と 難 し い わ 、 で も 難 し く て も や る 方 法 は 変 わ ら ん の や け ど 、 授
業 や り な が ら や っ て く し か な い ん や か ら 。 １ 番 初 め き た の 水 曜 日 や っ た や
ろ (そ う で す )ち ょ っ と 変 わ っ て る ？  
前 原 ： 僕 か ら み て で す か ？ い や 、 た ぶ ん 今 ま で な か っ た よ う な こ と を 子 ど も た
ち が 最 初 の 1 週 間 で 体 験 と か し て い く 中 で さ っ き の 休 み 時 間 も そ う な ん で
す け ど 、 座 れ る よ う に も な っ て き た し 時 間 は か か る ん で す け ど 、 な ん と な
く 空 気 を 読 み な が ら 次 は こ う い う こ と し な き ゃ い け な い ん だ な 、 と い う こ
と を す る 姿 は 出 て き ま し た 、 続 く か 続 か な い か は わ か ら な い ん で す け ど  
Ｍ 教 諭 ： 続 け さ せ る の は こ っ ち 側 の 技 術 や ね ん か な 、 で も そ こ で 逃 げ さ さ ん よ
う に し て か な か ん し 、 難 し い よ な 。  
前 原 ： 今 年 聞 き た か っ た こ と が 、 去 年 聞 き た か っ た ん で す け ど 、 Ｍ 先 生 の ラ イ
フ ヒ ス ト リ ー と い う か 、 大 学 生 の と き に 、 大 学 生 く ら い の と き か ら で い い
ん で す け ど 、 お そ ら く そ の 頃 何 か き っ か け が あ っ て 、 今 に 至 っ て い る ん じ
ゃ な い か と 思 う ん で す け ど 。  
Ｍ 教 諭 ： い や 、 大 学 中 全 く き っ か け 無 い 。 教 師 に な っ て か ら 。  
前 原 ： 先 生 に な っ て か ら な ん で す か 。  
Ｍ 教 諭 ： 教 師 に な っ た と き に 、 小 学 校 の と き に 僕 の 担 任 の 先 生 や っ た 先 生 が 、
僕 が 言 う て た 宮 坂 先 生 っ て い う 、 宮 坂 先 生 に 教 え て も ら っ て い た 人 で 、 ち
ょ っ と 三 重 大 の 大 学 、 そ ん と き は 専 攻 科 っ て い う て た ん や け ど 、 僕 が 三 重
大 行 っ た と き に 出 会 っ て 、 宮 坂 先 生 の う け い り を 受 け て 、 新 採 の 年 に そ の
小 学 校 の 先 生 か ら １ 緒 に 勉 強 し よ っ て 連 絡 が き て 、そ こ か ら や ね ん 、こ れ 。  
前 原 ： あ 、 先 生 に な ら れ て か ら な ん で す か ？  
Ｍ 教 諭 ： そ う そ う そ う そ う 、 そ れ ま で 全 く や っ た で 。  
前 原 ： サ ー ク ル と か 何 か …  
Ｍ 教 諭 ： し て へ ん 。 学 生 の と き 遊 ん で ば っ か り や っ た 。  
前 原 ： そ れ は 、 何 年 頃 と か 分 か り ま す か ？  
Ｍ 教 諭 ： そ れ は だ か ら 、 ち ょ う ど 昭 和 6 4 年 よ 。 平 成 元 年 の な っ た 年 。 そ れ が




前 原 ： 19 89？  
Ｍ 教 諭 ： そ う 、 だ か ら 昭 和 63 年 か 。 昭 和 63 年 や 。 昭 和 6 3 年 の 春 か 。 や か ら
千 九 百 … 分 か ら ん 。  
前 原 ： 19 88 く ら い ？  
Ｍ 教 諭 ： 8 8 く ら い か な 。  
前 原 ： ね 。 僕 が 5 9 で す か ら 。  
Ｍ 教 諭 ： そ や な 。  
前 原 ： そ れ は 三 重 県 の 小 学 校 ？  
Ｍ 教 諭 ： う ん 、 三 重 県 の 小 学 校 。 で 、 今 の 矢 持 、 旧 の 青 山 っ て い う と こ ろ 。 矢
を 持 つ っ て 書 い て 矢 持 。今 は も う あ ら へ ん の や け ど な 。そ こ で 4 年 お っ て 、
そ ん で 阿 保 (あ お )小 学 校 っ て い う と こ ろ に 移 っ て 。 そ こ で 、 阿 保 小 、 青 山
小 に 変 わ ん ね ん や ん 、 こ の 年 、 そ の 矢 持 と か が 統 合 し て 。 青 山 小 に か わ っ
て 、 そ ん で 、 そ の 阿 保 小 ・ 青 山 小 で 1 5 年 お っ て 。  
前 原 ： こ こ で 1 5 年 。  
Ｍ 教 諭 ： そ の 最 後 の 2 年 間 は 大 学 行 っ て た ん や ん か 。  
前 原 ： 今 年 の は 3 校 目 な ん で す か 。  
Ｍ 教 諭 ： 3 つ め 。 実 際 に は 3 校 目 な ん や ん か な 。 学 校 名 は 4 つ め や け ど 、 実 際
に は 3 校 目 。  
前 原 ： そ う な ん で す か 。  
Ｍ 教 諭 ： 青 山 小 は 青 山 小 で 研 究 し て い た か ら 、 研 究 の 関 係 で 変 わ ら へ ん だ も ん
で 、 ず っ と  
で 、 ラ イ フ ヒ ス ト リ ー て い う の は 、 ど う い う こ と や ね ん ？ 例 え ば ど う い う
… 。 よ う あ っ た よ な ？ ＊ ＊ さ ん と か 好 き や っ た 。  
前 原：な ぜ そ う い う こ と を し な き ゃ い け な い か っ て い う こ と が あ る ん で す け ど 、
教 師 の 人 は 自 分 で 、 ど ん な 思 い と か を 積 み 重 ね て い く 中 で 、 授 業 の 方 法 が
変 わ っ て い っ た り 、 子 ど も の 見 方 っ て い う も の が 変 化 し た り 、 っ て い う 変
化 を 遂 げ る 中 で 今 の 形 が あ る っ て い う …  
Ｍ 教 諭 ： 変 化 っ て 無 い ね ん 、 僕 。 僕 ね 、 初 任 の と き か ら 1 つ だ け 、 そ の 宮 坂 先
生 と １ 緒 に … 戸 田 先 生 っ て 来 て た ん 見 た ？  




Ｍ 教 諭 ： 女 の 先 生 、 ベ テ ラ ン の 先 生 。  
前 原 ： は い 、 分 か り ま す 。  
Ｍ 教 諭 ： あ の 先 生 の 授 業 を 見 て 憧 れ し か 無 い ね ん 、 自 分 。  
前 原 ： 戸 田 先 生 の …  
Ｍ 教 諭 ： 戸 田 先 生 の す る 授 業 へ の 憧 れ し か 無 い ね ん 。 そ れ を 目 指 し て い る だ け
や ね ん ず っ と 変 わ ら ず や で 。  
前 原 ： そ う な ん で す か 。  
Ｍ 教 諭 ： だ か ら 、 こ う や っ て み て あ あ や っ て み て 云 々 て い う の は 、 そ の 憧 れ の
中 で 、こ う や っ た ら で き る よ う に な る 、こ う や っ た ら 近 づ け る よ う に な る 、
こ う や っ ら ど う な る や ろ か っ て だ け で あ っ て 、 あ れ も や ろ か こ れ も や ろ か
っ て い う の は 全 く 無 い 。 ず ー っ と そ れ 。 未 だ に 。 や れ ば や る ほ ど 、 追 い つ
け へ ん て い う こ と は 分 か っ て る ね ん 、 で も 。 で も 、 そ れ で も や っ ぱ り 戸 田
さ ん の 授 業 に 対 す る 憧 れ が あ っ て 。 あ と 、 そ れ に 近 づ け る た め に は 宮 坂 先
生 に 教 え て も ら わ な あ か ん て い う の が 、 ず っ と あ る も ん で 。 だ か ら 、 自 分
の 思 い っ て い う の は 、戸 田 先 生 へ の 憧 れ し か な い 。私 の 授 業 の 中 で 。こ れ 、
ほ ん ま や で 、 ほ ん ま 。 だ か ら 、 あ ん ま 変 化 無 い ん 。  
前 原 ： あ 、 先 生 の 気 持 ち と し て は 変 化 が 無 い 。  
Ｍ 教 諭 ： 無 い 。  
前 原 ： ア プ ロ ー チ と か 、 そ の と き の 子 ど も と か …  
Ｍ 教 諭 ： 方 法 は い ろ い ろ あ っ て 違 う か ら 、 こ ん な 風 に や っ て み よ 、 あ ん な 風 に
や っ て み よ っ て あ る け ど 、 目 指 す 授 業 像 と か 子 ど も 像 っ て い う の は そ こ に
あ る 。 ず っ と そ う や ね ん 、 2 0 年 間 。 珍 し い ？ 珍 し い か 、 ど う や ？  
前 原 ： ど う な ん で し ょ う か ね 、 僕 分 か ら な い ん で す け ど 。 作 ろ う っ て 言 わ れ た
小 学 校 の と き の 先 生 っ て い う の は 、 戸 田 先 生 で は 無 い ？  
Ｍ 教 諭 ： 戸 田 先 生 と は 違 う 。 戸 田 先 生 は 長 野 の 人 や か ら な 。  
前 原 ： は い 。 そ の 研 究 を し て い く 中 で で す か ？ １ 緒 に …  
Ｍ 教 諭 ： だ か ら 、 戸 田 先 生 は ず っ と 宮 坂 先 生 と 学 校 来 て も ら っ て い た り し て も
ん や か ら 、だ か ら 、初 任 の と き に 戸 田 先 生 の 授 業 を 見 さ せ て も ら っ た か ら 。
最 初 は 全 然 難 し い こ と や っ て 、 よ う 分 か ら へ ん か っ た ん や け ど 、 戸 田 先 生




し か 無 い な 。  
前 原：ど う い う い き さ つ で 、１ 緒 に や ら な い か っ て い う こ と に な っ た ん で す か ？  
Ｍ 教 諭 ： い き さ つ っ て い う の は ね 、 そ の 小 学 校 の 先 生 に は ず っ と 進 路 の こ と も
相 談 に は 乗 っ て も ら っ て い て 、 高 校 の 進 学 ど う す る か と か 、 大 学 の 進 学 ど
う す る か と か 相 談 に 乗 っ て も ら っ て い た 先 生 で 。  
前 原 ： え 、 そ れ は 先 生 が 小 学 校 卒 業 さ れ て か ら も  
Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 、 い ろ い ろ 相 談 乗 っ て も ら っ て て ん 。 ん で 、 今 で も い ろ い ろ
あ る ん や け ど さ 。 で 、 そ の 新 採 に な っ た と き に 、 4 月 す ぐ に 電 話 か か っ て
き て さ 、 １ 緒 に 勉 強 し よ か っ て 言 っ て 。  
前 原 ： あ あ 、 先 生 に な っ た な ら っ て い う 。  
Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 。 こ う い う 勉 強 会 が あ る ん や け ど も 来 や へ ん か 、 っ て い う 。  
前 原 ： そ の 勉 強 会 っ て い う の は ？  
Ｍ 教 諭 ： 今 で も 続 い て い る 勉 強 会 、 授 業 研 究 会 っ て い う  
前 原 ： 国 語 で す か ？  
Ｍ 教 諭 ： い や  
前 原 ： 授 業 で す か ？  
Ｍ 教 諭 ： そ う 、 授 業 。 ま ぁ 、 国 語 中 心 と し て 合 唱 と か 体 育 と か 図 工 と か 表 現 と
か そ う い う の も 含 め て な 、 や っ て る 研 究 会 。 だ か ら 、 そ の 頃 宮 坂 先 生 の 授
業 研 究 会 と か で き と っ て 、 で き か け の 頃 、 ま だ 初 期 の 頃 や か ら な 、 そ こ へ
僕 行 か せ て も う て 。 そ の 頃 か ら ず っ と や な 。  
前 原 ： 初 任 の 頃 か ら ず っ と 。  
Ｍ 教 諭 ： ず っ と こ の 方 法 や ね ん 。 で 、 上 手 く い か ん と 、 今 で も 全 然 う ま く い か
へ ん け ど 、 そ う や っ て や っ て い る 最 終 的 に は や っ ぱ り 、 宮 坂 先 生 に 教 え て
も う た 斉 藤 先 生 の な 。  
前 原 ： 去 年 の 卒 論 で は 、 と て も 喜 博 ま で は 行 け な い と い う い こ と で 、 1 年 で 期
間 的 に は 無 理 だ よ と い う こ と を 先 生 に 言 わ れ て や ら な か っ た ん で す け ど 、
あ と 2 年 あ り ま す か ら 。  
Ｍ 教 諭 ： 喜 博 の 勉 強 、 僕 も 全 然 し て へ ん け ど さ 、 や ら な あ か ん と は 思 う ん や け
ど 。僕 は 喜 博 理 論 の こ と を 宮 坂 理 論 て 言 う て る ん や け ど 、実 際 の と こ は な 。




っ て い う の が 見 え て く る し 、 上 手 く い か へ ん て い う か 、 今 で も そ う や 、 今
で も 今 年 で も 上 手 く い か へ ん な っ て す ご く 苦 し み な が ら や っ て る し 、毎 年 。
す ご い 苦 し ん で る よ ね 、 自 分 の 中 で 。 思 っ た よ う に 変 わ ら ん っ て い う の は
な 。 で も 、 な ん か 、 ボ チ ボ チ や っ て か い な あ か ん の や ろ な 。 め っ ち ゃ 苦 し
い や ろ な 、 考 え て み た ら 。 で も 、 み ん な 、 ラ イ フ ヒ ス ト リ ー と か や っ て た
け ど 、 や っ ぱ り 他 の 人 と か 変 化 あ る ん や ろ か ？  
前 原 ： １ 応 、 森 脇 先 生 と か 大 西 さ ん が や ら れ た 研 究 と か を 見 せ て も ら っ た ん で
す け ど 、 そ の 時 は 、 先 生 を 追 っ て 、 や っ ぱ 変 わ る ん で す よ 。 授 業 を 、 最 初
は 教 師 主 導 だ っ た の を 、あ る 時 を き っ か け に 子 ど も 主 導 に す る ん だ け ど も 、
裏 で は 先 生 が 握 っ て い る 。  
Ｍ 教 諭 ： 当 然 そ う そ う 、 そ う や ん な 。  
前 原 ： そ れ で ま ぁ 、 そ こ で 何 か の き っ か け な ど が あ っ た り し て 、 変 わ っ て い く
ん で す 。 そ れ を ど う し て そ う な っ た の か と い う の を 追 い な が ら 、 今 の 実 践
と つ な が り と か い う の を 。  
Ｍ 教 諭 ： あ ぁ 。 僕 も 具 体 的 に 言 わ せ て も ら っ た ら 、 結 構 あ る と 思 う 。 あ こ が れ
は そ の ま ま あ こ が れ や ん 。 そ れ に 対 す る 自 分 の 授 業 観 、 授 業 ス タ イ ル が 変
わ っ て き た っ て い う の は 当 然 あ る し 、 分 か ら ん こ と が 分 か っ て き て 変 え て
い く き っ か け に す る こ と は あ る や ろ け ど な 。  
前 原 ： は い 。 今 年 １ 年 、 こ う い う 時 間 を 使 い な が ら 。  
Ｍ 教 諭 ： 本 当 に も う 。 で き る だ け や め た い と 思 っ て い る ん や け ど さ 何 か 違 う 仕
事 が あ っ た ら え え の に な っ て 思 っ て る 。 本 当 に い や や ね ん 。  
前 原 ： そ う な ん で す か ？  
Ｍ 教 諭 ： お う 。 や っ て も ね 、 や り が い は あ る け ど 、 自 分 の 力 の 無 さ っ て い う の
を 痛 感 し て い る も ん で 、 お れ が 何 で こ ん な こ と や っ て る ん か な っ て い う 、
や っ ぱ 思 う わ な 。 逃 げ た い と 思 う わ 。 す ご い そ う い う 怖 さ っ て い う の が あ
る 。  
前 原 ： そ れ は 責 任 の 重 さ ？  
Ｍ 教 諭 ： 責 任 の 重 さ も あ る し 、 そ れ か ら や っ ぱ り こ う 、 戸 田 さ ん の 授 業 … 戸 田
先 生 の 学 級 、 戸 田 先 生 の 授 業 と や っ ぱ り ギ ャ ッ プ と い う の が あ っ て 、 お れ




ん の に 、 お れ な ん て や っ て ら れ へ ん 。 や っ て い た ら あ か ん な っ て 自 分 で 思
う と こ あ る し  
そ う 思 う と や っ ぱ 自 分 の 力 不 足 を 痛 感 す る も ん で 、 子 ど も に 申 し 訳 な い な
っ て 思 う し 。だ か ら 全 然 自 信 無 い の よ 、自 分 に 。だ か ら 、平 気 な 顔 し て さ 、
何 て 言 う の 、 学 級 荒 ら し な が ら で も 平 気 な 顔 し て 授 業 や っ て い て も 、 全 然
責 任 感 じ て へ ん 人 と か お る け ど 、 正 直 な 、 そ う 人 も お る や ん か ？ 訳 分 か ら
ん も ん な 、 あ あ い う 人 た ち の 意 識 っ て い う の が 。 な ん で あ ん な ん で 平 気 で
い ら れ ん の 、 っ て 思 う も ん 。 ど う し よ う か な 。 本 当 に 悩 ん で い る  
前 原 ： い つ 頃 か ら そ れ は ？ ず っ と ？  
Ｍ 教 諭 ： ず っ と 思 っ て い る 若 い 時 は さ 、 そ ん な ん 無 く て さ 、 が む し ゃ ら に や っ
て て さ 、 い つ か は っ て や る や ん か 。 で も 、 こ の 歳 に な っ て く る と 分 か ら ん
も ん 。 こ の 歳 に な っ て も 変 わ ら へ ん し 、 お れ っ て 限 界 来 て る ん か な っ て 思
う も ん な 。  
前 原 ： そ う な ん で す か 。  
Ｍ 教 諭 ： う ん 。 な ん か や っ ぱ 良 い 授 業 で き へ ん 。  
前 原 ： 戸 田 先 生 は 、 そ の 何 歳 頃 の 授 業 … ？  
Ｍ 教 諭 ： 若 か っ た 。 あ 、 戸 田 先 生 の 授 業 は 、 当 然 、 初 め て 見 た の は 40 後 半 く
ら い や っ た 、 40 半 ば か く ら い ち ゃ う ん か な 。 今 か ら 2 0 年 前 や か ら 。 今 、
60… 退 職 し て 60 な ん ぼ か な 。 そ や な 、 40 越 え た く ら い 。 戸 田 先 生 、 若 い
頃 か ら す ご か っ た っ て 聞 く し 。  
前 原 ： へ ぇ 。  
Ｍ 教 諭 ： 感 覚 が も う ち ゃ う し 。 や っ ぱ 違 う 。 子 ど も を ピ リ っ と さ せ て し ま う 何
か 、 子 ど も を 尊 敬 さ せ て し ま う も の を 持 っ て い る し ほ ん で 、 前 も 言 っ た け
ど 、 子 ど も の 状 態 を 見 た ら 、 次 何 を さ せ な あ か ん か す ぐ 分 か る 。 段 取 り が
見 え る っ て 感 じ で さ 。 ほ ん と す ご い と 思 う 。 そ う い う の を 聞 く と 、 お れ に
は 無 理 や と 思 え て く る し な 。そ れ は お れ に は で き や ん の か な 。( 24 分 24 秒 ) 
や っ ぱ あ こ が れ し か な い よ ね  
前 原 ： 戸 田 先 生 の 方 法 じ ゃ な い で す け ど 、 戸 田 先 生 の 授 業 の 中 で １ 番 大 切 に さ
れ て い る こ と と か 、  




前 原 ： 戸 田 先 生 の 学 級 の 子 ど も の 姿  
Ｍ 教 諭 ： す ご い よ 、 姿 み て い る だ け で 涙 出 て く る く ら い き れ や 、 ＊ ＊ 姿 、 授 業
し て い る 姿 、 な に に つ け て も 、 や っ ぱ り 見 事 っ て い う か 、 や っ ぱ り 変 わ っ
て い く し 、 意 見 言 わ な い 子 お ら ん く な っ て く し な 、 み ん な が そ の 子 の 意 見
受 け 止 め る し 、 子 ど も も 大 人 が つ い て い け な い く ら い の 賢 さ 。 ど う や っ て
そ れ を 身 に つ け よ う か と 思 う け ど な 、  
前 原 ： 戸 田 先 生 と お 話 す る 機 会 と か は  
Ｍ 教 諭 ： し ょ っ ち ゅ う 、 し ょ っ ち ゅ う あ る 、 電 話 か か っ て く る 、 わ か ら ん し 、
つ い て け や ん し 。 す ご く 感 覚 的 な と こ あ る し な 。 で も 自 分 の 中 で は 整 理 で
き て い る し な と て も と て も お い つ い て い か ん し 。 戸 田 先 生 の ビ デ オ み た こ
と あ る ？  
前 原 ： 授 業 は み た こ と な い ん で す よ  
Ｍ 教 諭 ： 今 度 貸 す よ 、 び っ く り す る と 思 う よ  
前 原 ： 先 生 は ず っ と 公 立 小 ？  
Ｍ 教 諭 ： ず っ と 公 立 小 。 そ れ を 付 け さ せ な い こ と に は 当 然 算 数 と か 解 い て い け
へ ん や ろ う し 、 前 向 き に 生 き て い こ う と い う 気 持 ち あ っ て こ そ の 勉 強  
前 原 ： そ う で す ね  
Ｍ 教 諭 ： 当 然 勉 強 で き る か ら 前 向 き に 生 き て い く 、 っ て い う こ と こ ろ も あ る や
ろ う し さ 、 や っ ぱ も っ と 頑 張 ろ う と か 、 も っ と １ 生 懸 命 や ろ う と い う 気 持
ち が あ れ ば 、 落 ち 着 い て く る と 思 う け ど な 。 ど う や っ て そ う い う 気 持 ち に
さ せ る か っ て い う 、大 変 な こ と や と 思 う 。今 ま で 何 に も や っ て こ な か っ た 、
前 の 担 任 さ ん は 腹 は 立 た へ ん け ど 、 何 し て き た ん や 、 っ て い う 、 大 き な 疑
問 を 感 じ て し ま う 。 で も 、 １ ヶ 月 た っ た ら 自 分 の 責 任 や と 思 う 。 1 ヶ 月 た
っ た ら 前 の 人 の 責 任 に し た ら あ か ん な 、と 思 う 1 ヶ 月 し て な お ら ん か っ た
ら 自 分 の 責 任 屋 と 思 う 。去 年 の こ と い う の は あ と 1 週 間 、2 週 間 で 終 わ る 。
だ か ら 、 難 し い ね 。 今 年 は 教 材 と 、 教 材 の 中 身 と 子 ど も と の 関 係 、 子 ど も
と の 関 係 と い う も の を み れ た ら い い よ な  
前 原 ： そ う で す ね  
Ｍ 教 諭 ： だ っ て 、 自 分 の 発 す る こ と ば っ て 子 ど も の 行 動 に 対 す る 言 葉 な ん や け




す る っ て い う の は や っ ぱ り 中 身 が 勝 負 で あ っ て 、 セ ッ ト で み れ た ら い い と
思 う 。  
前 原 ： 今 年 の 仮 説 じ ゃ な い で す け ど 、 三 項 関 係 だ と 思 っ て い て 、 子 ど も と 教 師
で 教 材 を 介 し て 、 取 り 組 む と い う こ と で 、 先 生 と 子 ど も の コ ミ ュ ニ ケ ー シ
ョ ン だ け で は 、 違 う な 、 と 。  
Ｍ 教 諭 ： 来 年 が 本 番 な ん や ろ 、  
前 原 ： 今 年 か け る な ら 書 き た い で す け ど 、  
Ｍ 教 諭 ： 今 年 あ る 程 度 見 通 し つ け と い て さ 。 来 年 ま た 来 て も ら っ て も い い け ど
さ 、 6 年 生 か は わ か ら へ ん け ど さ 、 も う ほ ん と い や で さ 、 正 直 も う つ ら く
っ て 、 子 ど も に 申 し 訳 な く っ て さ 、 そ う い う 気 持 ち が も の す ご い 強 い 、 子
ど も に 申 し 訳 な い 、 つ ま ら ん や ろ う な と 思 っ た り 、 こ っ ち は で き る だ け さ
わ か り や す く っ て い う か さ 、 そ れ で も わ か り に く い や ろ 、 と 思 う し 、 だ か
ら 全 員 ほ っ と か ん よ う に す る た め に さ 、 何 回 も 何 回 も テ ス ト 、 っ て 言 っ て
さ 、 ご ち ゃ ご ち ゃ や る け ど さ 、 あ そ こ で 絶 対 覚 え て お こ う 、 と 思 わ せ ら れ
へ ん 自 分 が い る 。 こ れ は 今 ま で 無 か っ た パ タ ー ン や 、 た い が い 覚 え て い た
け ど な 、 で も 今 年 違 う な そ こ ら へ ん の 統 制 も き ち ん と で き や ん し な 、 昨 日
も 土 日 時 間 あ っ た け ど 、 何 も 授 業 の 準 備 で き ん か っ た 、 し ん ど く て 、 な ん
か 気 が 重 く て 。 ほ ん と ほ ん と 、 ま じ で  
前 原 ： へ え 、 1 週 間  
Ｍ 教 諭 ： な ん か 準 備 し て い る ん や け ど 、 準 備 せ な あ か ん と 思 っ て い な が ら で き
へ ん か っ た ね 、 昨 日 も で も ど う 変 わ っ て い く ん や ろ う な 、 な ん と か な る ん
か な 、 不 安 に な る 。 な ら へ ん か っ た ら ご め ん な 、 ぐ ち ゃ ぐ ち ゃ の ま ま や っ
た ら  
前 原 ： 4 0 人 っ て い う の が み て い て 、  
Ｍ 教 諭 ： 大 変 や と 思 う や ろ  
前 原 ： そ う な ん で す よ 、 流 れ と し て は 3 0 人 と か 少 人 数 で 、 と い う 。 4 0 人 学 級
と い う の は 珍 し い な と  
Ｍ 教 諭： 4 0 人 い た ら 2 つ に 分 け る や ろ 、普 通 は な 、 20 人 2 0 人 で 、他 の 学 校 や
っ た ら 分 け る 、 と 言 わ れ る 。 去 年 の 3 3 人 か ら 7 増 え て 、 多 い な  




Ｍ 教 諭 ： さ っ き も 言 っ た け ど 、 や っ ぱ り 隠 れ ら れ る か ら ね 、 こ れ ど う す る か 、
っ て い う ね 、  
前 原 ： ま だ や ら な い 子 の ほ う が 多 い ん で 、 ま だ そ っ ち 側 に つ く 、 と い う か 、 自
分 だ け が 、 っ て い う 部 分 は  
Ｍ 教 諭 ： な ん か い じ い じ し て い る や ろ 、 子 ど も た ち 、 解 放 さ れ て な い と い う か
さ 、 な ん か じ っ と し て い た ら 、 じ っ と も し て へ ん 、 ご ち ゃ ご ち ゃ し て て 、
手 遊 び 多 い し な 、 よ う あ ん な ん で 担 任 さ ん 、 よ う あ ん な ん ほ っ て き た な 、
と 思 う も ん な 、 も っ と 徹 底 し て  
前 原 ： 黙 っ て い て も 音 が 聞 こ え て き ま す か ら ね 、 前 と 後 ろ か ら 聞 こ え て き ま す
か ら  
Ｍ 教 諭 ： だ か ら 半 分 に 分 け て っ て 言 っ た ん だ よ 、 ク ラ ス 分 け よ っ て 。 や っ ぱ り
ク ラ ス 分 け る と な 、 差 が 出 る も ん で 、 僕 が 1 組 も っ て 、 も う １ 人 の 人 が 2
組 持 っ た と き に 、 1 組 と の 差 が 出 る の が 怖 か っ た み た い で 、 だ か ら １ つ に
し て し ま っ て 、お れ に や ら せ よ 、と 任 せ た よ う で 。で も そ れ は ち ょ っ と な 、
と 思 っ て 、 め っ ち ゃ 大 変  
前 原 ： 今 日 授 業 を み て 唯 １ 感 じ た こ と は 、 辞 書 最 後 調 べ た 時 に 、 子 ど も た ち は
取 り 組 み に な ん か 違 っ た ん で す よ 、 授 業 が １ 回 止 ま っ た ん で す け ど 、 す ぐ
自 分 で 取 り に い っ て 、 自 分 で 調 べ て い た 。 ひ ょ っ と し た ら 子 ど も た ち は 辞
書 使 っ て 自 分 で 答 え を 見 つ け る こ と が で き る 方 法 が よ う や く 見 つ か っ た ん
じ ゃ な い か な 、 と 思 っ て 、 今 ま で は わ か ん な か っ た ら 考 え な か っ た し 、 答
え を み た っ て い う 感 じ な ん で す け ど 、 辞 書 っ て い う ツ ー ル は 調 べ る の が 目
的 で あ っ て 、 後 ろ の 男 の 子 、 か ず き く ん だ と 思 う ん で す け ど 、 あ っ た あ っ
た 、 と い う こ と で わ か っ た こ と に 対 し て 、 や れ ば で き る 、 と い う か 、 そ う
い う よ う な 感 覚 を 子 ど も た ち が 持 っ た ん じ ゃ な い か な 、 と  
Ｍ 教 諭 ： 勉 強 の た め に 調 べ て い く っ て い う か さ 、 ち ょ っ と で も 手 が か り を 見 つ
け て い く っ て い う こ と か な 、 こ れ か ら 繰 り 返 し て や っ て い か な か ん と 思 う
ん や け ど 、 た だ な ん か そ う い う 感 覚 は あ っ た か も し れ ん な 。 で も 辞 書 が ス
タ ー ト や 、 と い う こ と は 子 ど も に 教 え な あ か ん と 思 う し 、  
前 原 ： 辞 書 だ よ り の 子 に は な っ ち ゃ い け な い と 思 っ て  




問 題 つ く っ て い か な い と な 、  
前 原 ： 今 ま で 国 語 っ て 自 分 の 意 見 を 言 う ん で す け ど 、 正 し い か 正 し く な い か 、
と い う の が よ く わ か り に く い と い う か  
Ｍ 教 諭 ： そ れ で オ ッ ケ ー と い う と こ ろ が あ る ね ん か 、 国 語 の 授 業 っ て な ん で も
オ ッ ケ ー 、 そ こ は な ん で も 議 論 に な る ん や け ど さ 、 そ れ ぞ れ の 読 み が あ っ
て い い 、 み た い な も の が あ る か ら 、 た ぶ ん う ち の 学 校 で も 議 論 に な る と 思
う け ど 、 う ち の 学 校 研 究 指 定 に あ た っ て さ 、 2 年 間 、 伊 賀 市 の 学 力 の 、 国
語 と か 算 数 で や る ん や け ど 、 僕 担 当 。 そ こ ら へ ん 議 論 に な る と 思 う よ 。 １
人 の 意 見 を 否 定 し な あ か ん の か 、っ て い う 。で も そ こ は 目 的 が 違 う わ け で 、
思 考 力 、 論 理 性 を 育 て る っ て い う こ と や ん な 、 相 手 を 論 破 す る 論 理 性 っ て
欲 し い し 、 そ こ ら へ ん の こ と を や ら な い と 、 学 力 な ん て つ か な い と 思 う し  
前 原 ： 自 分 の 意 見 が い い か わ る い か 、 っ て い う ま ま 進 ん で い く っ て い う の は 、
子 ど も と し て も 不 安 じ ゃ な い で す け ど 、  
Ｍ 教 諭 ： な ん か 不 完 全 燃 焼 、 な ん な ん や っ た ん や 、 ど う で も い い ん か 、 っ て な
る や ろ 、  
前 原 ： ち ゃ ん と 証 拠 が あ っ て 、 と い う の だ と 子 ど も た ち も 探 す こ と が で き る 、
と い う か 、 で き た と か 、 そ う い う こ と は や っ ぱ  
（ 3 時 間 目 が 終 わ る ）  
前 原 ： 先 生 今 日 は あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
 
 
実 践 に 関 す る Ｍ 教 諭 の イ ン タ ビ ュ ー デ ー タ ①  
2009 / 06 / 01  『 ク ロ ツ グ ミ 』 の 理 由  1 0： 20～ 1 0： 40 5 年 生 教 室  
 
前 原 ： ど う し て 、 先 生 が 一 番 最 初 に 、 去 年 は ち ょ っ と 違 っ た ん で す け ど 、 結 構
4 月 の 早 い 段 階 で 、出 会 い の 材 と し て『 ク ロ ツ グ ミ 』を 持 っ て き て い て 、 6
年 生 だ け じ ゃ な く て 、今 年 5 年 生 で す け ど 、そ こ で も 持 っ て き て い る 、そ
こ に は 理 由 が あ る ん だ と 、 そ こ で 、 な ぜ 最 初 に 『 ク ロ ツ グ ミ 』 を 持 っ て く
る の か っ て こ と を お 聞 き し た い ん で す が 、  




物 語 で や る ほ う が い い と お も い ま す 、本 当 は ね 、や ら な か ん と 思 う 。た だ 、
『 ク ロ ツ グ ミ 』 一 番 最 初 に 持 っ て き た の は 、 い き な り 長 い 文 を や る こ と の
し ん ど さ 、 っ て い う の を 感 じ て し ま っ た ら 、 っ て い う の が あ っ て 、 最 初 の
1 週 間 く ら い の 短 時 間 で で き て 、 し か も 自 分 の 考 え が 確 実 に 変 え ら れ る 、
自 分 の イ メ ー ジ が な 、自 分 の イ メ ー ジ が 考 え ら れ る 教 材 、で ね 、短 時 間 で 、
考 え が 変 え ら れ る 、 き ち ん と 教 材 か ら 見 つ け ら れ て 、 何 年 生 で も 、 そ の 学
年 に 応 じ た と こ ろ か ら 入 っ て い け る 、 学 年 学 年 に 応 じ て 内 容 を つ か む こ と
が で き る ね 、 だ か ら や っ て る 、  
前 原 ： 1 年 生 で も で き る ？  
Ｍ 教 諭： 1 年 生 は 無 理 や ね 、 1 年 生 の 4 月 で は 誰 や っ て も 無 理 や と 思 う 、 2
年 生 や っ た ら で き る と 思 う  
前 原 ： 2 年 生 か ら 6 年 生 ま で で き る  
Ｍ 教 諭 ： で き る 、  
前 原 ： 6 年 生 と 5 年 生 で は 教 え る 内 容 は 変 え る ？  
Ｍ 教 諭 ： い や 、 レ ベ ル に よ っ て 、 5 年 生 で で き て も 6 年 生 で で き な い 場 合 も あ
る か ら 、 そ れ は 学 年 じ ゃ な く て 、 子 ど も の 実 態 だ よ 、 子 ど も の 実 態 に 即 し
て や な  
前 原 ： そ う 考 え る と 、 初 年 度 と い う か 、 2 年 前 は わ り と 高 い こ と さ れ て い た  
Ｍ 教 諭 ： 内 容 は な 、  
前 原 ： 去 年 は  
Ｍ 教 諭 ： 途 中 で 止 め た 、 で き へ ん か っ た か ら  
前 原 ： そ の 前 に 違 う の を 持 っ て き て い ま し た よ ね ？ 詩 だ と 思 う ん で す け ど 、 短
歌 か 、 そ れ は や っ ぱ り 『 ク ロ ツ グ ミ 』 よ り も も う 一 個 何 か 、 と い う  
Ｍ 教 諭 ： あ れ は な 、 ち ゃ う ね ん 、 た ま た ま 研 究 会 で 、 み ん な で 、 5 年 生 こ れ 最
初 に い っ ぺ ん や っ て み よ 、 っ て な っ て て  
前 原 ： 研 究 会 の た め に 、  
Ｍ 教 諭 ： だ か ら あ れ は 論 外 、 あ れ は 『 ク ロ ツ グ ミ 』 か ら 入 っ た と 思 っ て も ら っ
た ら い い  
前 原 ： 去 年 だ け ち ょ っ と 違 う な 、 と 思 っ て  




前 原 ： な る ほ ど 、  
教 科 書 の こ こ に 載 っ て る や つ や ね ん 、 6 年 生 の  
前 原 ： ち ょ っ と 特 別 だ っ た ん で す ね  
Ｍ 教 諭 ： そ う そ う そ う 、 こ れ で も い っ ぺ ん で き る か な 、 と 思 っ て や っ て み よ 、
と い う 試 し も あ っ て ね 、 で も あ ん ま り 、 ま あ ま あ だ っ た け ど 、 も っ と も っ
と き ち ん と で き や な あ か ん な 、 と い う 気 す る け ど  
前 原 ： 2 年 前 は 『 ク ロ ツ グ ミ 』 っ て 一 気 に  
Ｍ 教 諭 ： や っ た 、 一 気 に あ る 程 度 ま で や っ た な 、 確 か な 、  
前 原 ： 去 年 は 途 中 で  
Ｍ 教 諭 ： も う 止 め た 、 そ れ は も う ね 、 子 ど も の 実 態 に 応 じ て ね 、 今 の 子 ど も た
ち じ ゃ い け へ ん と 思 っ た か ら 、そ れ と も う 一 つ は 考 え 方 が 変 わ っ て き て て 、
昔 は ね 、最 初 に 詩 ば っ か 3 つ も 4 つ も や っ て て ん 、と ん と ん っ て 、で も な 、
こ う い う ふ う な こ と と か 、 言 葉 の い み と か 考 え て 、 そ う す る と な 、 や っ ぱ
詩 で は 足 ら ん の よ 、言 葉 の 意 味 と か 接 続 語 と か 、使 え へ ん の よ 、あ ん ま り 、
イ メ ー ジ を 変 え る こ と は で き る で 、 で も 、 言 葉 の 適 応 と か こ と ば の 意 味 の
発 達 と か を 考 え た と き は 、 や っ ぱ り 文 学 を せ な あ か ん 、 み た い に 変 わ っ て
き て て 、 だ か ら 最 初 国 語 っ て お も し ろ い な 、 裏 が あ る ん や な 、 っ て い う こ
と が 詩 で わ か っ た ら 、 後 は そ の 文 学 を 使 っ て 、 言 葉 の 意 味 の 効 果 っ て い う
か ね 、 子 ど も の 足 腰 を 鍛 え る 、 文 学 の 授 業 を す る こ と で ね 、 武 器 を 持 た せ
る た め に ね 、 や っ ぱ り 早 い 段 階 か ら や ら さ せ な あ か ん と 思 っ て き た か ら 、
早 い 段 階 か ら 長 文 や る よ う に な っ て き た  
前 原 ： な る ほ ど 、 一 回 『 ク ロ ツ グ ミ 』 や っ た 後 に は 長 文  
Ｍ 教 諭 ： 長 文 、 終 わ っ た ら 、 新 し い と こ 入 っ た と 思 う 、 去 年 も  
前 原 ： 今 年 は 『 ク ロ ツ グ ミ 』 ま だ 途 中 で す か ？  
Ｍ 教 諭 ： ま だ ま だ  
前 原 ： ま た 戻 す  
Ｍ 教 諭 ： う ん  
前 原：な る ほ ど 。過 去 3 年 の『 ク ロ ツ グ ミ 』の 一 番 最 初 の 問 い と し て は 、て ん 、
て ん 、 て ん 、 ま る 、 っ て い う  




で 、 問 題 も 作 り や す い ん だ よ 、 こ こ は な 、 ち ょ び ち ょ び で 、 や っ ぱ り 鳴 き
声 だ と か 、 そ う す る と 問 題 作 り や す い か ら 、 一 番 最 初 の カ ギ 括 弧 の と こ ろ
は 、 て ん 、 ま る 、 の と こ ろ は 、 一 番 最 初 や ね 、 ど の 学 年 で も  
前 原 ： こ の 次 っ て い う の は 、 そ れ を 解 決 し た 後 っ て い う の は 、 だ い た い 次 は  
Ｍ 教 諭 ： お や 、 そ う な ん か 、『 ク ロ ツ グ ミ 』 の 、 そ う 、 っ て い う の を  
前 原 ： そ う っ て 何 か  
Ｍ 教 諭 ： 何 か 、 そ の カ ギ 括 弧 の 中 の 内 容 を 読 ん で い く っ て い う  
前 原 ： 先 生 の 中 で は そ う い う 組 み 立 て が あ り ま す よ ね 、 こ れ を や っ て 、 こ の 後
に そ う 、 っ て 何 な ん だ 、 っ て 。 そ の 後 は  
Ｍ 教 諭 ： だ か ら 、 そ う っ て 何 か 、 っ て い う 、 お や 、 が ね 、 お や 、 そ う な ん か の
お や 、 お や 、 っ て い う の は ね 、 予 想 外 な こ と な ん だ よ 、 そ の 予 想 が ど こ に
あ る の か 、っ て い う の を や っ て 、そ れ 1 行 目 な ん や け ど 、そ れ と 反 対 の こ
と が 起 こ っ て い て 、反 対 な こ と は な ん な の か 、っ て い う の を カ ギ 括 弧 の 中 、
ち ょ び ち ょ び ち ょ び の と こ で 、 探 し て い く 、 そ の と き に し ゃ べ る っ て い う
こ と ば と か さ 、 こ い し い よ う 、 と か こ い し い 、 と か 、 よ 、 と か そ う い う こ
と を 使 わ ん か っ た ら 解 決 し な い っ て い う 、 そ う い う こ と を や り な が ら 内 容
を 深 め て い く っ て い う  
前 原 ： な る ほ ど 、 今 は ど の レ ベ ル で 止 ま っ て い る ん で す か ？  
Ｍ 教 諭 ： 今 は 、。 で 止 ま っ て い る  
前 原 ： ま だ 内 容 は ち ょ っ と  
Ｍ 教 諭：だ っ て 、『 新 し い 友 達 』は よ 入 ら ん と 、と 思 っ て た か ら さ 、こ れ を や っ
て か ら の ほ う が 深 く や っ て け る と  
前 原 ： 予 想 外 っ て い う の は 予 想 が あ っ た 、 と い う こ と ば で 、 中 身 を 、 な る ほ ど
な る ほ ど 、  
Ｍ 教 諭 ： や っ ぱ り 言 葉 少 な い や ん か 、 詩 は 。 だ か ら そ れ だ け や っ て 、 け ど 、 と
か つ い た の い っ ぱ い 出 て く る や ろ 、 そ の た び に こ れ ど う や っ た こ れ ど う や
っ た っ て で き る よ う に 、 そ う そ う そ う 、 問 題 作 っ て 。 長 文 の 中 で 必 ず う れ
し い 、 と か っ て ほ と ん ど 出 て く る と 思 う 。 ど う い う こ と か っ て 、 逆 接 は 説
明 文 で 、 で 、 て み る 、 も そ う や し 。 だ か ら 、 6 年 生 で カ レ ー ラ イ ス や っ た




前 原 ： 必 ず 接 続 詞 が 出 て く る 、  
Ｍ 教 諭： 教 科 書 の 編 集 者 は そ ん な こ と 1 人 も 思 っ て な い と 思 う ね 、思 う け ど も
そ れ は 4 月 の 段 階 で 足 腰 鍛 え や な 、ほ ん と に 内 容 で 。い い 教 材 や な 、と 思
う 、 こ の 『 新 し い 友 達 』 っ て い う の も 、 よ か っ た と 思 う  
前 原 ： 今 年 っ て ゆ う さ く く ん が 、 先 生 が み ん な に 意 見 を 聞 く 前 に 、 1 人 目 指 し
た と き に 、 正 解 っ て い う か 、 1 年 の と き に 習 っ た ん だ け ど 、  
Ｍ 教 諭 ： や っ た け  
前 原 ： ま る 、 が あ る か ら  
Ｍ 教 諭 ： そ う そ う そ う 、  
前 原 ： 先 生 は そ の と き か な り 驚 か れ た よ う に 思 っ た ん で す け ど 、 そ の と き は ど
う い う 感 じ で ゆ う さ く く ん を 指 名 し た と か 、  
Ｍ 教 諭 ： あ い つ 勝 手 に ゆ っ た や ろ  
前 原 ： い や 、 先 生 が じ ゃ あ 言 っ て み て 、 っ て  
Ｍ 教 諭：も う 言 わ せ た ろ 、っ て 思 っ て て ん 、い や 、た ぶ ん で え へ ん と 思 っ て て 、
で え へ ん か ら 、出 る は ず な い と 思 っ た ら 持 っ て る ん や っ た ら 出 さ せ て や ろ 、
っ て 思 っ た だ け  
前 原 ： そ し た ら  
Ｍ 教 諭 ： ズ バ ッ っ と 、  
前 原 ： ち ょ っ と 早 か っ た 、 っ て 感 じ だ っ た と 思 う ん で す け ど 、 答 え 出 て く る の
は も う 少 し 議 論 が  
Ｍ 教 諭 ： い や い や い や 、 あ そ こ で 議 論 を さ せ て も し ゃ な い な 、 と 思 っ て 、 で も
あ れ は ズ バ ッ と 出 た 方 が 早 い 、い い と 思 う 。議 論 さ せ た か っ た ん や け ど な 、
で も あ れ だ け や っ て 、 読 み が 変 わ る っ て い う こ と が わ か れ ば な 、 最 初 に  
前 原 ： や っ ぱ り あ の 瞬 間 が 読 み の 変 わ る 瞬 間  
Ｍ 教 諭 ： 子 ど も た ち が え っ 、 っ て い う 、 証 拠 み つ け た ら 読 み が 変 わ る っ て い う
な 、  
前 原 ： ど っ ち か な 、 と 思 っ て い た の が ど っ ち か に な っ た 、 っ て い う 。 や っ ぱ り
そ の 瞬 間 の た め の 出 会 い の 材 っ て い う 、 そ こ で す よ ね 、  
Ｍ 教 諭 ： そ こ は や っ ぱ り 教 師 が 意 図 的 に な 、 や ら な か ん こ と や と 思 う し な 。 よ




る じ ゃ ん 、 で も 読 み 取 る っ て ど う い う こ と か 一 般 に は ど う い う こ と か わ か
ら ん の や っ て 、 や っ ぱ り 文 学 で や る こ と に よ っ て イ メ ー ジ を 変 え る 、 イ メ
ー ジ を 変 え る た め に 文 学 は 書 か れ て る か ら ね 、 こ う 思 い ま す 、 あ ー 思 い ま
す 、こ ん な ふ う に 感 じ ま す 、だ け で は や っ ぱ あ か ん の や 、と 思 う 。だ か ら 、
『 ク ロ ツ グ ミ 』 は イ メ ー ジ を 変 え る の に 有 効 な ん や と 思 う  
前 原 ： 今 ま で の 子 ど も た ち の 流 れ も く み な が ら で す よ ね 、  
Ｍ 教 諭 ： 短 時 間 で で き る や ん か 、 ほ ん と に 1 時 間 、 2 時 間 で で き る や ん か 、 し
ん ど く な い っ て こ と と 、 短 い の に そ う い う 言 葉 が 隠 れ て い る っ て い う 。 短
時 間 で び っ く り さ せ る こ と が で き る っ て い う 、 驚 か せ る こ と が で き る 、 っ
て い う 。 や っ ぱ り 勉 強 っ て い う の は こ う い う も ん や っ て い う 、 文 学 を 読 む
っ て い う の は こ う い う も ん や 、っ て い う 4 月 の 一 番 最 初 に 経 験 さ せ や な あ
か ん し 、  
前 原 ： 子 ど も た ち の 感 想 み た い な も の っ て い う の は 、 最 初 の そ の 瞬 間 の  
Ｍ 教 諭 ： や っ ぱ り あ れ ち ゃ う 、 び っ く り し た 、 っ て い う 感 じ ち ゃ う  
前 原 ： 先 生 は 過 去 に そ う い う こ と 聞 い た こ と っ て な い で す か  
Ｍ 教 諭 ： あ る よ 、 書 い た で 、 最 初 の 国 語 の 感 想 っ て 。 今 年 の 子 た ち 書 い た ん か
な 、  
前 原 ： も し 可 能 な ら ち ょ っ と 聞 き た い ん で す け ど  
Ｍ 教 諭 ： あ っ た ら ね 、 い っ ぺ ん 探 し て み る わ 。 1 週 間 終 わ っ た 後 に 何 か 書 い た
の 覚 え て る ん や け ど 、『 ク ロ ツ グ ミ 』 の こ と 書 い た の か わ か ら へ ん ね や な 。
他 に 、 ど う い う 内 容 を 報 告 し よ う と し て る の ？  
前 原 ： 一 応 タ イ ト ル は 、 出 会 い の 材 と し て の 『 ク ロ ツ グ ミ 』 材 と 対 話 と 、 と い
う 感 じ な ん で す け ど 、 教 師 の 意 図 と 、 そ の 実 際 の 子 ど も た ち の 様 子 、 対 話
の 様 子 を  
Ｍ 教 諭：で も 、『 新 し い 友 達 』で 同 じ こ と を で き る 人 が い る な ら ば 、そ れ で え え
と 思 う 。目 的 は そ れ や か ら な 、な ん で も え え と 思 う 。『 ク ロ ツ グ ミ 』は 有 効
な 手 段 の 1 つ や で 。そ れ が ベ ス ト じ ゃ な く て 、こ れ よ り も ベ タ ー っ て い う 、
ベ ス ト な ん て わ か ら へ ん か ら な 、  
前 原 ： 先 生 は ず っ と で す か 、 教 師 に な ら れ て か ら  




年 、 10 年 以 上 は『 ク ロ ツ グ ミ 』で や っ て る な 、ど れ く ら い か ら 始 め た か わ
か ら ん け ど 。で も 、去 年 く ら い か ら 考 え 方 が 変 わ っ て き て な 、『 ク ロ ツ グ ミ 』
を 最 初 に や る け ど も 、最 初 は ち が っ た ん 、一 週 間 に 1 本 、詩 を 3 つ も 4 つ
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Ｍ 教 諭 ： あ の 一 連 に あ ん な こ と が 隠 れ て る っ て こ と 分 か ら ん や ろ 。  
前 原 ： 隠 れ て い る と こ ろ っ て い う の は 峠 だ っ て こ と で す か ？  
Ｍ 教 諭：い や 、ど う で も よ か っ た ん や 。ほ ん と は や ら な あ か ん か っ た ん や け ど 、
あ れ は あ 母 さ ん の 状 況 っ て い う の を 、 最 後 に 、 何 て 言 え ば い い ん や ろ 、
最 後 に 作 者 が お 母 さ ん を み た い っ て い う と こ ろ に ね 、 そ の 「 み た い 」 っ
て い う 原 因 が 一 連 、 二 連 に あ る わ け や ん か 。 つ ま り 一 連 は あ あ や っ て 、
問 題 な ん は ＊ ＊ で ね 、 な ぜ ね 、 そ の 作 者 は 休 憩 し て い る 時 間 を 想 像 す る
ん や っ て い う 。 何 で か 分 か る ？  
研 究 協 力 者 １ ： 分 か ら な い 。  
Ｍ 教 諭 ： 普 通 さ 、 人 が 働 い て る 姿 を 想 像 し や へ ん ？ な ん で 休 憩 す る 姿 を 想 像 す
る ん や っ て 、 変 で し ょ ？ だ か ら 、 作 者 に と っ て お 母 さ ん が 休 憩 し て い る
時 間 し か 見 て な い ん だ よ 。 つ ま り な 、 ち ょ っ と 働 い て は 休 み 、 ち ょ っ と
働 い て は 休 み 、し や ん (し や な あ か ん )く ら い 過 酷 な 仕 事 し て て 、そ れ で 、
お か ん は も う か な り 歳 い っ て て ね 、 す ご い 弱 っ て る 。 だ か ら 休 憩 し て い
る 姿 し か 想 像 で き な い 、 っ て こ と な ん や 。 元 気 な 人 や っ た ら 働 い て る と
こ 想 像 す る や ん な ？ 例 え ば 、 人 が 仕 事 と か し て い る と き と か 一 生 懸 命 や




け ど 、で も 、お か ん に 関 し て は そ う や ね 。二 連 て い う の は 、「 牛 が な い た
ら  じ っ と ひ び き に 」 っ て い う の は 、 牛 が い な い ん や ん か な 。 牛 が い た
ら も っ と 仕 事 が 楽 な の よ 。 で も 、 そ の お 母 さ ん は な 、 牛 が い な い っ て い
う 。 な ん で い な い か っ て い う と 、 こ れ は 書 い て へ ん の や け ど 、 他 の 詩 に
書 い て あ る ん や け ど 、 作 者 の 妹 お つ る っ ち ゅ う ん や け ど 、 お つ る を 嫁 に
や る た め に 、 嫁 入 り 道 具 を 買 う の に 、 牛 を 売 っ た の よ 。 そ う い う 情 景 が
あ る ん や け ど な 。 で 、 そ の ＊ ＊ 牛 が い な い っ て い う 。 だ か ら 二 連 が あ る
わ け よ 。 お つ る 死 ん じ ゃ う ん や け ど な 。 た だ 、 そ の 一 連 二 連 が あ っ て 、
最 後 に お 母 さ ん が み た い っ て い う 。 三 連 が 一 番 大 事 な ん や け ど 、 中 身 と
し て は 大 事 。  
前 原 ： で 、 証 拠 が 一 、 二 連 に あ る …  
Ｍ 教 諭：一 、二 連 に 動 機 が あ る ん や ん か な 。そ の 、「 お か ん が み た い 」っ て い う
動 機 が あ っ て 。 で そ れ が ど う し て か っ て い う と 、 三 連 に 「 大 き い 春 が 回
っ て く る 」っ て い う 、「 大 き い 美 し い 春 」や か ら 、春 が 作 者 は も の す ご い
好 き で 、 好 き や か ら そ の 春 が 回 っ て く る か ら 、 繰 り 返 し 来 る っ て こ と や
ろ 。 回 っ て く る た ん び に 「 年 が よ る 」 っ て 書 い て あ る 。 普 通 年 は と る っ
て い う や ろ ？ そ れ の 違 い っ て 分 か る ？  
前 原 ： 考 え た こ と 無 か っ た で す 。  
Ｍ 教 諭 ： 分 か る ？  
研 究 協 力 者 １ ： 分 か ん な い で す 。  
Ｍ 教 諭 ： 誕 生 日 来 た ら 、 年 を 「 よ る 」 っ て 言 う ？ 「 と る 」 っ て 言 う ？  
研 究 協 力 者 １ ： 年 を と る っ て い う …  
Ｍ 教 諭：年 を「 と る 」っ て 言 う や ろ ？ だ か ら 、お 母 さ ん が 名 、き っ と 子 ど も は 、
春 に 誕 生 日 が あ る っ て い う ん や 、絶 対 に 。と し を「 と る 」っ て と る ん や 、
「 よ る 」 を 。 で も 、 と し を 「 と る 」 っ て い う の は 、 1 歳 が 2 歳 に な る 、
10 歳 は 1 0 歳 に な る 、 2 0 歳 は 2 0 歳 に な る っ て こ と に し よ 。 年 が 「 よ る
￥ っ て い う の は な 、 年 が 「 よ る 」 っ て い う の は 、 死 に 近 づ く っ て い う こ
と や 。 老 け る っ て こ と な ん や ん か 。 と し を 「 よ る 」 っ て い う の は 、 老 け
る っ て い う こ と 、簡 単 に 言 う と 。で 、「 目 に 見 え る 」っ て 書 い て あ る や ろ ？




や っ た ん が 2 4 歳 に な り ま し た 、 年 と っ た や ん か 、 見 え る ？  
研 究 協 力 者 １ ： 見 え な い で す 。  
Ｍ 教 諭 ： 見 え な い や ろ ？ そ れ が 、 年 を 「 よ る 」 っ て い う の が 目 に 見 え る っ て い
う こ と は 、 ど ん な こ と ？ 明 ら か に 目 に 見 え る ほ ど 、 お か ん は 弱 る っ て こ
と な ん や ん か な 。 つ ま り 、 腰 が 思 い っ き り 曲 が る と か 、 も う 髪 の 毛 が 真
っ 白 に な る と か 、 し わ し わ に な る と か 、 ぐ っ と 痩 せ る と か 、 そ ん な 状 況
な の よ 。年 が 寄 る っ て い う の は 。で 、「 春 」っ て い う の は 何 か っ て い う と 、
春 は な 、田 の 中 で 一 番 過 酷 な 仕 事 な ん や ん か 。田 植 え の 前 に 、し ろ か き 、
知 ら ん や ん な ？ し ろ か き っ て い う て 、 土 作 り を せ な あ か ん ね ん 。 冬 の 間
ほ っ た ら か し と っ た ん を 耕 し て 、 水 入 れ て 、 な ら さ ん と あ か ん 、 そ れ が
め ち ゃ く ち ゃ し ん ど い 仕 事 な ん や ん か 。 春 が 来 る と そ れ を し や な あ か ん
わ け や ん か 。 だ か ら 、 お か ん に と っ て は 一 番 苦 し い 仕 事 や っ た ん や な 、
田 ん ぼ の 中 で 。 そ の 春 が 来 る 、 大 好 き な 春 や の に 、 春 が 来 れ ば お か ん が
こ ん だ け 弱 っ て い く っ て い う 。 そ の お か ん は 今 日 も き っ と 一 人 で 休 ん で
る や ろ な 、 牛 が い た ら い い の に な っ て き っ と 思 っ て る や ろ な 、 そ ん な 春
の 状 況 の 中 で 、 ま た 春 が 来 れ ば お か ん が 弱 っ て し ま う 、 そ れ を 嘆 い て る
わ け よ 。だ か ら お か ん が「 み た い 」っ て い う 。「 み た い 」っ て い う の は「 見
る 」 じ ゃ な く て ね 、 面 倒 を 「 み た い 」 っ て い う 「 み た い 」 な ん や け ど 、
漢 字 書 い て な い か ら な 、 あ の 「 み た い 」 っ て い う の は 平 仮 名 で 。 そ れ で
も 作 者 は や っ ぱ 、 何 か 事 情 が あ っ て 、 お か ん の 元 に 帰 れ な い っ て い う 事
情 が あ る ん や ろ な 。 そ の 時 の 葛 藤 っ て い う の が あ る わ け 。 深 い や ろ ？  
前 原 ： 深 い で す ね 。  
Ｍ 教 諭 ： 読 め へ ん け ど さ 、 簡 単 に 。  
前 原 ： こ れ は ど こ ま で 行 こ う と ？  
Ｍ 教 諭 ： 最 後 ま で や る 。  
前 原 ：「 お か ん が み た い 」 の と こ ろ ま で ？  
Ｍ 教 諭 ： や る や る 。  
前 原 ： 結 構 時 間 か け て っ て 感 じ で す よ ね ？  
Ｍ 教 諭 ： で も 、 来 週 は ま た 新 し い と こ ろ に 変 え る 。 今 週 ど こ ま で 行 け る か や っ




前 原 ： ま た や っ た ら 戻 っ て き て … て 感 じ な ん で す か ね ？  
Ｍ 教 諭 ： 戻 る 、 戻 る 。  
前 原 ：『 ク ロ ツ グ ミ 』 は い つ 戻 す ん で す か ？  
Ｍ 教 諭 ： え ～ と ね 、 2 学 期 に し よ か な  
前 原 ： 2 学 期  
Ｍ 教 諭 ： も っ と 力 つ い て か ら し よ か な と 。  
前 原 ： そ れ は 、 結 構 難 し い 内 容 と い う こ と で す か ？  
Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 、 そ う そ う 。  
前 原 ： 今 日 見 て い て 思 っ た こ と 。 先 生 、 よ く 子 ど も た ち の イ メ ー ジ を 変 え る っ
て 言 わ れ る じ ゃ な い で す か 。そ の「 イ メ ー ジ を 変 え る 」っ て い う こ と と 、
「 考 え を 変 え る 」 っ て い う こ と っ て い う の は 、 先 生 の 中 で は 分 け ら れ て
想 定 さ れ て い る の か 、 そ れ と も 同 じ よ う な 意 味 合 い な の か 。  
Ｍ 教 諭 ： い や 、 ち ょ っ と 違 う 。 考 え っ て 言 う の は 言 葉 で あ っ て 、 で も 、 イ メ ー
ジ っ て い う の は 内 容 や ん か な 。 ほ ぼ 重 な っ て る ん や け ど 、 イ メ ー ジ っ て
い う の は 、 言 葉 と ち ゃ っ て (違 っ て )、 も っ と 膨 ら ま せ る こ と が で き る と
思 う 。 例 え ば 、 峠 の こ こ に あ る っ て い う の は 、 考 え が 変 わ っ た っ て こ と
や ろ ？  
前 原：そ う で す ね 。て っ ぺ ん に あ る と 思 っ た の が 、あ の 間 に あ る っ て い う こ と 。  
Ｍ 教 諭 ： で も 、 そ の 峠 田 の 状 態 、 峠 田 っ て い う の は こ こ に あ っ て 、 で 、 お か ん
が て っ ぺ ん と い う の は 、峠 の て っ ぺ ん に 立 っ て て 、誰 か 言 う て た や ん か 、
そ の バ ッ ク が 広 い 空 が あ っ て 、 こ こ に い た ら お か ん が 浮 い て る よ う に 見
え る っ て い う 、 そ れ が イ メ ー ジ が 変 わ っ た っ て い う こ と や ん か な 。 今 気
い つ い た 。 そ ん な こ と あ ん ま 区 別 は し て へ ん の や け ど 。 で も 、 も っ と も
っ と イ メ ー ジ は 膨 ら ま せ ら れ る と 思 う 。 足 ら ん 、 ま だ ま だ そ こ が 足 ら ん
ね ん 。 自 分 の 力 の ＊ ＊ な と こ 。  
前 原 ： 僕 は そ こ が ち ょ っ と 分 か ら な か っ た の で 、 子 ど も た ち の 考 え が 変 わ る っ
て い う こ と は ど う い う こ と な の か な 、 と 思 っ て 。  
Ｍ 教 諭：考 え っ て い う の は 、問 題 が あ っ て 、問 題 に 対 す る 自 分 の 考 え が あ っ て 、
そ れ が 変 わ る っ て い う こ と や か ら 、 そ ん な 風 に 捉 え た ら え え と 思 う 。 そ




の や け ど な 。  
前 原 ： 考 え が 終 わ っ た 後 の イ メ ー ジ の 変 化 っ て い う 感 じ  
Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 。 だ か ら 、 イ メ ー ジ は 変 化 す る っ て い う よ り 、 喚 起 さ れ る っ
て い う か 、 も う 一 回 想 像 が 膨 ら む っ て い う ん か さ 、 そ う い う こ と な ん や
け ど ね 。 だ か ら 、 思 っ て た こ と と 違 う こ と が 見 つ か る 、 そ し て イ メ ー ジ
が 膨 ら む っ て い う 。 さ っ き も 言 っ て た お か ん の 苦 し み と か さ 、 お か ん が
大 変 や と か 、 も っ と や ら な あ か ん ね ん 。 峠 田 の て っ ぺ ん で ひ と り ぼ っ ち
で 、 今 度 そ ん な こ と は し や ん の や け ど 、 そ ん な こ と 想 像 す る の か っ て い
う こ と す る ん や け ど 。 お か ん が 、 例 え ば 、 5 分 働 い た ら 30 分 休 ん で 、 5
分 働 い た ら 30 分 休 ん で 、 っ て い う こ と を 繰 り 返 し て る ん や で っ て 、 そ
う い う こ と が 出 て き た ら イ メ ー ジ や と 思 う 。 し ん ど さ っ て い う の は 分 か
る や ん か 。 た っ た 一 人 で や っ て る 、 峠 田 の ＊ ＊ が し ん ど い 、 そ の し ん ど
さ っ て い う の を 想 像 し て し ま う く ら い の 、 し ん ど さ っ て の を イ メ ー ジ と
し て 膨 ら ま し て い く っ て い う か な 。  
前 原 ： 情 景 っ て い う よ り 、 心 情 に 寄 っ て る っ て 感 じ で す か ？  
Ｍ 教 諭：い や い や 、情 景 あ る し 、心 情 も あ る し や と 思 う 。そ う 、情 景 も あ る よ 、
情 景 の 場 合 も あ る 。で も あ そ こ で は 、お 母 さ ん が「 ぴ ょ っ く り う か し て 」
立 っ て る て い う 、 そ ん な 情 景 を 想 像 す る よ り も 、 作 者 が 、 主 人 公 は 作 者
や か ら 、 作 者 が な ぜ そ う い う こ と を 想 像 し て い る の か っ て い う 風 な こ と
で イ メ ー ジ 膨 ら ま す 方 が 大 事 や と 思 っ て る ん や 、 あ そ こ で は 。  
前 原 ： 見 方 っ て こ と で す か ？ 最 初 は 割 と 山 の 情 景 で 、 お 母 さ ん の 情 景 だ け で す
よ ね 、 お そ ら く 子 ど も た ち は 。 僕 も そ う い う 感 じ 。 で も 、 や っ て く 中 で
も っ と 違 っ た 視 点 で …  
Ｍ 教 諭 ： 違 っ た 視 点 っ て い う か 、 そ れ を 想 像 し て い る 作 者 の こ と が お か し い っ
て も っ て か な あ か ん と 思 う ね ん 。  
前 原 ： 作 者 の …  
Ｍ 教 諭：そ う 。な ぜ そ ん な こ と を 想 像 す る の か っ て い う 、そ っ ち が 大 事 や ね ん 。
峠 田 が ど こ に あ る か と か 、 お か ん が ど ん な 状 況 か 分 か る こ と よ り も 、 そ
れ を 使 っ て 、 作 者 が な ぜ こ ん な こ と を 想 像 す る の か っ て い う こ と の が 大




前 原 ： じ ゃ あ 、 作 者 の 側 に … シ フ ト し て い く た め に …  
Ｍ 教 諭 ： そ う や で 。 中 心 人 物 が 作 者 や も ん 。  
前 原 ： あ あ い う こ と を し て く っ て い う 。  
Ｍ 教 諭 ： そ う 。 物 語 と 一 緒 や ん か 。 中 心 人 物 が な ぜ こ ん な 変 な 行 動 す る の ？ て
い う こ と と 一 緒 で 、 作 者 は な ぜ こ ん な こ と を 想 像 す る の ？ な ん で ＊ ＊ み
た い な こ と を す る の ？ な ん で 作 者 は 年 が よ る の が 見 え る な ん て こ と を 言
う の ？ お か ん が な ぜ み た い て 言 う の ？ っ て こ と や か ら さ 。  
前 原 ： 子 ど も た ち は で も ま だ そ ん な こ と 最 初 は ＊ ＊ …  
Ｍ 教 諭 ： ま だ ま だ ま だ 。  
前 原 ： 情 景 だ け の 、 そ れ が 最 初 の イ メ ー ジ で あ っ て 、  
Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 、 そ う そ う 。  
前 原 ： 言 葉 と か を 調 べ て っ た り と か 、 議 論 と か し て く 中 で 、 作 者 の 意 図 と い う
か そ っ ち に 近 づ か せ て い く 、そ こ が 変 わ れ ば イ メ ー ジ も 変 わ る 、と い う 。  
Ｍ 教 諭 ： 変 わ る 。 そ う じ ゃ な い と 、 な ん か あ か ん や ろ な ぁ っ て い う か 。  
前 原 ： 物 語 で い う と 、 主 人 公 の 見 方 、 見 方 と い う か 、 主 人 公 の 方 へ シ フ ト し て
い く 。  
Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 、 そ う そ う 。 中 心 人 物 で す よ 。 だ か ら 、 物 語 や っ た ら 中 心 人
物 で 行 か な あ か ん の や け ど 、 今 回 中 心 人 物 誰 か と い う と 作 者 っ て も う 出
て く ん の や け ど 、 あ れ は 作 者 が な ぜ こ ん な 想 像 し た の か な ん て こ と は 出
え へ ん か ら 、 い き な り は 。 だ か ら ま ず 、 あ っ か ら (あ そ こ か ら )入 っ て い
っ た だ け の こ と な ん や け ど 、 う ん 。  
前 原 ： 詩 っ て い う の は 、 構 造 上 す べ て 作 者 が 書 い て ま す よ ね ？  
Ｍ 教 諭 ： 当 然 そ う や 。  
前 原 ：『 ク ロ ツ グ ミ 』 の と き も 、 あ れ 子 ど も た ち が い っ ぱ い 言 っ て ま し た け ど 、
あ れ も や っ    ぱ 作 者 が 全 部 言 っ て る ん で す ね ？「 ピ ィ 」の と こ ろ も 。  
Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 、「 ピ ィ 」 の と こ ろ も 。 あ っ 、「 ピ ィ 」 は あ れ 、 ク ロ ツ グ ミ が
言 っ て る 。  
前 原 ： あ れ は ク ロ ツ グ ミ が 言 っ て る 。 で も 、 そ れ を 聞 い て る 作 者 が い る 。  
Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 、 書 い て る か ら な 。  




Ｍ 教 諭 ： 作 者 。  
前 原 ： 作 者 っ て こ と で す ね 。 ク ロ ツ グ ミ が 言 っ て る こ と を 作 者 が 聞 こ え て 、 そ
の ま ま 書 い て る っ て い う 見 方 で す か 。  
Ｍ 教 諭 ： う ん う ん 。 で も 、 詩 に よ っ た ら さ 、 登 場 人 物 が や る 場 合 も あ る よ ね 。
そ り ゃ そ う い う 詩 も あ る か ら な 。  
前 原 ： 割 と 、 詩 っ て い う 材 っ て 複 雑 だ な っ て い う 。  
Ｍ 教 諭 ： 難 し い よ 、 詩 、 難 し い ね ん 。  
前 原 ： 書 い た 時 点 と こ う や っ て 教 材 に な っ た 時 点 で は 、 大 分 質 が 変 わ る っ て い
う こ と を 、こ の 前 教 え て い た だ い て 、『 ク ロ ツ グ ミ 』は ど う い う 風 な の か
な っ て 考 え た の で 。  
Ｍ 教 諭 ： で も 、 作 者 の 手 離 れ て し ま っ た ら 、 こ っ ち が ど う 解 釈 し よ う が 、 そ れ
は 自 由 や ね ん け ど 。 で も 、 作 者 っ て の は 言 葉 ・ 文 の 作 り 方 と か つ な ぎ 方
と か 、 す ご く 意 識 し て や っ て る か ら 、 そ れ 、 や っ ぱ こ っ ち が 読 み 解 か へ
ん か っ た ら 、 好 き で 読 ん で も え え っ ち ゅ う こ と じ ゃ な い ん や ん か な 。 結
局 、 そ の 読 み を 深 め る っ て い う の は 作 者 の 意 図 が 分 か る っ て い う こ と や
と 思 う し ね 。 で も 、 今 日 の あ の 『 春 』 っ て 詩 の 内 容 に は 、 そ う い う 風 な
子 ど も の 、 子 ど も を そ う い う 風 に 考 え さ せ て い く た め の 内 容 が あ る わ け
や ん か な 。 で も 、 そ の こ と に 気 づ か へ ん か っ た ら 、 あ の 詩 も 、 あ ん な 風
な 授 業 は 絶 対 で き や へ ん や ん か 。 た だ 読 ん で 、 あ 、 お か ん の こ と み た い
と 思 っ て る ん や な 、 っ て 言 っ て 、 な ん で お か ん が 、 あ っ こ (あ そ こ )は だ
か ら 普 通 の 授 業 や っ た ら 、 お か ん が 年 よ る の が 悲 し い か ら み た い と 思 っ
て る で す ぐ 終 わ っ て し ま う か も し れ や ん け ど 、 そ う じ ゃ な い か ら ね 。 そ
れ は や っ ぱ 教 材 解 釈 や ね ん と 思 う ん や け ど 。  
前 原 ： 今 日 ち ょ っ と 気 に な っ た と い う か 、 印 象 的 だ っ た の が 、 大 分 子 ど も た ち
か ら 前 半 ワ ァ ー っ て た く さ ん 出 て き て 、 こ れ っ て す ご い な っ て 思 っ た ん
で す 。 で も 問 題 を 誰 で も 出 し て い け る っ て い う 。 で 、 人 に 、 聞 い て そ れ
を 受 け て 返 し た り と か 、 さ ら に っ て い う 感 じ が あ っ て 、 す ご く 盛 り 上 が
っ て る 感 じ が あ っ た ん で す け ど 。 峠 の と き に な っ た と き に 、 先 生 が 「 道
は ど こ に 作 る の ？ 」 っ て 言 う と き に 、 ち ょ っ と 分 か り に く そ う な 感 じ に




の と か 上 手 く 説 明 で き な か っ た じ ゃ な い で す か 。 で 、 結 構 先 生 が 細 か く
や っ て っ た の か な っ て 思 っ た 。 で 、 村 が あ っ て 、 こ こ に 道 が 通 る ん だ よ
っ て こ と で 、 こ っ ち だ っ て こ と に な っ た じ ゃ な い で す か 、 峠 田 の そ の 。
子 ど も た ち の 反 応 か ら 、 あ ん ま り 分 か っ て な い よ う な 印 象 を 僕 は 受 け た
ん で す け ど 。  
Ｍ 教 諭 ： そ れ は 分 か ら へ ん と 思 う よ 。 こ っ ち が 説 明 せ な あ か ん と 思 っ た く ら い
や も ん 。 峠 っ て 何 か っ て こ と を 。 辞 書 引 い て も 、 多 分 分 か ら へ ん や ろ な
っ て い う の は あ る し ね 。  
前 原 ： 道 っ て こ と を 調 べ な き ゃ 分 か ら な か っ た で す よ ね 。 道 が 何 か っ て い う 。  
Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 。 あ れ も ね 、 難 し い よ 。 例 え ば さ 、 子 ど も が ね 、 や っ ぱ り 、
言 葉 の 適 応 っ て い う の を で き へ ん と 思 う 。例 え ば 、峠 な ん て 、「 今 晩 が 峠
で す 」 っ て 言 わ れ る こ と が あ る や ん 。 例 え ば 、 病 気 と か で 。 そ う い う と
き と か に 、 も う 今 晩 生 き る か 死 ぬ か っ て い う 瀬 戸 際 や っ て い う こ と や か
ら さ 、 そ う い う 「 峠 っ て こ う い う 使 い 方 が あ る よ 」 っ て い う こ と が 子 ど
も た ち か ら 出 て く り ゃ 、 そ れ で 使 え る ん や け ど ね 。 で も 、 そ う い う の が
子 ど も た ち に 無 い も ん 。 無 い し 、 あ そ こ は も う 説 明 せ な あ か ん っ て 思 と
っ た 。 ほ ん と は 峠 で や る つ も り 無 か っ た ん や 。 本 当 は 、 今 日 は 。 や る つ
も り 無 か っ た し 、 こ ん な ん こ っ ち が 説 明 し て 「 こ こ や で 」 っ て や る つ も
り や っ た ん や け ど 、 子 ど も が た ま た ま 「 峠 田 っ て 」 と か 「 て っ ぺ ん て 」
て い う よ う な こ と が 出 て き た か ら さ 、 や っ た ん や け ど ね 。 そ こ を 使 お う
と 思 っ た ん や け ど 。 あ れ は あ れ で 仕 方 な か っ た ん ち ゃ う か な と は 思 う 。  
前 原 ： 子 ど も た ち は 、 割 と て っ ぺ ん っ て い う の に 引 っ 張 ら れ た の は あ り ま す け
ど 、 多 分 田 ん ぼ は 山 の 上 に 、 山 の 方 に 道 が あ る と も 多 分 思 っ て た と 思 う
ん で す よ 。  
Ｍ 教 諭 ： 当 然 そ う 。  
前 原 ： 高 い と こ ろ に も 上 る 道 も あ る と 思 っ て い て 、 こ っ ち の 道 だ っ て こ と に 対
し て 、「 じ ゃ あ 、こ っ ち の 道 は 何 の た め に あ る ん だ ？ 」と か 、そ う い う の
で で き な か っ た の か な 、 と 思 っ て 。 ま あ 、 そ こ は 先 生 は ど う い う 風 に ？  
Ｍ 教 諭 ： そ ん な ん 何 に も 考 え て な く て ね 、 早 く 解 決 し た か っ た 。  




Ｍ 教 諭 ： う ん 。 時 間 か け て や る こ と で も 無 い な っ て 思 て た も ん で ね 。 た だ 、 峠
田 っ て い う 、 最 後 の あ れ は 必 要 や っ た ん ね 。 あ の … た っ た 一 人 が て っ ぺ
ん 、 た っ た 一 人 が 一 番 不 利 な 条 件 で 田 ん ぼ 作 っ て る っ て こ と を や ら な あ
























実 践 に 関 す る Ｍ 教 諭 イ ン タ ビ ュ ー ②  
 日 時 ： 20 09 / 11 /2 9  1 3： 00～ 14： 3 0 場 所 ： Ｍ 小 学 校  5 年 生 ク ラ ス に て  





研 究 協 力 者 １ ： い つ も 授 業 を 見 せ て い た だ い て い て 、 先 生 が 黒 板 に 書 か れ て い
る 「 き く 」  
Ｍ 教 諭 ： う ん 、 よ く 書 く よ ね 。 耳 へ ん の 「 聴 く 」 や ろ ？  
研 究 協 力 者 １ ： は い 、「 聴 く 」。 こ れ は 、 私 が 見 さ せ て い た だ い て い る 範 囲 な の
で す け ど 、 い つ も 子 ど も た ち に 言 わ れ る と き は 、 耳 へ ん の 方 の
「 聴 く 」 を 使 わ れ て い る ん で す か ？  
Ｍ 教 諭：え え 、そ う 。こ れ は 、昔 か ら そ う で 、「 聴 く 」っ て い う 言 葉 の 意 味 を 子
ど も た ち に 伝 え る ん や け ど 、 普 通 、 門 が ま え の 「 聞 く 」 や ん な ？  
研 究 協 力 者 １ ： は い 。  
Ｍ 教 諭 ： 例 え ば ね 、 こ う い う コ ン コ ン と い う 音 。（ 指 で 机 を た た く 。） こ れ や っ
た ら ど っ ち 使 う ？  
研 究 協 力 者 １ ： 門 が ま え の 「 聞 く 」。  
Ｍ 教 諭 ： 門 が ま え の 「 聞 く 」 や ろ ？ 音 に は 意 味 な ん て 無 い や ん か 。 例 え ば 、 そ
こ を 通 っ て 行 く 車 の 音 も 聞 く で 、 門 が ま え の 「 聞 く 」 や ろ ？ 「 聴 く 」 と
い う の は 、 そ の 内 容 を 聴 き 取 る っ て い う 意 味 が あ る ね ん 。 だ か ら 、 人 の
話 を き く っ て い う こ と と 、 音 が 耳 に 入 っ て く る っ て 聞 く 、 門 が ま え の 聞
く 、 そ れ も き く っ て こ と や ん な ？ 例 え ば な ん か 音 が 聞 こ え て き た 。 そ れ
は 、 こ ち ら が 意 図 的 に じ ゃ な く て 、 向 こ う か ら 勝 手 に 入 っ て く る っ て い
う の も 門 が ま え の 「 聞 く 」 や け ど も 、 耳 へ ん の 「 聴 く 」 は 、 こ っ ち が 聴
こ う と し な く て は 聴 け な い っ て 意 味 。 だ か ら 、 内 容 を 聴 き 取 る 、 こ っ ち
が 意 識 し て 内 容 を 聴 き 取 る と い う 作 業 が 、 授 業 の 中 で は 絶 対 必 要 な ん 。
授 業 だ け じ ゃ な く て 、 集 会 と か そ う い う 時 も そ う な ん や け ど 。 わ ざ と 耳
へ ん の「 聴 く 」っ て い う の を 使 っ て 、門 が ま え の「 聞 く 」と 耳 へ ん の「 聴
く 」 の 違 う っ て い う 意 識 を さ せ て い る  
研 究 協 力 者 １ ： そ れ は 、 4 月 の 最 初 か ら ？  
Ｍ 教 諭 ： も う 最 初 か ら 。 ど の 学 年 持 っ て も 、 ど の 子 た ち で も 。 で 、 こ れ は 「 耳
か ら 入 っ て 十 四 の 心 」 っ て 書 く や ん か ？ で 、 そ う い う こ と を 言 う ね ん 。
耳 か ら 入 っ て 十 四 の 心 で 聴 く っ て い う こ と を な 。 十 四 じ ゃ な い け ど 、 一




う こ と や ね ん 。  
研 究 協 力 者 １ ： 今 、 昔 か ら と お っ し ゃ っ て い た の で す け ど 、 そ れ っ て …  
Ｍ 教 諭 ： も う 、 初 任 の こ ろ か ら 。  
研 究 協 力 者 １ ： 一 番 最 初 か ら 。  
Ｍ 教 諭：い ろ ん な 先 輩 た ち か ら 教 え て も う た こ と も あ る か ら 、「 聴 く 」っ て 大 事
な こ と や っ て い う の が あ っ て 、 そ れ は し て き た ん や け ど も 、 で も 、 最
近 特 に 「 聴 く 」 っ て い う こ と が 全 て の 行 動 、 全 て の 学 び の 大 前 提 に な
る っ て こ と が 分 か っ た 、 も っ と 明 確 に な っ て き た も ん や か ら 、 こ こ 数
年 、 2、 3 年 、も う ち ょ っ と 前 か な ？「 聴 く 」っ て い う こ と の 徹 底 っ て
い う の は 、 以 前 よ り も 徹 底 さ せ る 、 徹 底 す る よ う に な っ て き た と 思 う
し 、 も っ と 価 値 が あ る な っ て い の は ね 。 例 え ば 、 人 の 話 を 聴 い て な い
と 、 問 題 を 作 っ た り だ と か 、 課 題 作 っ た り と か で き へ ん の や ん か な 。
そ れ が も っ と も っ と 明 確 に な っ て き た な っ て 、自 分 の 中 で 。こ こ 数 年 、
2、 3 年 前 、も う ち ょ っ と 前 か ら か な 、聴 か な あ か ん っ て い う の は 。以
前 か ら 大 事 や な っ て 思 っ て い た け ど  
研 究 協 力 者 １ ： 聴 く こ と が 大 事 っ て い う こ と を よ く 言 わ れ る よ う に は な っ て き
て い る じ ゃ な い で す か ？ で も 、 他 の い ろ ん な 授 業 と か を 見 せ て い た だ
い て い て も 、 Ｍ 先 生 の 授 業 と い う の は 聴 く こ と が 大 事 っ て い う こ と が
と て も 分 か り や す く て 、 今 も お っ し ゃ っ て い た よ う に 問 題 を 作 る に も
大 事 と か 、 ど こ に 大 事 な の か っ て い う こ と が 分 か り や す い し 、 子 ど も
た ち の 変 化 も 見 取 り や す く て 。  
Ｍ 教 諭 ： そ の 、 聴 か な い と 座 っ て も 何 も 始 ま ら な い 。 そ の ス タ ン ス っ て い う の
は 変 え て な い ん や ん か 。何 で も「 聴 く 」こ と か ら 始 ま る 。「 聴 く 」っ て い
う の は 、 あ る 意 味 別 の 言 い 方 を す る と 、「 集 中 」 な ん や ん か な 、 集 中 力 。
そ の こ と と セ ッ ト な ん や ん か な 、 い つ も 考 え て い う の は 。 そ れ と も う 一
つ は 、「 話 す 」っ て あ る で し ょ 、自 分 で 言 う っ て い う 。自 分 で 言 う っ て い
う こ と も 、 聴 け な い 人 間 っ て い う の は 言 え へ ん ね ん 。 単 な る お し ゃ べ り
や ね ん 、 発 言 じ ゃ な く て 。 ベ ラ ベ ラ 言 っ て い る だ け で 、 聴 い て 自 分 は ど
う 持 つ の 、 ど う 考 え る の か っ て い う こ と を 相 手 に 伝 え る っ て い う 意 図 が




「 話 す 」 こ と も 全 部 「 聴 く 」 こ と が 前 提 に な っ て く る 。 聴 け な い 人 間 は
話 せ な い 。 そ う 思 い ま す 。  
研 究 協 力 者 １ ： 今 、 初 任 の 頃 か ら 「 聴 く 」 こ と を 大 事 に さ れ て い る っ て お っ し
ゃ っ て い た ん で す け ど 、そ れ は 、い ろ ん な 先 生 か ら 聴 い て い た ん で す か ？  
Ｍ 教 諭 ： え っ と ね 、 僕 は 同 じ 研 究 会 に 所 属 し て い て 、 そ の 研 究 会 の 先 輩 、 先 生
た ち の 実 践 と い う の は 「 聴 く 」 こ と を 大 事 に し て い て 、 そ れ に か な り 影
響 は 受 け て い る 。で も 、み ん な「 聴 く 」こ と は 大 事 に し て い る 、「 聴 か な
あ か ん 、聴 か な あ か ん 。」っ て 。ど の 先 生 だ っ て 言 う じ ゃ な い ？ で も 、じ
ゃ あ 、 具 体 的 に ど う や っ て 子 ど も た ち が 聴 け る よ う に す る の か っ て い う
具 体 性 な ん か 、み ん な 持 っ て な い 。「 聴 き な さ い 」っ て い う だ け で 。聴 い
た と し て も 、 何 を 聴 い た の か 、 聴 い た 結 果 ど ん な 風 な プ ラ ス の こ と が 生
ま れ た の か っ て い う の は 、 あ ん ま み ん な 実 践 中 で も 見 せ へ ん や ん か な 。
結 果 と し て 見 え へ ん こ と な い ？「 聴 き な さ い 。」と は 言 う や ん ？「 聴 き な
さ い 、聴 き な さ い 。」っ て 。で も 、そ の 聴 く こ と で 何 が 生 ま れ た の か っ て
い う こ と を き ち っ と 事 実 と し て 出 し て な い 人 が た く さ ん い る 。で も 、「 聴
く 」 こ と に よ っ て 子 ど も が 考 え を 深 め た り 、 議 論 し た り 、 論 証 し た り 、
討 論 し た り っ て い う 、 結 果 と し て 生 ま れ て き て い る の で 、 す ご く 大 事 な
こ と や な っ て 思 う 。 だ か ら 、「 聴 き な さ い 」 っ て 言 う の は 簡 単 な ん や で 、
言 葉 で 。 よ く 言 う や ん な ？  
研 究 協 力 者 １ ： よ く 聞 き ま す よ ね 。  
Ｍ 教 諭 ：「 聴 き な さ い 」 っ て 言 う て 。 で 、 子 ど も た ち に 「 聴 き な さ い 。」 っ て 言
う て 、 子 ど も が シ ー ン っ て 静 か に な っ た ら 聴 い て い る っ て 勘 違 い し て い
る 人 お ら へ ん ？ 聴 い て な い も ん ね 、 あ れ は 。  
研 究 協 力 者 １：静 か に さ せ る と か 、自 分 の 指 示 に 従 い な さ い っ て い う こ と が「 聴
く 」 っ て な っ て い る こ と が 多 い な っ て  
Ｍ 教 諭 ： そ う い う こ と 。 そ う い う こ と や と 思 い ま す よ 。  
研 究 協 力 者 １ ： そ れ と は 、 先 生 の 「 聴 く 」 は 違 う だ ろ う な っ て 思 っ て 。  
Ｍ 教 諭：違 う 、違 う 。僕 、「 聴 き な さ い 。」な ん て 言 わ へ ん も ん 。「 聴 き な さ い 。」
と か 絶 対 言 わ へ ん も ん 。 聴 く よ う に 持 っ て い く だ け で ね 。  




一 つ の 実 践 で 、 っ て い う ？  
Ｍ 教 諭 ： い や い や 、 何 人 も の 人 。 で も な 、 す ご か っ た の は 、 あ る 先 生 が い て ん
ね ん や け ど な 。 そ の 人 の 授 業 っ て い う の は び っ く り す る よ 。 そ の 先 生 の
授 業 の 中 で 、 子 ど も っ て い う の を 徹 底 し て 聴 く の よ 。 も う す ご く 聴 く 。
そ の 授 業 を 見 た ら 、「 聴 く 」な ん て こ と は い い 加 減 な こ と じ ゃ な い っ て こ
と が 分 か る 。 も う そ れ は 初 任 の 頃 か ら 見 て い た か ら  
前 原 ： そ の 授 業 を 見 て 、「 聴 く 」 こ と の 大 事 さ を 痛 感 し た っ て い う ？  
Ｍ 教 諭 ： も う 、 す ご い わ 。 だ か ら 、 そ の 授 業 に 対 す る 憧 れ っ て の が あ っ て 、 そ
の 授 業 を し よ う と 思 う と 、「 聴 く 」こ と が 大 事 や っ て こ と も 分 か る し 。自
分 は そ う い う す ご い 先 生 の 実 践 に 憧 れ て 今 ま で や っ て き た か ら 、 や れ ば
や る ほ ど 近 づ け へ ん っ て 思 う ん や で 。 で も 、 あ れ を 目 指 さ な あ か ん て い
う 気 持 ち が あ る も ん や か ら 。  
前 原 ： そ の 実 践 に 出 会 う ま で は 「 聴 く 」 な ん て こ と は 全 然 大 事 だ と 思 っ て な か
っ た ？  
Ｍ 教 諭 ： だ っ て 、 学 生 の と き に 「 聴 く こ と の 大 切 さ 」 な ん て 教 え て も ら わ へ ん
や ろ ？  
前 原 ： 先 生 は 心 理 学 を 特 に …  
Ｍ 教 諭 ： う ん 、 心 理 学 。  
前 原 ： 先 生 、 大 学 は ど ち ら ？  
Ｍ 教 諭 ： 京 都 教 育 大 学 。  
前 原 ： 京 都 教 育 の 心 理 学 …  
Ｍ 教 諭 ： 京 都 教 育 の 教 育 学 科 の 心 理 学 科 。  
前 原 ： そ こ で 4 年 過 ご さ れ て 。  
Ｍ 教 諭 ： 過 ご し た だ け や で 。 勉 強 せ え へ ん か っ た 。 行 っ て い る だ け 、 あ ん ま り
行 っ て も な か っ た  
前 原 ： 現 場 に 行 っ た り と か も 無 く て ？  
Ｍ 教 諭 ： 無 か っ た 。 全 く な か っ た ね 。  
前 原 ： 教 採 を 1 年 で 、 4 年 の と き に 通 っ て ？  
Ｍ 教 諭 ： う ん う ん 。 あ の 頃 簡 単 や っ た か ら 。 誰 で も 通 っ た し 、 俺 で も 通 っ た ん




き な さ い っ て 言 わ れ て 、 全 然 書 け へ ん か っ た 。  
前 原 ： こ の 頃 は 特 に 、 教 師 に な っ た ら 大 事 に し よ う っ て い う も の は 無 か っ た ？  
Ｍ 教 諭 ： 無 か っ た 。 あ の 頃 っ て 、 テ レ ビ ド ラ マ で 先 生 の ド ラ マ っ て 多 い や ん ？  
研 究 協 力 者 １ ： 学 園 ド ラ マ 。  
Ｍ 教 諭 ： 学 園 ド ラ マ と か 。 金 八 先 生 と か あ っ た し 、 そ れ か ら い ろ ん な や つ あ っ
て 、あ あ い う 熱 血 感 の あ る 先 生 が 良 い 先 生 や っ て い う の が あ る や ん か な 。
で も 、 現 場 に 行 っ た と き に そ ん な ん 通 用 し な い っ て 本 当 に 分 か る よ 。 も
う 初 任 の 4 月 か ら 、現 場 に 行 く 前 か ら 、そ う い う 研 究 会 で 先 生 た ち と 勉
強 し て い た か ら 、 春 休 み の 段 階 か ら だ か ら 、 ち ょ っ と 心 構 え 持 っ て 現 場
入 っ て い っ た か ら 。  
前 原 ： 春 休 み に 行 っ て 、 そ の 「 聴 く 」 っ て い う か 、 授 業 の す ご さ っ て い う の に
…  
Ｍ 教 諭 ： 4 月 か ら ど ん な こ と 意 図 的 に や っ て い く か っ て こ と を 徹 底 し て 教 え て
も ら っ た 。 だ か ら 、 フ ワ フ ワ し た 気 持 ち で は 行 か へ ん か っ た と 思 う 、 自
分 で は 。  
前 原 ： そ れ は 何 人 く ら い み え た の で す か ？  
Ｍ 教 諭 ： 研 究 会 、 あ の 頃 ね 、 2 0 人 く ら い い た と 思 う 。  
前 原 ： 初 任 は 先 生 だ け ？  
Ｍ 教 諭 ： い や い や 、 同 じ 同 期 の や つ 何 人 か お っ た 。 3、 4 人 お っ た か な 。 で も 、
そ の 先 生 は さ 、 そ の 同 期 の や つ は み ん な 宮 坂 研 究 室 の 人 や ね ん 、 三 重 大
の 。  
前 原 ： な る ほ ど 。 じ ゃ あ 、 ず っ と そ う い う 勉 強 を ？  
Ｍ 教 諭 ： そ う 、 ず っ と 勉 強 し て き た 人 ら な ん や ん な 。 僕 だ け 全 然 知 ら ん と そ こ
行 っ て い る か ら  
研 究 協 力 者 １ ： そ の 勉 強 会 は 、 絶 対 行 け と か そ う い う の で は な い の で す よ ね ？  
Ｍ 教 諭：い や 、誘 わ れ た ん 。自 分 の 恩 師 の 先 生 が 入 っ て い た か ら「 来 や へ ん か ？ 」
っ て 言 わ れ て 。 で も 、 初 任 の 頃 か ら そ う い う 授 業 し て い く た め の 武 器 っ
て い う の を ど ん ど ん ど ん ど ん 吸 収 で き た も ん で 、 今 で も や っ て る ん や と
思 う 。 僕 、 無 か っ た ら も う 辞 め て い る と 思 う  




研 究 協 力 者 １ ： こ の Ｍ 学 級 の 5 年 生 に 話 が 飛 ん じ ゃ う の で す け ど 、 4 月 頃 に Ｍ
先 生 に お 話 し て い た だ い た 時 に 、 子 ど も た ち は 聴 く こ と が で き て い な い
と お っ し ゃ っ て た ん で す け ど 、 ど の よ う な 子 ど も の 様 子 と か ど の よ う な
こ と を 見 て 、 そ う 思 わ れ た ん で す か ？  
Ｍ 教 諭 ： ん と ね 、 手 遊 び 。 友 達 と の お し ゃ べ り 。 そ れ か ら 、 当 て た 時 に 何 も 答
え ら れ な い 。そ れ か ら も う 一 つ は 、言 っ て も 反 応 が 返 っ て こ な い と か ね 。
こ の 子 た ち で 一 番 多 か っ た の は 手 遊 び と 友 達 と の お し ゃ べ り 。 す ご か っ
た ね 。だ か ら 、そ う い う と こ ろ を 見 る と 、「 聴 く 」っ て い う こ と は 全 く で
き て へ ん な っ て 思 っ た 。  
研 究 協 力 者 １ ： こ の 手 遊 び や お し ゃ べ り に 関 し て は 、「 や め な さ い 。」 と 言 う 方
向 で 行 く の か 、 遠 ま わ し に と い う か …  
Ｍ 教 諭 ：「 や め な さ い 」 と も 言 う 。 け ど 、「 や め な さ い 」 と 言 っ て も や め ら れ ず
は ず が な い か ら 、 そ れ を や っ て い る こ と の 無 意 味 さ っ て い う の を 、 ち ゃ
ん と 子 ど も た ち に 伝 え る 。 そ れ が 全 く 意 味 が 無 い と い う こ と 、 そ れ が 勉
強 の 妨 げ に な る っ て い う 話 を す る 。 で 、 そ れ を じ ゃ あ や め さ せ る た め に
は 、 直 接 言 わ ん と 他 の 方 法 を 使 う 。 例 え ば ？  
研 究 協 力 者 １ ： は い 。  
Ｍ 教 諭 ： 例 え ば 、 い ろ い ろ あ ん ね ん け ど 、 思 い つ か へ ん の や け ど 。 例 え ば 、 隣
の 子 が 手 遊 び を や め た と す る や ろ ？ 「 あ な た 今 、 一 瞬 で も 集 中 し た ね 。」
っ て 「 み ん な 分 か る ？ こ の 子 が 集 中 し た の 。 何 で 集 中 し て い た か 分 か っ
た か 分 か る ？ 」 っ て 言 う と 「 分 か ら ん 。」 っ て 。「 こ の 人 ね 、 さ っ き ま で
ね 、 こ う や っ て し て い た の だ け ど ね 、 先 生 の 方 パ ッ て 見 た ん だ よ こ の 人
す ご い ね 。 こ う い う 事 が 自 分 を 変 え た っ て こ と な の だ よ 。」 っ て 言 っ て 、
他 の 子 た ち を そ の 気 に さ せ て い く 。そ う い う 手 を 使 う 。と か 、「 今 日 は あ
な た 1 分 我 慢 し た よ ね 、 明 日 は 2 分 で き る 。」 と か 。 だ か ら 、 結 果 的 に
は 「 や り な さ い 。」 じ ゃ な く て 、 課 題 を 与 え る ん や ん な 。 課 題 を 与 え て 、
そ れ を 突 破 さ せ て 、「 自 分 っ て い う の は 手 遊 び 無 く な っ て き た 。」「 俺 っ て
で き る ん や な 。」「 私 っ て で き る ん や な 。」 っ て い う 気 持 ち に さ せ て い く 。
「 一 瞬 で き た よ ね 。 こ れ が 10 秒 で き る か な ？ 」 っ て 。「 今 日 は ず っ と 1




と や め た な 。」 と か 。「 す ご い ね 、 誰 も 言 わ な く て 。」 と か 言 っ て 。「 次 の
時 間 は 、 そ れ が も っ と で き る と 良 い よ ね 。」 と か 言 っ て 、 や ら せ て い く 。
い ろ ん な 手 を 使 う 。  
研 究 協 力 者 １ ： 子 ど も た ち が 褒 め て も ら っ て 、 反 応 を 見 て い て 、 す ご い 嬉 し そ
う な ん で す よ ね 。 た だ 、 変 な 言 い 方 、 5 年 生 く ら い に な る と 、 褒 め ら れ
て も 何 か …  
Ｍ 教 諭 ： 冷 め て い る ん や ん か な 。  
研 究 協 力 者 １ ： そ う 、 冷 め て い る っ て い う 感 覚 が あ る の で す け ど 、 こ の 子 た ち
は す ご い …  
Ｍ 教 諭 ： 無 い よ ね ？ 無 い し 、 そ こ で な 、 6 年 生 と か 去 年 、 一 昨 年 も そ う や っ た
け ど 、子 ど も ら が 引 く や ん か 、「 あ ほ ち ゃ う ？ 」と か 。そ れ で も や ら な あ
か ん っ て 思 っ て ん ね ん 。で 、そ れ で も や っ て 、と こ と ん や っ て 、「 こ の 先
生 は 嘘 じ ゃ な く て 、ほ ん ま に そ う 思 っ て ん の や 。」っ て 思 わ せ る ま で や ら
な あ か ん て 思 っ て る 。 そ こ で 諦 め ち ゃ う と 、 冷 め た か ら 言 わ ん と こ に な
っ ち ゃ う と 、「 や っ ぱ 先 生 嘘 や っ た ん や 。」 っ て な る 、 子 ど も た ち が 。 あ
る い は 、 そ の 時 だ け の お べ ん ち ゃ ら や っ た ん や っ て 。 な ん ぼ 冷 め て も 、
子 ど も た ち が 引 い た と し て も 、「 こ れ は す ご い よ 。」 と か 「 あ な た す ご い
ね 。」っ て 言 い 続 け て 、言 い 続 け て 。本 当 に そ う 思 っ て い た ら 言 え る か ら
や っ ぱ そ う い う 価 値 観 、 本 当 に 子 ど も が や っ て る こ と が す ご い っ て 感 じ
ら れ る 教 師 じ ゃ な い と で き へ ん の や で ？ そ う い う 教 師 が 、 子 ど も た ち を
変 え ら れ る と 思 う 。 だ か ら 、 冷 め て も 引 い て も 、 し ら っ て し て て も 、 こ
っ ち が 徹 底 し て や っ て い く こ と が 必 要 や と 思 う 。  
研 究 協 力 者 １ ： 特 に ま さ し な ん か 結 構 冷 め て る 感 じ の 子 な ん で す け ど 、 す ご い
う れ し そ う に 笑 っ て る 。  
Ｍ 教 諭 ： ま さ し 、 笑 っ て い る 照 れ て る け ど ね 。  
研 究 協 力 者 １ ： 先 生 も お っ し ゃ っ て い た の で す け ど 、 今 何 で こ の 子 が 褒 め ら れ
て い る の か を ち ゃ ん と 分 っ て い る っ て い う の も 大 事 な の だ な っ て …  
Ｍ 教 諭 ： 一 昨 日 か 、 大 阪 の 宮 川 小 学 校 に 行 っ て 、 6 年 生 に オ ペ レ ー タ ー っ て い
う か 、 表 現 活 動 を 一 緒 に し て た ん や け ど 。 大 阪 の 子 や 、 み ん な な 、 冷 め




3 時 間 や り 続 け る 。 す る と 、 子 ど も た ち も 変 わ っ て く る 。  
研 究 協 力 者 １ ： そ の 時 間 で ？  
Ｍ 教 諭 ： そ の 時 間 で 。 本 気 で や っ て い る か ら 大 人 で も そ う や ん か な 、 褒 め ら れ
て う れ し い や ん か 。「 あ な た 、 こ の 論 文 す ご く ま と ま っ て い る わ 。」 と か
言 わ れ た ら な 。「 今 日 の プ レ ゼ ン 、 す ご く 分 か り や す か っ た 。」 と か な 。
子 ど も も そ う や と 思 う ん や ん か な 。 自 分 の 良 い と こ ろ 見 つ け て も ら え る
っ て 最 高 の こ と や ん か 。 だ か ら こ っ ち が ね 、 負 け た ら あ か ん ね ん 、 子 ど
も の そ の 雰 囲 気 に 。 よ う 負 け て し ま う ね ん 、 先 生 。 ザ ワ ザ ワ ザ ワ ザ ワ し
て き て さ 、 特 に 荒 れ て い る 学 級 な ん か に 行 く と さ 、 学 級 の 雰 囲 気 を 壊 し
て し ま う ボ ス み た い な や つ が 2 人 か 1 人 く ら い い や へ ん ？ そ い つ が 学 級
の 雰 囲 気 作 っ ち ゃ う っ て い う 。 そ れ に 負 け た ら あ か へ ん と 思 う 。 4 月 段
階 で 教 師 が 本 気 で 作 っ て か な あ か ん と 思 っ て い る 、 徹 底 し て だ か ら 、 4
月 最 初 は 勝 負 や 。  
研 究 協 力 者 １ ： 今 、 4 月 に 比 べ て 、 11 月 の 終 わ り に な る の で す け ど 、子 ど も た
ち は 「 聴 く 」 こ と が で き る よ う に な っ た な 、 と は 感 じ ら れ ま す か ？  
Ｍ 教 諭 ： 大 分 で き る よ う に な っ て き て い る  
研 究 協 力 者 １ ： そ れ は 、 ど う い う と こ ろ を ？  
Ｍ 教 諭：反 論 を で き る よ う に な っ て き た っ て い う こ と と … 。反 論 っ て 、「 で も な 」
と か 「 私 は 違 う の や け ど 」 と か 、 そ う い う の が 増 え て き て 。 ま だ あ か ん
の や で 、子 ど も た ち 、友 達 の 言 う て る こ と 、安 易 に「 そ や な 」「 う ん 」っ
て 納 得 し て し ま う 子 も 結 構 い る け ど 、 で も 、 そ の 中 で も 反 論 で き る 子 が
徐 々 に 出 て き て る て い う こ と は 、 本 当 は も っ と 早 い 時 期 に せ な あ か ん の
や け ど も 、そ れ は ね 、「 聴 く 」こ と が で き て き て る っ て 証 拠 や と 思 う ん や
ん か 。 ど う い う こ と か っ て い う と 、 自 分 の 考 え と 比 較 し な が ら 聴 い て い
る か ら で き る こ と な ん や ん か 、「 で も な 」と か っ て い う の は だ か ら 、僕 が
い つ も 子 ど も に 言 う の は 、「 聴 く 」っ て い う の は 、必 ず 自 分 の 考 え て い る
こ と と か 自 分 の 意 見 と の 違 い を 聴 か な あ か ん っ て 言 う ん や け ど 、 そ れ が
で き て き て い る っ て い う と こ ろ に 、 初 め て 「 聴 く 」 と い う こ と が で き る
よ う に な っ た っ て 感 じ て い る 。だ か ら 、変 に「 う ん 、う ん 。」っ て 言 っ て




も の を 明 確 に 分 か っ て き た と い う 、 そ れ が 、 僕 は よ う や く 聴 け る よ う に
な っ て き た と 思 っ て い る そ う い う 子 が 何 人 か 出 て き て い る っ て い う の は 、
あ れ や と 思 う し 。も う 一 つ は 、こ っ ち 側 の 指 示 を 1 回 で で き る よ う に な
っ て く る の は 大 き い な っ て 。 普 段 の 生 活 の 中 で や っ た ら な 、 成 長 や と 思
う 。 結 構 い ろ ん な 複 雑 な こ と を 言 う け ど も 、 1 回 で こ う や っ て こ う や っ
て 、 次 は こ う せ な あ か ん の や な っ て い う こ と が 分 か る 、 そ れ は 「 聴 く 」
っ て こ と や な っ て 思 う 。  
研 究 協 力 者 １ ： そ れ も 4 月 か ら 大 分 変 化 し て き た ？  
Ｍ 教 諭 ： 多 分 。 だ か ら 、 後 に も 出 て く る の や け ど 、 や っ ぱ 聴 い た こ と に よ っ て
対 応 で き る っ て い う 、 そ れ が で き て き て る っ て い う の は 一 つ の 結 果 や と
思 っ て る ね 。  
研 究 協 力 者 １ ： 私 か ら 、 見 せ て い た だ い て な ん で す け ど 、 す ご い 変 わ っ た な と
か 、 成 長 し た な と 感 じ て い る の は 、 よ く 今 ま で も お 話 さ せ て も ら っ て た
ん で す け ど 、 は る と と し ゅ う じ が 、 私 の 中 で す ご く 変 わ っ た な と 思 っ て
て 、こ の 2 人 に 関 し て Ｍ 先 生 は 、ど の よ う に 変 わ っ た な と か 考 え ら れ て
い ま す か ？  
Ｍ 教 諭 ： 逆 に 、 何 が 変 わ っ た と 思 う ？ は る と は ど う 変 わ っ て 、 し ゅ う じ は ど う
変 わ っ た っ て 見 え て い る の ？  
研 究 協 力 者 １ ： ま ず 、 は る と は 元 々 自 己 主 張 が 強 か っ た と 思 う の で す ね 。 自 分
が 言 い た い こ と を 言 う だ と か 、 あ と 人 を 選 ん で 話 す っ て い う と こ ろ が す
ご く あ っ て 、 4 月 な ん か は 1 番 前 に い た の で す け ど 、 隣 の 子 じ ゃ な く っ
て わ ざ わ ざ 離 れ た 子 と 話 す だ と か い う 場 面 を 私 は ず っ と 見 て て 、 最 近 は
積 極 的 に 周 り に い る 子 と 相 談 し た り 、結 構 安 易 に「 う ん 、う ん 。」っ て 言
っ て る ん で す け ど 、 話 を 聴 こ う と し て い る 姿 勢 は 見 え て き て る ん で す よ
ね 。あ と 、 2 4 日 、前 の 前 に 来 さ せ て い た だ い た と き に 、は な ち ゃ ん が ち
ょ っ と 黙 っ た シ ー ン が あ っ た じ ゃ な い で す か ？ で 、 そ の あ と に 、 ま き ち
ゃ ん と は る と と ま さ し に 当 て る ね っ て 言 っ た と き に 、 は る と の 前 で 先 生
が 質 問 を 変 え た ん で す ね 。  
Ｍ 教 諭 ： そ や っ た ？ 覚 え て な い け ど 。  




け ど 、 は る と の と こ ろ に 来 た 時 に 、 ど こ か ら そ れ が 分 か る っ て 訊 い た ん
で す よ 。 そ れ に 対 し て は る と が 、 ち ょ っ と 時 間 が か か っ た の で す け ど 、
ち ゃ ん と 適 格 に 答 え て た ん で す よ ね 。 結 構 今 ま で は る と の 意 見 っ て 、 的
を 外 す こ と が た ま に あ っ て  
Ｍ 教 諭 ： 聴 い て へ ん か ら な 。  
研 究 協 力 者 １：子 ど も た ち が「 え ～ ？ 」っ て い う 場 面 が 結 構 あ っ た の で す け ど 、
こ の 場 で 即 、 自 分 が 問 い に 対 し て 対 応 し 、 そ の 後 、 こ こ に こ う 書 い て あ
る か ら こ う で 、 だ か ら こ れ は 問 題 な ん だ っ て と こ ろ ま で 自 分 で 持 っ て い
た ん で す よ 。 こ れ は す ご い な っ て 思 っ て い て は る と は 聴 い て 、 先 生 は そ
の 時 「 ど こ か ら ？ 」 っ て 訊 い て い る の で す け ど 、 そ れ を 訊 い た 意 図 と し
て 、 そ れ が 問 題 に な る 原 因 な の だ っ て い う と こ ろ ま で 読 み 取 っ て い る っ
て 感 じ て … は る と は 先 生 の こ と を 好 き だ な っ て い う の は 感 じ る の で す け
ど 、 内 容 的 に す ご い 聴 け る よ う に な っ た な っ て 思 っ て い て 。 し ゅ う じ は
態 度 が す ご い 変 わ っ た ん で す よ ね 。 一 番 最 初 の 頃 、 こ こ （ 座 席 を 指 す ）
に い て 、 ず っ と 辞 書 を 触 っ て い た り  
Ｍ 教 諭 ： 遊 ん で い た  
研 究 協 力 者 １ ： は さ み イ ジ イ ジ し た り 。 見 て い る だ け で も 、 聴 く フ リ も し な い
っ て い う の が し ゅ う じ だ っ た ん で す け ど 、 と り あ え ず そ の 手 遊 び が 一 切
無 く な っ て 、 先 生 の 問 い に 対 し て 答 え よ う と す る 姿 勢 が 見 え て き た と い
う か 、 は る と で も あ っ た の で す け ど 、 周 り の 子 と 相 談 し よ う と し て い る
っ て い う 場 面 か ら 、 こ の 2 人 は す ご い 感 じ た の で す け ど 。  
Ｍ 教 諭 ： よ く 見 て い る な 。 僕 よ り は る か に 子 ど も の こ と よ く 見 て い る な っ て 思
う ん や け ど 。 毎 日 毎 日 会 っ て い る け ど 、 そ ん な あ れ や っ て 分 か ら ん け ど
や っ ぱ は る と は ね 、 昔 は て つ ろ う に し か 言 わ へ ん か っ た 。 今 で も そ う や
で 。 て つ ろ う に 意 見 を 言 う ね ん 、 4 月 の 最 初 ず っ と 。 ほ ん で 、 言 わ れ た
通 り 、あ の 子 は ち ょ っ と な 、自 分 の 集 中 の 焦 点 が 定 ま ら ん の や と 思 う わ 。
だ か ら 、何 訊 か れ て い る か 分 か ら へ ん し 、何 答 え て い い か 分 か ら へ ん し 、
っ て い う の が あ っ て 、 で も 言 い た い も の や か ら 、 適 当 に 思 い つ い た こ と
言 う て る ん や け ど も 、 で も や っ ぱ り そ う い う 点 も 聴 け る よ う に な っ て き




そ れ と 僕 も て つ ろ う か ら 離 れ る こ と を 徹 底 し て 言 っ て き た の よ 「 お 前 、
て つ ろ う と 一 生 一 緒 に い る ん か ？ 」っ て 。徹 底 し て や っ た か ら 、だ か ら 、
み ん な に 言 お う 、 み ん な に 言 わ な あ か ん っ て 思 っ て い る や ろ し 、 で き て
き て い る と 思 て い る や ん か な 。 た だ 、 は る と と し ゅ う じ も 共 通 し て い る
の は 、 や っ ぱ り ね 、 ち ょ っ と 怖 く な っ て き て い る の は 、 み ん な が す ご い
か ら そ れ で し ゅ う じ な ん か は 特 に そ う な ん や け ど 、 あ あ い う 性 格 で 「 自
分 だ け や ら ん で も 。」 っ て 4 月 そ う や っ た け ど も 、 み ん な が 進 ん で い る
か ら 、「 俺 も ち ょ っ と つ い て い き た い わ 。」 っ て 思 っ て い る ね ん 。 は る と
に し て も 。だ か ら 、よ う 言 う ね ん 。嫌 味 で 言 っ た ん ね ん や ん か な 、「 し ゅ
う じ 、 や ら ん で も え え か ら さ 。」 っ て 。「 も う 先 生 も 、 無 理 に し ろ っ て 言
わ へ ん し 、も う 疲 れ て い た ら 休 ん で て も え え よ 。」っ て 。「 い や 先 生 、俺 、
や り た い 。」っ て 言 っ て 。だ か ら 、本 当 の 気 持 ち の 中 で は 、し ゅ う じ も は
る と も み ん な と 一 緒 に や り た い し 、 で き る よ う に な り た い っ て い う 気 持
ち は も の す ご い 強 い と 思 う 。 そ れ が ね 、 上 手 く 引 き 出 さ れ て い る ん や と
思 う 子 ど も っ て そ う や ん か な ？ ど ん な 子 で も 、 ど ん な 悪 さ し て い る や つ
で も 、 ど ん な い い 加 減 な や つ で も 、 で き る よ う に な り た い っ て 思 っ て い
る し 、 ほ め ら れ た い っ て 思 っ て い る し 、 ち ょ っ と で も 自 分 良 く な り た い
っ て 願 い 、 み ん な あ る ん や ん か な そ の 願 い が あ る に も 関 わ ら ず 、 こ の 子
は や ら へ ん 子 や っ て 教 師 が 決 め つ け る 、 そ の 子 の や る 気 を 出 さ せ や ん っ
て と こ あ る や ん 。 で 、 み ん な 卑 屈 に な っ て く し 。 そ う や け ど も 、 上 手 に
あ の 子 た ち の 前 向 き な 気 持 ち っ て の を 引 き 出 さ れ て い る よ う な 気 が す る 。
で 、 周 り が さ 、 遊 ん で い る 雰 囲 気 無 く な っ て き て い る や ろ ？ 今 ま で は 、
は る と が 遊 ん で い て も 、 し ゅ う じ が 遊 ん で い て も 目 立 た へ ん か っ た 、 4
年 生 ま で は 。 み ん な そ う や か ら 。 で も さ 、 今 さ 、 そ ん な こ と し て い た ら
自 分 だ け 取 り 残 さ れ て い る っ て い う 感 じ が 実 感 と し て あ る ん や と 思 う や
っ ぱ 、 そ の 中 に 自 分 だ け 乗 り 遅 れ た ら あ か ん て い う 、 そ う い う 気 持 ち が
強 い ん ち ゃ う っ て 気 が す る 。 だ か ら 、 友 達 に よ っ て 変 え ら れ た ん や と 思
う わ 。 周 り の 友 達 に 。 だ か ら 、 は る と な ん か に し て み て も 、 て つ ろ う が
は る と だ け に 言 う な ん て こ と あ ら へ ん か ら さ 、 て つ ろ う は み ん な に 言 う




に し て も は る と に し て も や っ ぱ り 、「 俺 こ の ま ま だ っ た ら あ か ん 、も っ と
や り た い な 。」っ て い う 気 持 ち が 強 く 出 て い る ん ち ゃ う か な っ て 気 が す る 。
だ か ら 、 ま だ ま だ 不 十 分 や と 思 う で 。 や っ ぱ 、 は る と も し ゅ う じ も 学 力
的 に し ん ど い と こ あ る か ら 。 そ れ で 、 友 達 の 言 う て る こ と 聴 き に く い と
思 う し 、 難 し い と 思 っ て い る と 思 う な ん て 言 っ て い い か 分 か ら ん く て 、
戸 惑 っ て 、っ て い う と こ ろ が あ る か も し れ や ん け ど 、で も 、○ ○ さ ん (研
究 協 力 者 １ )が お っ し ゃ っ た よ う に 、ち ょ っ と で も 、は る と に し て も 何 と
か し て 聴 い て 、 自 分 の 考 え を 持 と う と し て 必 死 に な っ て や っ て い る と 思
う 。 し ゅ う じ も ウ ダ ウ ダ や け ど 、 何 と か せ な あ か ん っ て い う 気 持 ち に な
っ て い る と 思 う ま だ あ の 子 た ち の 中 で は 、 何 と か せ な あ か ん と 思 っ て な
い 子 の 方 が 多 い と 思 う 。 た だ 、 目 立 た ん と い る 子 っ て い る や ん 、 ど の 学
級 に も 、 う ち で も 。 ぴ ち っ と し て い た ら そ れ で 済 ん で い く 子 、 あ の 子 た
ち っ て の は な ん と か せ な あ か ん っ て い う の は 思 っ て へ ん と 思 う か ら 最 近 、
ま き を 指 し た り と か さ 、 は な も そ う や ね ん 、 ふ ゆ き と か も そ う や け ど 、
あ の 子 た ち は 別 に 普 通 の 子 や ね ん か 。 だ か ら 、 座 っ て い た ら 済 ん で い く
と 思 っ て い る 子 や か ら さ 、 今 度 は あ の 子 た ち に 徹 底 し て 当 て て 、 あ の 子
た ち を ど う す る か っ て い う と こ ろ を や っ て い か な あ か ん 。  
前 原 ： 当 て る っ て い う の は 、 自 分 か ら で は 言 っ て こ な い だ ろ う っ て い う の が 分
か っ て い る っ て い う こ と で す よ ね ？  
Ｍ 教 諭 ： そ う 、 言 わ ん で も 済 ん で く 子 た ち や か ら な 。 で も 、 言 わ ん と あ か ん の
や っ て い う 、聴 か ん と あ か ん の や っ て い う こ と を な 。わ ざ と あ て ん ね ん 。  
前 原 ： は る と く ん の 話 、 て つ ろ う に だ け 言 っ て い る っ て い う の が あ っ て 、 ビ デ
オ を 観 て 僕 ら も ち ょ っ と 調 べ よ う と 思 っ て い る の で す が 、 い つ 頃 か ら て
つ ろ う く ん と は 言 わ な く な っ た と か … 。  
Ｍ 教 諭 ： 分 か ら へ ん わ 。  
前 原 ： 気 づ い た ら で す か ？  
Ｍ 教 諭： 4 月 の 最 初 は ず っ と「 て つ ろ う 、な ぁ ？ 」っ て 、て つ ろ う と「 な ぁ ？ 」
と か 言 っ て い た 。 ほ ん ま ず っ と そ う や っ た も ん 。  
前 原 ： 去 年 も ず っ と あ ん な 感 じ だ っ た の で す か ？  




前 原 ： 最 初 ○ ○ さ ん (研 究 協 力 者 １ )は 、 は る と は 先 生 に か な り 見 て い る っ て 言
っ て い て 、 先 生 の 言 っ て い る こ と し か 聞 い て な い だ ろ う っ て 言 っ て い た
の で す が 、 て つ ろ う く ん に も か な り 同 意 を 求 め て い る ？  
Ｍ 教 諭 ： 必 ず 同 意 を 求 め て い る 。  
前 原 ： て つ ろ う く ん が し ゃ べ る と 「 う ん 、 う ん 。」 み た い に 聞 い て い て 。  
Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 。  
前 原 ： こ こ の 関 係 が 面 白 い な と 思 っ た の で す け ど 、 い つ 頃 か ら は る と く ん が そ
う じ ゃ な く て 、 他 の 子 に も 聴 く よ う に な っ た の か と か 、 何 が そ う さ せ た
の か と か 、  
Ｍ 教 諭 ： な ん や ろ な 。 い つ 頃 か と か 分 か ら へ ん け ど 、 や っ ぱ 、 2 学 期 に な っ て
か ら ち ゃ う か な ？ 全 然 覚 え て へ ん わ 。 い つ の 間 に か 。  
前 原 ： そ れ は 仲 が 悪 く な っ た わ け じ ゃ な い の で す よ ね ？  
Ｍ 教 諭 ： な い よ 。 休 み 時 間 と か 一 緒 に い る し 。 給 食 と か 一 緒 に 食 べ て い る し そ
の 時 も 言 っ た も ん な 、「 あ ん た 、 て つ ろ う と 結 婚 す る の ？ 」 と か 言 っ て 。 
前 原 ： そ の 時 何 て 言 っ て い た の で す か ？  
Ｍ 教 諭 ： 知 ら へ ん 。「 離 れ ろ 。」 っ て 、 バ シ っ と 言 っ た 。 そ の 時 は 厳 し く 。  
前 原 ： て つ ろ う く ん は 最 初 、 て つ ろ う く ん の こ と な の で す け ど 、 大 分 ク ラ ス の
中 心 に な っ て き た と い う 感 じ が し て 。  
Ｍ 教 諭 ： て つ ろ う と は る と は 今 で も こ い つ ら 覚 え て い る の や け ど 、 て つ ろ う と
は る と は こ の ク ラ ス の 一 番 の 癌 や っ た ん や 担 任 の 先 生 に 反 抗 す る 、 言 う
こ と 聞 か へ ん 。 で 、 て つ ろ う な ん か は 、 今 で も 他 の 先 生 に も の す ご い 嫌
わ れ て い る 、悪 く 言 わ れ る 、「 Ｍ 先 生 の 前 だ け え え 格 好 し て い る だ け や 。」
っ て 言 わ れ る 。だ か ら 、え え と こ 見 つ け た っ て く れ た ら え え ん や け ど な 、
そ う じ ゃ な く て 、「 ま だ Ｍ 先 生 が お ら ん と こ で は い い 加 減 な こ と や っ て い
る 」 っ て 散 々 言 う 人 は お る 。 そ れ く ら い て つ ろ う は 曲 者 や 。 4 月 最 初 、
て つ ろ う と は る と は い つ も セ ッ ト で い る か ら 、て つ ろ う と は る と は 4 月
最 初 全 然 や ら へ ん か っ た よ ね 、 話 聞 か ん か っ た し 。 で ね 、 い つ や っ た っ
け な 、 ま だ 始 ま っ て 1 週 間 経 た ん 時 く ら い か な 話 し て 、 絵 描 い て 、「 て
つ ろ う と は る と な 」 っ て 言 っ て 、 覚 え て い る わ 、 こ こ （ 先 生 の 机 ） に 呼




こ か ら ス タ ー ト し て 、 今 み ん な こ こ ま で 来 て い る 勉 強 し て 。 で も な 、 て
つ ろ う と は る と だ け 、 ま だ こ こ に お る で 。 こ こ 、 も う な 、 先 生 よ う 迎 え
に い け へ ん か ら 、 自 分 ら 泳 い で お い で や 。 船 っ て 言 っ た と 思 う わ 。 こ こ
ま で 泳 い で お い で や 。 戻 ら へ ん で な 。 明 日 は ま た こ こ ま で 行 く か ら な 。
あ ん た 、自 分 今 こ こ に お る っ て こ と 知 っ て い る ？ 」っ て 言 っ て 。「 あ あ 。」
っ て 。 こ ん な 話 し た ん 。 次 の 日 か ら 、 変 わ っ て 変 わ っ て 。  
研 究 協 力 者 １ ：「 や ば い 。」 っ て 思 っ た の で す か ね ？  
Ｍ 教 諭：う ん 。て つ ろ う な ん て 全 く 変 わ っ た 。お 母 ち ゃ ん も 家 庭 訪 問 し た 時 に 、
「 先 生 、 変 わ り ま し た 。」 っ て 言 っ て い た も ん 。 家 で も 「 対 応 、 対 応 。」
言 う て る っ て 家 庭 訪 問 の 時 に 言 う て た よ 。  
前 原 ： 4 月 の 初 め 頃 に あ の 話 を し て ？  
Ｍ 教 諭 ： 4 月 の 半 ば や っ た と 思 う よ 。 終 わ り ま で 行 っ て な か っ た と 思 う よ 。  
前 原 ： じ ゃ あ 、 結 構 早 い 段 階 で 。  
Ｍ 教 諭 ： て つ ろ う と は る と を 、 こ の ク ラ ス の 癌 や か ら 、 こ の 子 ら を 変 え る の が
ま ず 先 決 や と 思 っ た も ん で 。 一 番 初 め に 変 え や な あ か ん 子 っ て ク ラ ス の
中 で お る や ん か ？ そ れ が 今 回 、て つ ろ う と は る と や っ た も ん で 。だ か ら 、
て つ ろ う を 変 え れ ば は る と は 変 わ る と 思 っ た か ら 、 は る と は て つ ろ う に
影 響 さ れ る ん や か ら 、 ま ず て つ ろ う な ん や ん か な 。 て つ ろ う を 変 え る こ
と で 、 は る と も 徐 々 に 変 わ っ て き て 。 て つ ろ う は 賢 い も ん で 、 要 領 良 い
も ん で 、 は る と ば っ か に 授 業 中 言 わ へ ん や ろ ？ そ れ に は る と も そ う い う
風 に 合 わ せ て い く ん や と 思 う 。  
前 原：授 業 が 始 ま る 前 に 、て つ ろ う く ん が 一 番「 前 回 は こ う い う こ と を や っ て 」
っ て 言 う 。  
Ｍ 教 諭 ： 言 う や ろ ？ 調 子 乗 っ て い る ん や と 思 う  
前 原 ： そ れ で 、 こ こ に コ ミ ッ ト し て い る っ て こ と は す ご き こ と な ん だ ろ う と 思
い ま す し 、 そ う い う 前 の 話 が あ っ た ら さ ら に す ご い な と 思 っ て  
Ｍ 教 諭 ： そ う 、 そ う 、 そ う い う こ と 。 て つ ろ う が ま ず 核 や っ た か ら 、 変 え た っ
て い う 、 一 番 最 初 。  
前 原 ： し か も そ の 最 初 だ け じ ゃ な く 、 最 初 に 入 っ て も う そ の 後 来 な い か っ て 言




な 。」 と か 言 っ て い た り だ と か し て い る の で 、 ず っ と 授 業 に 居 続 け た り 、
人 の 意 見 聴 き 続 け て る の か な っ て 。  
Ｍ 教 諭 ： そ う な ん や で 。  
前 原 ： 割 と や ん ち ゃ な 感 じ が し ま す が 。  
Ｍ 教 諭 ： 確 か に 人 を 下 に 見 る こ と が あ る ん や 、 て つ ろ う は 。 だ か ら 、 他 の み ん
な も て つ ろ う に 対 し て 気 を 遣 う と こ ろ が ま だ あ ん ね ん け ど 。 で も ま あ 、
こ の 1 年 が 終 わ る 頃 に は 潰 し た ろ う と 思 っ て い る ん や け ど な そ う い う と
こ ろ が あ る 。  
研 究 協 力 者 １ ： 私 は ず っ と 4 月 か ら は る と を 見 せ て も ら っ て い る ん で 、は る と
が て つ ろ う の 真 似 を し て い る の か な っ て 感 じ る と こ ろ は あ っ た の で す よ 。 
Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 。 も う 、 て つ ろ う の 言 わ れ た ま ま や ね ん 、 あ い つ 。 だ か ら 、
自 分 ち ゅ う も ん 無 い か ら 。  
研 究 協 力 者 １ ： な ん か 、 て つ ろ う が 「 う ん 。」 っ て 言 え ば 、「 あ 、 て つ ろ う も 言
っ た か ら 俺 も 言 う ん だ 。」 み た い な 、「 う ん 」 っ て 言 う 。 て つ ろ う で 気 付
く み た い な と こ ろ が あ る の か な 、 っ て ず っ と 思 っ て い た の で す け ど こ の
前 、 ち ょ っ と 聴 き 方 が 変 わ っ た な と い う の が 、 思 っ て い て 。 そ れ こ そ 、
「 う ん 、 う ん 。」 と か も の す ご く 言 う タ イ プ じ ゃ な い で す か 、 は る と は 。
そ れ が 、 あ ま り 無 く な っ て い て 。  
Ｍ 教 諭 ： あ 、 そ れ は 止 め さ せ た 。  
研 究 協 力 者 １ ： そ う な の で す か 。  
Ｍ 教 諭：「 あ な た ち ね 、本 当 に 聴 け る よ う に な っ た ら ね 、そ う い う の は 先 生 耳 障
り だ 。」 っ て 言 っ て ね 。  
研 究 協 力 者 １ ： そ う な の で す か 、 な る ほ ど 。 す ご い 聴 き 方 が 変 わ っ た な っ て 。  
Ｍ 教 諭：し っ と り と 聴 け る よ う に な っ た よ な 。み ん な そ ん な 感 じ や ん な 。「 う ん 、
う ん 。」 っ て あ ん ま 言 わ ん く な っ た 。 あ の ね 、「 耳 障 り だ 。」 っ て 言 っ た 。
で ね 、「 そ れ は 本 当 に 聴 い て い る の か 分 か ら な い 。」 っ て 言 っ て ね 。 聴 い
て い る 証 拠 っ て い う の は 、 対 応 、 反 応 な ん や で 。 で も 、 そ の 反 応 っ て い
う の は 、 す ご い 初 期 の 段 階 で な 、 自 分 の 考 え を 出 せ た と き に 次 の 段 階 に
行 け る っ て 話 も し た し 、そ う し て く る と「 う ん 、う ん 。」で 止 ま っ て い て




障 り で う っ と う し か っ た 。  
研 究 協 力 者 １ ： な る ほ ど 、 そ う い う こ と も あ っ た の で す ね 。  
Ｍ 教 諭 ：「 そ れ は ね 、 形 に な っ ち ゃ う で し ょ ？ 」 っ て 。 だ か ら 、「 う ん う ん っ て
言 っ て 、 聴 い て い る っ て 先 生 が 満 足 し て い る と 思 っ た ら 大 間 違 い や ぞ 。」
っ て 。  
前 原 ： 大 体 い つ も 、 始 め に 反 応 し ろ と か し た 方 が い い よ と い う 形 で み ん な 「 う
ん 、う ん 。」っ て 言 っ て い く じ ゃ な い で す か 。そ れ が 、あ る 時 に ち ょ っ と
こ こ で い け て い る か な と 思 っ た ら …  
Ｍ 教 諭 ： そ う 、 言 う し 、「 あ の 人 の 聴 き 方 良 い よ ね 。」 と か 、 う ん っ て 言 わ な く
て も 。「 こ の 人 の 方 が 本 当 に 聴 い て い る 感 じ す る よ な 、あ な た の う ん う ん
よ り 。」 と か 言 っ て 。  
前 原 ： な る ほ ど ね 。  
Ｍ 教 諭：言 う た ん ね ん 。「 今 日 は こ ん な い い 天 気 や ね 。」晴 れ の 日 で ね 、「 今 日 は
雨 が 降 っ て い る ね 。」 っ て 。「 う ん 。」 っ て 、「 降 っ て な い や な い か 。」「 聴
い て な い の に 、う ん っ て 言 っ て い る や な い か 。」っ て 、そ ん な ん が あ る か
ら ね 。  
研 究 協 力 者 １：最 初 の「 う ん 、う ん 。」っ て い う の は 、聴 く 意 識 を つ け さ せ る 感
じ で す か ？  
Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 。 形 や ね ん 。 形 や と 思 う 。 あ ん ま り 意 味 は 無 い と 思 う ん や け
ど な 、 で も 形 か ら 入 る こ と も 大 事 や ね ん け ど 、 で も そ れ に 証 拠 っ て い る
や ん か 、 聴 い て い る 証 拠 出 せ っ て 言 う や ろ 。 聴 い て い る 証 拠 の 一 つ は 反
応 「 う ん 。」 で あ り 、 そ れ よ り も っ と す ご い 証 拠 っ て い う の が 反 論 。「 そ
う や 。」っ て 言 葉 で 言 う 。「 僕 も 一 緒 。」と か「 僕 ち ょ っ と 違 う の や け ど 。」
っ て 、 そ う い う レ ベ ル が あ っ て 、 最 初 分 か ら へ ん か っ て 、 そ ん な ん 出 せ
や ん 時 は 、 聴 い て い た 証 拠 と し て 、「 う ん 、 う ん 。」 っ て 言 え れ ば い い よ
ね っ て 話 す る か ら 。そ れ で み ん な そ れ は し て い く ね ん と 思 う ん や け ど な 。
そ れ で 、 本 当 に 聴 い て い た ら 、「 違 う 。」 っ て 、 違 う な っ て 思 う こ と に は
「 う ん 。」 っ て 言 わ へ ん や ろ 。「 え ～ 。」 っ て 言 っ て か ら 、「 で も な 、 あ の
な 。」っ て 言 う や ん か な 。だ か ら 、内 容 が ち ゃ ん と 分 っ て く る と 、聴 く っ




状 況 に ち ょ っ と な っ て き て い る ん ち ゃ う か な っ て 気 が す る  
研 究 協 力 者 １ ： 形 の 話 が 今 あ っ た の で す け ど 、 対 応 っ て い う の を 先 生 が よ く お
っ し ゃ っ て い て 、 そ れ は ど う い う こ と を し て ほ し く て 、 子 ど も た ち に ど
う い う 風 に な っ て ほ し い 時 に 、 こ の 対 応 っ て い う 言 葉 を 使 わ れ て い る の
で す か ？  
Ｍ 教 諭 ： そ れ は も う ね 、 対 応 っ て い う の は う ち の ク ラ ス の 、 う ち の ク ラ ス っ て
い う か な ん か 全 て な ん や ん か 、 対 応 っ て い う の は 。 人 間 関 係 っ て の も そ
う や し 、人 間 の 行 動 っ て の も 全 部 対 応 な ん や ん か な 。対 応 っ て い う の は 、
こ う い う 状 況 や か ら こ の 状 況 に 応 じ た 自 分 の 行 動 を す る っ て の が 対 応 や
ろ 、 簡 単 に 言 う と 。 だ か ら 、 こ こ に 反 応 っ て い う 言 葉 が あ る け ど 、 反 応
っ て い う の は 言 っ た こ と に 対 す る 、 人 の こ と 聴 い た こ と に 対 す る 自 分 の
受 け 答 え が 反 応 っ て 、自 分 は 言 う て て 、そ れ も 対 応 の 一 つ な ん や ん か な 、
反 応 っ て い う の は 。 反 応 は 対 応 の 一 つ な ん や ん か 。 た と え ば 、 誰 か が 、
前 原 さ ん が 鉛 筆 を 落 と し た ら 、 拾 っ て あ げ る っ て い う 対 応 が あ る や ろ 。
こ れ も 対 応 や ん か ん な 。 だ か ら 、 暑 い な っ て 思 っ た ら 窓 を 開 け る 、 こ れ
も 対 応 や ん か な 。チ ャ イ ム あ と 5 分 で 鳴 る な っ て 思 っ て 戻 る の も 対 応 や
ん か 。 全 て の 生 活 、 全 部 対 応 で で き て い る わ け だ か ら 、 対 応 っ て の が で
き な い と 、 人 間 の 生 活 っ て い う か 、 自 分 の 生 活 を よ り 良 く 生 活 す る っ て
い う 点 で は 、 対 応 っ て の が 欠 か せ へ ん と 思 っ て ん ね ん や ん か 。 だ か ら 、
全 て の 時 に 対 応 っ て い う の は 言 う も ん 。 対 応 っ て い う の は な 、 対 応 す る
た め に は 頭 使 う ん ね ん で 、 脳 み そ 。 や っ ぱ 、 す ご く い ろ ん な こ と 気 付 け
て な い と 、 瞬 間 瞬 間 の 判 断 判 断 て い う の が 欲 し い わ け で 、 常 に 頭 働 か せ
て へ ん と 対 応 っ て い う の は で き へ ん か ら 、 そ う い う 脳 の 発 達 と か も 対 応
に よ っ て 生 ま れ る っ て 思 っ て い る 。 だ か ら 、 う ち の 子 ど も ら は よ く 働 く
っ て 言 わ れ る 。 5 年 の 子 は 。 気 が 付 い た ら す ぐ 動 い て よ く 仕 事 す る し 、
他 の 学 年 の 先 生 も よ く 言 わ れ る 。だ か ら 、挨 拶 も 対 応 や ん か な 。「 お は よ
う ご ざ い ま す 。」 っ て い う の も 対 応 や ん か な 。 だ か ら 、 全 て 対 応 関 係 。  
研 究 協 力 者 １ ： 先 生 が お っ し ゃ る 通 り 、 一 応 辞 書 で 調 べ て き た の で す が 、 周 囲
の 状 況 と か 相 手 に 応 じ て 物 語 を す る こ と っ て 書 い て あ っ た の で す が 、 そ




か 行 為 を す る っ て い う こ と が 対 応 と し て 大 事 な と こ と い う か …  
Ｍ 教 諭 ： そ の 通 り や と 思 う 。 ゴ ミ 落 ち て い て も 気 付 か へ ん 人 お る や ん か ま だ 、
ゴ ミ に 気 付 い て 拾 う っ て い う の は す ご い 上 等 な こ と で 、 気 付 い て い て も
拾 わ な い 人 も お る し 、 気 付 か へ ん 人 間 だ っ て お る わ け や ん か な 。 や っ ぱ
り 、 気 付 く っ て い う の は 人 間 と し て 大 事 な こ と や と 思 う し 、 そ れ を 行 動
に 移 す っ て い う こ と は も っ と 大 事 な こ と や と 思 う し 、 そ れ の 力 を 付 け た
い っ て 思 っ て い て 、 対 応 っ て い う の は そ う い う 意 味 で す ご い 大 事 な こ と
や な っ て 思 っ て い る 。 だ か ら 、 聴 く っ て い う こ と 、 反 応 っ て い う こ と に
限 定 す る と 、 や っ ぱ り 友 達 が 言 っ て い る こ と を 大 事 に し て い る っ て い う
こ と が そ う い う こ と で 分 か る わ け や ん か な 。 友 達 は こ う 言 っ た の に … 子
ど も た ち に 言 う ね ん 、「 話 す っ て い う こ と は 、同 時 に 何 が あ る か っ て い う
と 、 話 す こ と と 同 時 に 聴 く こ と が 成 立 す る わ け や ん か な 。 聴 く 人 が い な
い の に 話 す こ と は あ り え へ ん 。 話 す と 聴 く は 同 時 に 起 こ る 、 同 時 に 行 う
対 応 な ん や ん か な 。 ク ラ ス の 中 で 誰 か が 話 す っ て い う の は 、 み ん な が 聴
く っ て い う の が 前 提 と な っ て 起 こ る わ け や ん な 。 だ か ら 、 話 す っ て い う
こ と と 聴 く っ て い う こ と は 別 々 に 起 こ ら な い っ て い う こ と を す ご く 意 識
さ せ る ん や け ど 。 だ か ら 、 話 す 人 が い た ら 聴 く っ て い う 対 応 が あ る し 、
反 応 が あ る し 、 聴 く 人 が い た ら 話 す 人 が 同 時 に あ る わ け や か ら 。 そ れ 、
す ご く 大 事 な こ と や と 思 う で 。聴 く 人 と 話 す 人 は 同 時 に あ る 」っ て い う 。  
前 原 ： そ う い う お 考 え っ て い う の は ど う い う と こ ろ で ？ も う そ れ も 最 初 、 初 任
か ら 、 最 近 ？  
Ｍ 教 諭 ： そ れ は 、 最 初 の 頃 か ら 。 若 い 頃 か ら 。  
前 原 ： そ れ は 、 先 生 の 中 で ？ そ れ と も そ れ も 学 ん だ こ と ？  
Ｍ 教 諭 ： や っ ぱ そ れ は 気 付 く こ と も あ る し 、 実 践 し て い た ら そ う や な  っ て 思
う こ と も あ る し 、教 え て も ら っ て「 な る ほ ど 、そ う や な 。」っ て と き も あ
る 。  
前 原 ： 今 僕 が 研 究 し て い る バ フ チ ン も ま さ に 、 発 話 は 全 て 対 話 で あ る っ て い う
こ と を 言 っ て い て 、 全 く 同 じ こ と を 言 っ て い る 。 要 す る に 話 す っ て い う
こ と は 必 ず 宛 先 が あ っ て 、 誰 か に 言 っ て い る こ と だ し 、 聴 き 手 と 話 し 手




Ｍ 教 諭：だ か ら 、「 聴 き な さ い 」っ て 先 生 よ く 言 う や ろ 。じ ゃ あ 、先 生 が 聴 か せ
る よ う な 話 し 方 を し て い る か っ て 言 っ た ら 、 そ う で は な い 時 っ て あ る や
ん 。 わ ぁ っ て そ ん な ん 聴 き た く な い や ん 。 聴 か せ る よ う に 、 子 ど も が 聴
き た く な る よ う な 話 し 方 っ て の を せ な あ か ん や ん な 、 や っ ぱ り 。 伝 え る
っ て い う 意 識 で や ら な あ か ん か ら ね 。授 業 で も そ う や ん か 、「 誰 誰 さ ん ど
う 思 い ま す か ？ 」っ て い う の と さ 、「 誰 誰 さ 、こ れ 、ど う 思 う ？ 」っ て い
う の と で は 、 全 然 子 ど も た ち が 違 う や ん か な 。 教 師 の 話 す 側 も 考 え や な
あ か ん 、 聴 く た め に は 、 相 手 に 聴 か せ る た め に は 。 で も 、 教 師 は あ ん ま
り そ う い う こ と 意 識 し て な い 。 だ か ら 、 対 応 っ て い っ た と き に 、 話 を 聴
く っ て 聴 く 側 に 責 任 も あ る の や け ど 、 同 時 に 話 す 側 の 責 任 っ て の も あ る
よ ね 。 ど ん な 話 し 方 を す る か っ て い う こ と 。 退 屈 な 講 演 な ん か 聴 き た く
な い よ な 。 し ょ う も な い 話 と か さ 。 そ れ と 一 緒 で 、 ど う や っ た ら 聴 い て
も ら え る か っ て い う こ と を 考 え や な あ か ん 。 聴 く 側 も 聴 く 側 で ど ん な 風
に 聴 く か っ て 意 識 せ な あ か ん 。 そ れ は や っ ぱ 大 事 な こ と や と 思 う 、 役 割
と し て 。 そ れ も 対 応 や な 、 一 つ の 。  
研 究 協 力 者 １ ： そ う 考 え る と 、 子 ど も た ち が す ご く 聴 く よ う に な っ た っ て い う
の は 、 内 容 と し て 聴 き た く な る よ う な も の に な っ て き た と い う こ と で す
か 。  
Ｍ 教 諭 ： そ れ は な 、 分 か ら ん け ど 。 よ う 見 に 来 て く れ る 先 生 ら が 、 Ｍ 先 生 の 言
う こ と は 、 子 ど も ら に よ く 入 り ま す ね っ て 言 わ れ る 。 上 手 や っ て 言 わ れ
る わ 。 子 ど も 説 教 す る の も 、 説 教 や な い よ う に 説 教 し て い て 、 子 ど も に
「 あ 、 そ や な 。」 と 思 わ せ る よ う な 説 教 の 仕 方 を す る っ て 言 わ れ い て な 。
自 分 で は 分 か ら へ ん ね ん け ど 、 そ ん な こ と を よ く 言 わ れ た 。  
研 究 協 力 者 １ ： そ れ は 、 感 じ ま し た 。 こ の 前 、 ち ひ ろ ち ゃ ん が プ リ ン ト を 無 く
し た と き に 、 あ れ は 子 ど も に 残 る な っ て 思 っ て 。  
Ｍ 教 諭 ： 何 か 言 っ た っ け 、 俺 。  
研 究 協 力 者 １ ：「 予 備 は あ る か ら 全 然 あ げ ら れ る け ど 、 も っ た い な い ね 。」 っ て
言 っ て い た と き に 、 先 生 す ご い な っ て 。  
Ｍ 教 諭 ： も っ た い な い な っ て な 。  




Ｍ 教 諭 ： 知 ら へ ん 。 一 昨 日 と 昨 日 、 い や へ ん か っ た か ら 。 多 分 見 つ か っ て へ ん
と 思 う 。「 も っ た い な い ね 。」 っ て 、 あ れ は 大 事 に せ な あ か ん と 思 う 。  
前 原 ： そ れ は 無 く し た 行 為 で は 無 く て 、 あ っ た も の へ の 大 事 さ っ て い う も の を
伝 え て い る の で あ っ て 。  
Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 。 せ っ か く 自 分 が 勉 強 し た ね 、 書 き 込 ん だ 。 ち ひ ろ は 泣 き か
け て い た も ん 。 だ か ら 、 あ の 子 も す ご い も っ た い な い と 思 っ て い る ん や
ん か な 。  
研 究 協 力 者 １：あ の 時 、み ん な も「 無 く し て な ん だ よ 」と か じ ゃ な く て 、「 か わ
い そ う に 」 と か 「 俺 も 気 を つ け よ 」 み た い な 雰 囲 気 に な っ て い た の で 、
な ん か 良 い 雰 囲 気 だ な っ て 思 っ て 見 さ せ て も ら っ て い ま し た 。  
Ｍ 教 諭：あ あ い う こ と も 、こ っ ち が 言 い 方 の な 、「 何 し と る ん や 、気 を つ け ろ よ 」
っ て 言 っ た と し て も な 、 そ れ は 意 味 無 い し な 、 ど う そ れ が 本 当 に 無 く し
た こ と が 辛 く な る の か と か 、 無 く し た こ と に よ っ て ど れ だ け 自 分 が 「 ま
い っ た な 」 っ て 思 う か っ て い う こ と が 大 事 や か ら ね 。 叱 ら れ た こ と し か
残 ら へ ん や ん か 。 叱 ら れ た こ と じ ゃ な く て 、 自 分 が 無 く し た こ と の 辛 さ
を 感 じ さ せ や な あ か ん か ら 。 周 り の 子 も そ の こ と か ら 勉 強 せ な あ か ん か
ら 、 ち ひ ろ の こ と か ら 、 あ あ い う 言 い 方 を す る ん や け ど ね 。  
研 究 協 力 者 １：い ろ ん な 意 味 で 感 受 性 が 育 て ら れ て い る な っ て 感 じ が し て い て 。 
Ｍ 教 諭 ： い や い や い や 、 そ う か な 。 分 か ら へ ん け ど 。  
研 究 協 力 者 １ ： 先 生 が お っ し ゃ っ て い る 対 応 っ て い う の は 、 こ の ク ラ ス の 子 ど
も た ち は で き て い る な っ て 先 生 は 感 じ ら れ て い ま す か ？  
Ｍ 教 諭 ： い や い や 、 十 分 じ ゃ な い 。 そ ん な ん 、 対 応 な ん て ゴ ー ル は 無 い し 。 行
き つ く と こ ろ は 無 い 。 十 分 で き て い る か っ て い う と 、 そ ん な ん で き て な
い と 思 う よ 。 で も 、 あ の 子 ら な り に 気 が 付 い て 動 け る 子 っ て の は 出 て き
て い る と 思 う し 、 そ う い う 面 で は 成 長 し て い る な っ て 思 う 。 言 わ れ や ん
で も や る し 、 言 わ れ た こ と も き ち ん と で き る っ て い う 子 が 増 え て き て い
る と 思 う 。 面 倒 く さ が ら ん と や っ て い る と 思 う 。 だ か ら 、 こ の 前 も ね 、
す ご い こ と 一 回 あ っ て 。毎 朝 8 時 20 分 か ら 体 育 館 で 歌 の 練 習 し て い る 、
全 校 で 。 初 日 の 練 習 の 時 に 、 5 年 生 遅 く 来 て ん 。 他 の 学 年 よ り 遅 く 来 て




＊ で た こ と ？ 」「 い や 、そ ん な ん ど う で も え え わ 。」っ て 。「 何 や ろ ？ 」「 い
や 、先 生 は な 、き っ と 5 年 生 は 一 番 最 初 に 来 る て 思 っ て た ん や 。そ れ が
な 、 一 番 後 や っ た も ん な 。 そ れ が 残 念 で な 。 先 生 は 一 番 最 初 や と 信 じ て
た ん や け ど な 。」っ て 。次 の 日 か ら め っ ち ゃ 早 い 、毎 日 毎 日 。一 番 最 初 に
来 る 。 全 員 が ダ ー っ て 来 て 。 で な 、 あ の 時 は な 「 こ こ で 並 ぶ の 待 っ て て
ん 、先 生 。」て 言 う か ら な 、「 あ 、そ う な ん や 。待 っ て た ん や な 。で も な 、
そ ん な ん し て い た ら 時 間 経 っ て く し な 。 揃 っ て 行 く 意 味 と か あ る ん か
い ？ 」 っ て 話 し た 。「 無 い な ぁ 。」 っ て 。 そ し た ら ば ぁ っ て 来 て 。 一 番 最
初 に 来 た の 誰 か 知 っ て い る ？ 一 番 早 い の 。  
研 究 協 力 者 １ ： 一 番 早 か っ た 人 で す か ？  
Ｍ 教 諭 ： 毎 日 早 か っ た や つ が お ん ね ん 。 分 か る や ろ ？  
前 原 ： 男 の 子 ？ て つ ろ う ？  
Ｍ 教 諭 ： て つ ろ う 。 一 番 最 初 に 来 る 。 8 時 1 5 分 く ら い に 来 る 。  
前 原 ： 彼 、 何 で も 一 番 が 好 き っ て い う ね 。  
Ｍ 教 諭 ： や っ ぱ な 、 認 め ら れ た い ね ん 。 褒 め ら れ た い の ね 。 だ か ら 、 て つ ろ う
が 一 番 最 初 に 来 て い る 。 一 人 で 来 る 。 は る と と 一 緒 じ ゃ な く て 。 誰 よ り
も 早 い 。  
研 究 協 力 者 １ ： そ れ も 今 先 生 が お っ し ゃ っ て い た 対 応 な の で す か ね ？  
Ｍ 教 諭 ： 対 応 や ろ 。 子 ど も は そ う し よ う っ て 思 っ て い る 。 こ ん な ん ね 、 叱 っ た
ら な 、「 ち ゃ ん と 来 い 。」っ て 言 っ た ら 、「 明 日 か ら ち ゃ ん と 来 い 。時 間 通
り ち ゃ ん と 来 い 。」っ て 言 っ た ら 、次 の 日 は 来 る で 。で も な 、だ ん だ ん そ
う い う の が 崩 れ て く ん ね ん 、子 ど も っ て 。で も な 、「 あ ぁ 、先 生 残 念 や わ 。
期 待 し て い た の に 。」っ て 言 う と な 、子 ど も ら は 必 ず 来 る 。ほ ん ま に 来 る 、
見 事 に 。 も う 1 週 間 2 週 間 続 い て い る か ら 。  
研 究 協 力 者 １ ： 子 ど も た ち が な ぜ 早 く 行 き た い の か 、 て い う の が 子 ど も た ち の
中 に あ る ん で す よ ね 、多 分 そ れ は 。「 早 く 来 な さ い 。」っ て 言 わ れ た の は 、
た だ 先 生 に 怒 ら れ る の が 嫌 だ か ら 行 く だ け で あ っ て 。 今 の Ｍ 先 生 へ の 対
応 っ て い う の は 、 何 だ ろ 、 子 ど も た ち 的 に は 「 先 生 を が っ か り さ せ た く
な い 。」 と か 。  




ん ち ゃ う か な 。 叱 ら れ る っ て い う よ り も 、 そ れ も 対 応 や と 思 っ て い る し
な 、 子 ど も ら は 。 時 間 と の 対 応 っ て い う 。 20 分 か ら 始 ま っ て い る の に
25 分 や っ た ん や も ん 、集 ま る の 。ち ょ っ と そ れ は な 。ど ん な に ド ッ チ ボ
ー ル し て い る 子 で も 、 パ っ と 止 め て 入 っ て く る 。 言 わ ん で も 。 だ か ら 、
木 、 金 と 丸 々 自 習 や っ た や ん か 、 こ の 前 ず っ と 自 習 や っ た ん や け ど も 、
何 の 問 題 も 無 く や っ て い た み た い 。 遊 ば ん と 、 プ リ ン ト と か 。 大 き な 問
題 無 く 、 き ち ん と や っ て い た 。 子 ど も た ち も 自 分 で 書 い て い た け ど 、 大
体 点 数 が 1 00 点 と か 9 0 何 点 、10 1 点 、1 02 点 、（ プ リ ン ト 見 な が ら ）102
点 、 こ れ 嘘 や ろ 。 1 02、 10 2、 10 1… こ ん な ん や 、 大 体 。 ま あ 、 か な り で
き た て 書 い て あ る な 。 よ く や っ て い る と 思 う よ 、 自 習 も ね そ れ も 対 応 な
ん な 。 先 生 い や へ ん 時 や か ら こ そ 、 あ な た た ち の 力 が 試 さ れ る っ て 言 っ
て ん け ど な 。「 大 丈 夫 か ？ 」 っ て 言 う と 、 あ い つ ら 「 大 丈 夫 や 。」 っ て 言
う か ら 、「 ほ な 、 任 せ る で 。」 っ て 言 う て 。  
研 究 協 力 者 １ ： 先 生 が 今 、 対 応 は ゴ ー ル が 無 い っ て お っ し ゃ っ て い た の で す け
ど 、 ち ょ っ と 難 し い か も し れ な い で す け ど 、 大 体 こ の く ら い に 行 っ て ほ
し い な み た い な 基 準 っ て 無 い ん で す か ？  
Ｍ 教 諭 ： や っ ぱ り ね 、 目 安 は 教 室 が い つ で も き れ い で あ る と い う こ と 。 整 理 整
頓 で き て い る っ て い う こ と と 、 あ と 、 そ う じ が 上 手 や っ て こ と こ ん な ん
汚 い け ど な 、 ロ ッ カ ー と か ど ん だ け き れ い に 整 理 で き と る と か ね 、 そ れ
か ら 靴 箱 に 靴 を ど ん だ け き れ い に 入 れ と る と か な 、 そ う い う 風 な こ と 。
意 識 せ な で き へ ん こ と や か ら 、 き ち ん と 入 れ る っ て 。 パ ン っ て 放 り 込 ん
だ り と か さ 。 あ あ い う フ ァ イ ル の 入 れ 方 と か も 、 子 ど も た ち き ち ん と や
っ て い る け ど さ 、 入 れ る と か 、 あ あ い う と こ ろ で や っ ぱ 分 か る ね ん 無 造
作 に 置 い て な い か 。そ う い う こ と が で き て く る と 、「 あ あ 、き ち ん と 対 応
で き て い る な 。」 っ て 。  
研 究 協 力 者 １ ： 気 付 く 力 ？  
Ｍ 教 諭：そ う そ う 、そ う い う こ と ね 。そ れ と 、教 室 が き れ い だ と い う こ と は ね 、
整 理 で き る っ て い う こ と は ね 、 汚 い と こ ろ に 違 和 感 を 感 じ る っ て い う こ
と や ん か な 。 違 和 感 感 じ て 直 し と こ っ て い う こ と や ん か な 。 そ れ が で き




い 大 事 那 力 や と 思 う 。  
研 究 協 力 者 １ ： そ れ は 結 構 直 接 言 わ れ た り す る の で す か ？  
Ｍ 教 諭 ： 言 う よ 。 違 和 感 感 じ る こ と は 大 事 や っ て 言 う よ 。 そ れ と 、 あ る 子 が 片
付 け て く れ た こ と と か 、あ る 子 が 何 か し て く れ た こ と は 認 め て 、「 こ の 子
こ ん な こ と し て く れ た ん や で 。」っ て 。帰 り の 時 と か は 自 分 た ち で 戸 を 閉
め に 行 っ た り と か し て い る わ 、 窓 閉 め に 行 っ た り と か で も や っ ぱ り 、 で
き へ ん 子 も い っ ぱ い お る よ 、 人 任 せ の 子 と か 。 要 領 の 良 い 女 の 子 と か お
る よ 。  
研 究 協 力 者 １ ： そ う い う 面 で 、 元 は 人 任 せ や っ た け ど 、 最 近 自 分 か ら 動 く よ う
に な っ た な っ て 感 じ る 子 と か い ま す か ？  
Ｍ 教 諭 ： だ か ら 、 は る と 、 て つ ろ う な ん か は そ の 典 型 や と 思 う で 。 ち ゃ ん と 言
わ ん だ ら そ ん な こ と や っ て へ ん か っ た と 思 う 。 で も 、 あ の 子 ら 率 先 し て
そ う い う こ と や る と 思 う し 。 意 識 が 変 わ っ た っ て い う 子 は 誰 か っ て い う
よ り 何 人 か お る ん や け ど 、 意 識 が 変 わ っ た な っ て い う の は 、 女 の 子 や と
思 う 。 女 の 子 は と に か く よ く 仕 事 や る と 思 う 。 で も ね 、 先 生 の こ と を や
る ね ん 。 分 か る ？ 職 員 室 に こ れ を 持 っ て 行 く と か 、 先 生 が 音 楽 室 行 く 時
に 鍵 を 取 り に 行 く と か 、そ う い う こ と を よ く や る や ん か 、喜 ん で 。で も 、
大 事 な の は 、 人 が い な い 時 に ど れ だ け で き る か な ん や ん か な 。 人 に 褒 め
ら れ た い か ら や る と か 、 人 に 怒 ら れ や ん よ う に や る っ て い う の は 、 本 当
の 力 じ ゃ な い か ら 。 た だ 自 分 が そ れ を や り た い か ら や る っ て い う と こ ろ
に 行 き 着 い た 時 っ て 、 そ う い っ た こ と も 対 応 や と 思 う の や け ど 、 そ う い
う と こ ろ ま で で き て き て る 子 っ て い う の が 何 人 か お る ん や ん か な 。 そ う
い う 子 っ て い う の は す ご い な っ て 思 う な 。 褒 め ら れ る こ と っ て 誰 で も や
り た が る や ん 、「 先 生 に 、こ れ 職 員 室 に 持 っ て た ら 、仕 事 し て る っ て 思 わ
れ る わ 。」 っ て こ と は 。 そ う い う の じ ゃ な い 。  
前 原：ち ょ っ と 戻 る の で す け ど 、「 聴 く 」の と こ ろ で ど う し て そ の「 聴 く 」を で
き る よ う に な っ た と 感 じ る か っ て い う 時 に は 、 授 業 の 中 で 反 論 が で き る
よ う に な っ て く る と か っ て い う く だ り が 、 そ れ は 僕 も そ う 感 じ て い ま す
し 、 ○ ○ さ ん (研 究 協 力 者 １ )も 感 じ て い て 、 僕 は そ れ が 自 分 で 大 事 な と




究 協 力 者 １ )さ ん は 、違 い を 言 う だ け な ら で き る か も し れ な い け ど 、そ れ
じ ゃ 「 あ な た そ う 思 う の ？ 」「 私 こ う 思 う の 。」 で 終 わ っ ち ゃ う の で す け
ど 、 そ の あ と 根 拠 を 本 文 中 か ら 持 っ て こ ら れ る よ う に な っ た と い う と こ
ろ が 質 的 な 違 い じ ゃ な い か と 言 っ て い て 、 最 初 は こ う 思 う っ て い う の が
多 か っ た の が 、「 で も 、 あ な た の 言 う こ と は 違 う の じ ゃ な い か 。」 と か そ
う い う 根 拠 付 け し て 、 そ こ が 違 う の だ ろ な と 感 じ て い る の で す け ど 。 こ
れ は 、「 聴 く 」っ て い う こ と が で き る か ら で き る よ う に な っ た か ら か 、そ
れ は も っ と 別 の 要 因 が あ る の か 、 そ こ ら へ ん が 僕 の 関 心 な の で す け ど 。  
Ｍ 教 諭 ： え っ と ね 、 本 文 戻 っ た り と か い う こ と も 含 め て っ て い う こ と や ろ ？ そ
れ は ね 、 内 容 に よ る と 思 う 。 教 材 の 内 容 と 、 あ と ね 、 大 事 な の は 聴 く だ
け じ ゃ な く て 、論 証 活 動 や と 思 う 。今 ま で 経 験 し て き た 。つ ま り 、「 聴 く 」
こ と に よ っ て 問 題 を 作 る 。さ っ き も 言 っ た け ど 、違 う 意 見 出 る や ん か な ？
違 う 意 見 出 た と き に A か B か っ て い う 一 応 対 立 す る 形 に な っ た と き に 、
A か B 違 う 、A か A で 対 立 し た と き に 、そ の 証 拠 を 文 か ら 探 す と い う こ
と を し な け れ ば 、論 証 に は な ら へ ん わ け や ん か ？ で 、「 こ う こ う こ う や か
ら A」、 簡 単 に 言 う と 、「 こ こ に こ う こ う こ う い う こ と が 書 い て あ る か ら
A、 B で は な い 。」と い う 結 論 が 出 る わ け で し ょ ？ そ う い う 経 験 を 、あ の
子 ら い く つ も し て き て い る ん や ん か な ？ そ の 経 験 の 中 で 子 ど も た ち っ て
い う の は 、 話 し 合 っ て い く に は 証 拠 が い る っ て い う こ と を 覚 え て き て い
る と 思 う だ か ら 、 論 証 活 動 が 無 い 限 り 、 た だ 「 聴 く 」 っ て い う だ け で は
そ こ ま で 行 か へ ん と 思 う 。  
前 原 ： う ん 。 そ れ は 、 僕 も そ う 感 じ て い て 、 そ の 「 聴 く 」 っ て い う だ け じ ゃ な
く て 、 先 生 の 授 業 の 方 法 論 じ ゃ な い で す け ど 、 そ う い う 問 い を 作 っ て 、
そ れ に 対 し て 、発 言 に 対 し て つ っ こ ま れ て 、そ れ で ま た 対 立 が 生 ま れ て 、
解 釈 が 導 き 出 さ れ い た り と か 、 先 生 が 本 当 に そ う な の か と い う こ と を 常
に 問 い 詰 め る と い う 、こ れ は 根 津 先 生 の 言 葉 な の で す が 、「 問 う も の が 問
わ れ る 」と い う 、装 置 と い う ふ う に 表 現 し て い た の で す ね 、根 津 先 生 は 。  
Ｍ 教 諭 ：「 そ う ち 」 っ て あ の 装 置 ？  
前 原 ： 普 通 の 装 置 。 そ う い う シ ス テ ム が こ の ク ラ ス に は あ っ て 、 Ｍ 教 諭 も そ れ




子 ど も た ち の 変 容 っ て い う の を も た ら せ て い る の だ ろ う と 。  
Ｍ 教 諭：そ う そ う 。だ っ て 、論 証 の 中 に は「 聴 く 」こ と が 絶 対 入 っ て く る も ん 。
聴 か へ ん か っ た ら 絶 対 論 証 な ん か で き へ ん も ん 。 相 手 の こ と 聴 か へ ん か
っ た ら ね 。 必 ず 聴 く っ て い う こ と と 、 意 見 を 言 う っ て い う こ と と 、 そ れ
か ら 証 拠 探 し っ て い う の は セ ッ ト で あ る わ け や か ら 。 そ の 中 の 一 部 や ん
か な 、「 聴 く 」 っ て い う こ と は 。  
前 原 ： そ う で す ね 、 大 事 な 要 素 。  
Ｍ 教 諭 ： そ う 。 は ず せ へ ん 要 素 や か ら 。 だ か ら 、 論 証 活 動 の 経 験 、 証 拠 見 つ け
っ て 何 か っ て い う と 、 真 理 を 見 つ け る っ て い う か さ 、 ど っ ち が 正 し い か
っ て い う 結 果 を 見 て き て 、 そ れ か ら 自 分 の 考 え て い た こ と を ひ っ く り 返
さ れ る っ て い う 経 験 が 無 い 限 り 、 子 ど も た ち は こ れ を 面 白 い と 思 わ へ ん
と 思 う ん や ん か な 。 こ の 前 で も 、 授 業 を し て い た 時 に さ … あ れ い つ や っ
た ？ 水 曜 日 に 来 て く れ た な 。終 わ っ た 時 に「 月 曜 日 ま で 無 い 。」っ て 言 っ
た ら 、子 ど も た ち「 え ～ 、や り た い 。」っ て 言 っ て い た や ん か 。あ れ っ て
そ う や ん な 。 や っ ぱ り 面 白 い か ら さ 、 や り た く な る ん や と 思 う 。  
前 原 ： 驚 き が あ る 。  
Ｍ 教 諭 ： あ る し 、 何 か が あ る は ず や と 思 う か ら ね 。 や っ ぱ そ れ は 子 ど も た ち の
経 験 と し て 、 論 証 す れ ば 、 み ん な で 話 し 合 っ て ね 、 議 論 す れ ば 何 か が 見
え て く る っ て い う 経 験 が あ る か ら や と 思 う 。 だ か ら 、 そ う い う 欲 求 が あ
る か ら 聴 き た く な る ね ん 、 逆 に 言 う と 。 子 ど も は 「 ど う 思 っ て ん ね ん や
ろ ？ 」 と か 思 う し さ 、 聴 く 必 然 性 っ て い う の は 生 ま れ て く る し 、 聴 い た
こ と を 言 う 必 然 性 も 生 ま れ て く る し 。や っ ぱ り「 聴 く 」っ て い う こ と は 、
聴 く 必 然 性 を 生 ま な あ か ん と 思 う 。 そ れ が す ご い 大 事 や と 思 う 。 そ れ を
や っ ぱ り ね 、 お 説 教 無 く 聴 け へ ん や ろ ？ そ れ は 聴 く 必 然 性 が 無 い か ら な
ん や ん か な 。 で も 、 あ あ い う 風 に 謎 を 解 く と か 、 そ う い う 子 ど も た ち に
「 何 か 考 え た い な 。」 と か 「 何 か 知 り た い な 。」 っ て い う 風 な 必 然 性 が 生
ま れ た 時 に 、 初 め て 聴 き た い と 思 っ て 、 聴 く っ て い う 行 為 が 生 ま れ て く
る ん や と 思 う 。 で な 、 そ れ は 授 業 の 中 で し か で き へ ん と 思 う 。 言 い 過 ぎ
か も し れ や ん け ど 、 や っ ぱ り 一 番 大 事 な の は 、 授 業 の 中 で で き る こ と な




が 大 事 や っ て 。 そ う 思 う 。  
 
